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○０章







　生徒たちが学園に戻りつつあった。

　蒼あおノ木き類るいもその一人である。わけも解わからないまま退たい避ひ勧告が出て、一時帰省を果たしたまでは良かったのだが、久しぶりの帰省が叶かなったとたん、実家の空気をろくに呼吸するヒマもなく、たちまち学園への帰き還かん命令が届いたのには面食らわされた。決して短くはない列車移動を終えて、やれやれと思っていたのに、「退避勧告は解除。さっさと戻ってこい。数日以内に戻ってこない生徒は脱走とみなし強制執行の対象となる」などと言われたら戻らざるを得ない。

　家族とは一晩過ごしただけで、蒼ノ木類は再び荷物を背にして見送りを受けることとなった。次に帰宅できるのは短い夏休み期間になるだろう。

　釈然としない思いを抱えたまま、類は再び第三ＥＭＰ学園へと舞い戻ることになった。最も寄よりの駅から専用バスに乗り、もう何年も住んでいる不自然な学舎へと帰参を果たす。

　それが五月下旬のことであった。退避勧告の出た理由も、原因も類は知らない。何も知らないまま、類は高等部女子寮りようＤ棟へと歩を進めた。

　途中、変わったことを目にしないでもなかった。ＵＦＯらしき物体が墜つい落らくして崩ほう壊かいしていた講こう堂どうはそのまま瓦が礫れきの山だったし、高等部校舎の一角が爆ばく発はつしたみたいに欠けていた。その理由は類るいには解わからない。でもあまり気にはならないというのが彼女の正直な胸の内でもある。そういうこともあるだろう、くらいしか思えなかった。

　中学二年の春にこの学園に来て以来、類はどんなにあり得なさそうに見えることでも、この学校の敷しき地ち内では起こりえるということを学習していた。今回の退たい避ひ勧告もまた、校舎の損傷となんらかのかかわりがあったのだろう。自分には関係のないところで、誰だれかが活かつ躍やくした結果だと思われた。

「ふー」

　手荷物一つの類は、この春から暮らしている女子寮りようＤ棟、４１３号室に向かう。途中で、顔見知りの寮生たちと何人かすれ違った。彼女たちは、勧告前とまったく変わりなく、環かん境きように対する適合をあっさり終えているように見えた。

　自分の住むべき部屋、４１３号室の前に佇たたずんだ類は、ノブをひねった。鍵かぎがかかっている。

　……侑ゆう里りはまだ帰っていないのかなあ。

　そう思いながら、類は自分のＩＤカードを取り出すと、ドア横の壁へき面めんに取り付けられている電子キーのスロットにカードを通した。施せ錠じようが解除される。

　案あんの定じよう、室内は無人だった。出て行ったままと同じ、何も変わっている所はない。手荷物を置いて、類は閉めっぱなしだったカーテンを勢いよく開いた。明るい太陽光が燦さん然ぜんと部屋の絨じゆう毯たんを照らし出す。

「あれ？」

　窓まど際ぎわにある二つの机、その一つは類のものだったが、並んであるもう一つ、同室の志し賀が侑里の机の上に、一枚のカードが置いてあった。手に取ってみると微細なホコリが舞い散って太陽光に乱反射した。侑里のＩＤカードだ。

　部屋のキーや各種のクレジットカードを兼用するＩＤカード。それがここにあるということは、志賀侑里もすでにここに帰っていることを暗示している。だが、類は奇妙な不信感を覚えた。この４１３号室にはちゃんと鍵がかかっていた。ドアはオートロックにはなっていない。部屋の鍵をかけるには室内にいるか、キーカードにもなるこのＩＤカードで外から施錠するしかない。なのに、室内に侑里の姿はない。

　……どういうこと？

　そんな疑問を感じ始めた類の背に、柔らかいソプラノの声がかかった。

「類？　帰ってきたの？」

　振り向く類の前に、制服姿の志賀侑里が立っていた。侑里は戸口から室内に入ってくると、類に優やさしげな微笑ほほえみを投げかけた。

「……よかった、あなたが帰って来てくれて」

　侑ゆう里りは心ざわめく美び貌ぼうを柔和に笑み崩くずらせて、類るいの前に立った。それだけで類は、鼓動が高くなるのを感じる。侑里は、

「このまま、帰ってこないかと思ってたわ」

　類は首をぶんぶんと振る。

「そ、そんなことないよー。あたしは帰ってくるつもりだったし……。それに、勝手に戻らないことにしても、どうせ連れてこられるんでしょ？」

「まあね。そうかも。でも、わたしはあなたとまた会えて嬉うれしいわ。ほんの三日くらいのことだったけど、あなたに会えないのはわたしにとって苦痛だった……」

　侑里の瞳ひとみは、微笑ほほえみをたたえながらも類を鋭するどく射抜いていた。そう、類は感じる。

　侑里はすうっと類の前まで接近して、その美しい顔に怜れい悧りな微笑を作り上げた。

「ねえ、類。わたしはあなたに感かん謝しやしているの。解わかるかしら？」

「え……侑里、何を言ってるの？　か、感謝って？」

「わたしはね、類。あなたがここにいるから、わたしもここにいるの。ただそれだけのことよ」

　すでに侑里の顔は類の顔に触れんばかりに近付いていた。侑里の吐息が類の睫まつ毛げを揺らす。

「類。わたしは……」

　眩暈めまいすら覚えて類は両脚が震ふるえるのを感じた。同時に心臓が普ふ段だんの二倍の速度で動いている。

「あ……」
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　侑ゆう里りの細い腕が類るいの肩に回された。そのまま同室の少女に引き寄せられながら、類は無む意い識しきのうちに両目を閉じていた。

　五月下旬のことだった。













○一章







　光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こは膨ふくれた学生鞄かばんを重そうに抱えながら廊下を歩いている。

　彼女自身のイメージカラーである黒一色に身を包み、長い黒髪をなびかせてしなやかに歩く足取りには迷いの一片もなく、白く秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうは絶対の自信に満ちあふれて周囲を照らさんばかりだったが、その姿を認めた他ほかの生徒たちは程度の差こそあれ総じて不吉な感情を覚え、そっと自分たちの周囲を窺うかがうのだった。この黒衣の少女と、ボサボサ鳥頭の白衣姿の長身男がうろついている所は大抵において物ぶつ騒そうなモノが出現している公算が大きいからである。

　しかし今は茉衣子一人であり、白衣の対たい魔ま班はん班長の姿はない。いつもセットで行動しがちのため、たまの一人歩きを見み咎とがめた誰だれかにカラカイ混じりにでも問い質ただされると、

「わたくしは班長のツレでも一味でもお守りでもないのです。なぜそのような質問をされねばならないのか、わたくしは自分の不幸を嘆きます。ええ、嘆きますとも。この悲しみはあまりにも深いため誰かに分担して欲しいほどですわ。せめてわたくしと同じくらいの嘆きを味わわせてやりたい気分になってきました。そういえば先日手に入れた西洋の魔術書に手て頃ごろな呪じゆ術じゆつが載っていたような気がします。対象の名前を呪のろうだけでその名の持ち主に災いをもたらすという術式でなかったかしら。それで、あなたの名前はなんというのでしょう？」

　などと言われて鋭するどい眼光にさらされるのがオチだった。

　そんな茉ま衣い子こもここしばらく、対たい魔ま班はん班員としての仕事とは距きよ離りを置いている。

　この学園には日常的に変な現象が発生する。それは想念体と呼ばれ、ＥＭＰ能力者たちが密集している範はん囲いに比較的多く出没することから、生徒たちが放射する余剰ＥＭＰ精神波が寄り集まり、形を持つようになるのだと推察されている。

　想念体はたいてい、迷惑な存在として学内の人間に認にん識しきされており、迷惑なものを放置しておくわけにもいかず、どうにかして消滅に追い込まねばならない。いったん出現した想念体の自然消滅を待とうとしたら、この学校には想念体による破は壊かい活動がおこなわれない日はないことになるだろう。半減期もまちまちで活動生態もよく解わかっていない。

　とにかく想念体を抹殺できる能力の持ち主が生徒の中にはけっこういるので、その能力を使用しない手はないのだった。

　茉衣子がその仕事、対想念体業務から解放されているのは何も彼女の側に責任があるのではない。

　最近、と言ってもこの三週間ぐらいの話だったが、学内に出没する想念体の数が減少しており、対魔班が出動する事態も激げき減げんしていたからである。気まぐれに出現する想念体もおおむね小規模であっさり撃げき退たいされることが多く、高度なカウンター想念体能力を持つ茉衣子は無ぶ聊りようをかこっていた。対魔班絡がらみの仕事がないということは白衣の畜生男、宮みや野の秀しゆう策さくとつるむ必要もないということなのでそれは彼女にとって喜ぶべき事態であるものの、出番がないならないで時間を持てあますのも事実であった。

　そのポカリと空いた時間が、彼女に放ほう課か後ごの居場所を思い出させたのである。

「思えば、わたくしが本来向かうべき所はこちらの方だったのです」

　独り言を呟つぶやきながら、彼女は颯さつ爽そうたる面おも持もちで通路を曲がる。

「それを何の因果でよりにもよって対魔班などという体制側組そ織しきに属させられてしまったのでしょう。いえ、人の役に立つのはわたくしの本意であり、名誉なことでもあります。しかし、あのような人間を長おさと仰がねばならないのは、まったくの不本意ですわ。理解に苦しむ出来事です」

　そういうわけで、いつものように黒くろ装しよう束ぞくの光こう明みよう寺じ茉衣子は校舎の廊下を急ぎ足で歩いていた。彼女の肩書きは二つあって、一つは「生徒自治会保安部対魔班班員」、もう一つが「妖よう撃げき部部員」というものである。このところ前者の役割が大きな比重を占めており、純粋な部活動である後者への参加が滞とどこおっていたのは、少なくとも自分のせいではないと彼女は考えているのだが、それはともかくとして用事があったから茉衣子は一週間以上ぶりに部室へと足を運んでいるのであった。

　茉ま衣い子こは鞄かばんを重そうに抱え直す。

　この第三ＥＭＰ学園の敷しき地ちには旧部室棟と呼ばれる一角がある。旧があるのなら新もあり、そちらには一般的にまともな部が多く存在し、旧の付く建物には多数意見として怪しい部活動がひしめき合っているともっぱらの噂うわさだが、茉衣子は自分が所属する課外クラブに怪しさの欠片かけらも感じていなかった。彼女に言わせれば怪しくもないモノを怪しいと言う人間の理解力こそを疑うべきなのであって、茉衣子自身には何一つ曇くもるところなどないのである。ちなみに彼女は生まれてこのかた自分自身を疑ったことなどない。

　間接照明しかないせいで陽ひの高いうちから薄うす暗ぐらい廊下の一角で、茉衣子はやがて立ち止まった。ドアに貼はってある白いプレートにはぞんざいな字体で〈妖よう撃げき部ぶ〉と書かれている。その下には彫刻刀によって、ラテン語の呪じゆ句くがドア板に直接刻まれていた。

『汝なんじ、我が戯ギ言ゲンを信じる事なかれ』

　茉衣子は鞄を抱え直すと、ドアノブを握った。油の切れた軋きしみを立てて扉が開く。お化け屋や敷しきのサウンドエフェクトにぴったりな音だと、いつもながら茉衣子は思い、一歩足を踏み入れた瞬しゆん間かんには思ったことをすでに忘れ去っていた。忘れ去るからこそ毎回同じことを考えるのだろうが、そんなどうでもいいことを覚えるほど茉衣子は几き帳ちよう面めんではなかった。

　室内には先客が一人いて、窓まど際ぎわの椅い子すに背をあずけていた。

「よ」

　声を聞いて茉衣子はその男の名前を脳内検索にかけた。確か上級生で、部内ではどちらかと言えば目立たない男子生徒。能力も容姿も茉衣子の基準からしたら並み程度の存在価値。該がい当とうする名前は──、

　観かん音のん崎ざき滋しげる。

　茉衣子がこの春入部したときにはすでに在ざい籍せきしていた高等部二年生である。

「お一人だけですの？」

　滋は持っていた雑誌から手を離して手を振った。

「見たまんまだね。俺おれだけだ」

「それは珍しいことです」

「珍しいね。めったにあることじゃない。いつもは誰だれかしらいるからな。今は俺しかいない。そして珍しいことには珍しいなりの理由があるものさ」

　思わせぶりな滋の口調に、茉衣子の秀しゆう麗れいな眉まゆが寄せられた。

「どのようなでしょう」

「三校合同でおこなう魔ま術じゆつ的団体の全体集会に行っているからさ。第二ＥＭＰだよ。部長以下、その他ほかのメンバーのほとんどが」

「まあ……。わたくしはお呼ばれしておりませんが。それはなぜに？」

「さーて。光こう明みよう寺じが何かと忙しそうにしてたから、声を掛けそびれたんじゃないかな。部室にもご無ぶ沙さ汰ただろう？」

「対たい魔ま班はんのほうのお仕事が立て込んでいたものですから。ようやくちょっと息抜きできて、本来の部活動にいそしもうとしていたところなのです。部長とご一いつ緒しよできなかったのは、返す返すも残念なことですわ」

「行ってもどうせ、何やら難しいことをウダウダ言ってるだけだと思うけどね」

「それはともかくとして、あなたは留守役ですか」

「俺おれの能力はアッチ系じゃないからね。行っても話についていけないさ。ついでに言えば、興きよう味みもないよ」

　茉ま衣い子こは口元をへの字に曲げた。自分が爪つま弾はじきにされたことに対する憤いきどおりもさることながら、自分たちの能力をアッチ系などといういかがわしい表現で示されたことに不快感を覚えたからである。

「あなたの言うアッチ系とやらがメインの〈妖よう撃げき部〉に、ソッチ系のあなたがいるのはどうしてですの？」

「さあどうしてだったかな？　ああそうだ、新入生歓迎のプラカードを持って練り歩いていた部長さんの姿に目を奪われてね。ハーメルンの笛吹男についていくネズミみたいについて行ったらここにいて、知らないうちに部員にされていたのさ。当時は部員不足で廃部の危機にあったんだよ」

「それは初耳です」

　滋しげるは懐なつかしむように語り出した。

「〈妖撃部〉の歴史は意外に長くてね。発足当初は自治会保安部のような組そ織しきだったらしい。当時は有志が集まって想念体や不良能力者たちを制御していたんだ」

「え？　しかし第三には最初から保安部も対魔班もあったのでは？」と茉衣子。

「ああ、第一がそうだったんだ。第一ＥＭＰはいろいろ試し行こう錯さく誤ごを重ねて段階的に生徒自治会をまともな組織にしていったからね。保安部も最初からあったわけじゃない。〈妖撃部〉の果たしていた役割は大きかったんだよ。次第に形けい骸がい化かしていったけど。各学園に〈妖撃部〉があるのは、その名残なごりさ。この第三ＥＭＰの〈妖撃部〉は最初からただの一部活動だったけど」

「それも初耳です。部長はそのようなことは一言も教えてくれませんでしたわ」

「無口な人だからね。おまけに美人だ。あの人がいなければ、俺は今ここにいないだろう」

　滋の目が遠くを見るように焦点の先を失った。茉衣子はやや険けんを含んだ声で、

「するとあなたは、部長の美び貌ぼうに惹ひかれて入部なさったのですね。なんと不純な動機なのでしょう」

「そうかい？　俺はてっきり光明寺も部長目当てで入部したんだと思ってたよ」

「心外な。確かにわたくしは部長の勧誘を受けてこちらに参りましたが、別段彼女の美貌に目が眩くらんだわけではございません。むしろ逆です。誘われたのです」

「あの部長が光こう明みよう寺じの美び貌ぼうに目を奪われたとでも言うのかい？　うん、まあ光明寺は綺き麗れいだと思うよ。でも自分でそのことを言うのはいただけないな。可愛かわいげがないよ。自分では気付いていないふりをしなきゃ。誰だれかにそう言われて、あらそんな、などと恥じらいを見せるべきだ」

「あいにく、わたくしは正しいことを正しいと言わなくては気のすまない人格を所有しているのです。客観的事実は誰がどのように思おうと、それは事実としてこの世に根を張るのですわ」

「ときどき光明寺が羨うらやましくなるね。その自信満々なところとかさ」

　茉ま衣い子こは少し声を小さめにして、

「……まあ当時を冷静に振り返ると、部長の冷れい徹てつで怜れい悧りな美貌に惹ひかれたのも事実です。このような素す敵てきなかたが所属しているクラブが素敵でないはずはないと考えました」

　その考えは今も変わっていない。しかし高等部に進学して二ヶ月、対たい魔ま班はんでの活動のほうがメインになりがちなこともあって、本当にここが素敵な場所なのかどうなのかまだ解わからないでいるのが実情だ。〈黒こく夢む団だん〉よりは遥はるかに上等だと確信はしているのだが……。

「あら」

　茉衣子は気付いた。

「〈妖よう撃げき部〉にもお呼びがかかったと言うことは、〈黒夢団〉にも招集が来ているはずですわね。もちろんあの黒魔術結社の首領も第二を訪問していることでありましょう。よって、この学園の敷しき地ち内にはいないということですね。わたくし、ちょっと生きる元気が湧わいてきました」
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「そりゃけっこうなことだね。よほど学外に出かけるのが嬉うれしいと見えて、俺おれ以外の部員は全員部長についていった。呼ばれなかった誰だれかさんを除いてね。ここしばらく部室には閑かん古こ鳥どりが鳴いているよ」

「それは静かでいいことです。今日は調べ物をしようと思って来ましたので」

　茉ま衣い子こは負け惜しみを言って本棚まで進むと、分厚いラテン語の辞書を引きずり出してテーブルに着いた。鞄かばんから取り出した洋書をどかりと置く。その日焼けした洋書は、遠い異国にいる従い兄と弟こが送ってくれたものである。石造りの古い街を散策中に見つけた古本屋で入手したと手紙にあった。不ふ思し議ぎなことに翌日もう一度行こうとしたらどうやってもたどり着けず、近くの住人たちもそんな店など見たこともないと証言したという。彼女の従兄弟は手紙の最後に、なぜ自分がこんな本を買ってしまったのか今でも解わからないと書いて文ふみを結んでいて茉衣子を微笑ほほえませた。冗談のヘタな従兄弟であった。

　茉衣子は、ただでさえ髭ひげ文も字じで読みにくい書物のタイトルを読み取ろうと奮ふん闘とうし、しばらくしてそれが『水神クタアト』と書いてあるところまでを何とか訳し終えた。それまで半時もかかったが、さてようやく序文にかかろうとしたとき、滋しげるが読んでいた雑誌を置いて茉衣子に言った。

「ところで光こう明みよう寺じと同室の、何と言ったかな。……高たか崎さき妹の生きているほう。あの子は元気にしてるかい？」

　辞書をめくる手を止めて、茉衣子は顔を上げた。

「なぜそのようなことをお訊ききになるのですか」

「いや別に。先月の高等部の校舎が半分焼失した事件、ありゃいったい何だったんだろうと思ってね」

「あなたが気にすることでもないはずです。よくあることではないですか」

「その表現には異議を唱えたいね。全校規模で退たい避ひ命令が出るなんて、俺は初めてだよ。学園創立以来なかったことじゃないかな」

「あなたも退避したのですか？」

「いや、俺は寮りようで寝てたよ。自宅に帰る気にはならなかったし。どうせだったら俺も一枚嚙かませて欲しかったな。光明寺は一いつ緒しよになって遊んでいたんだろう？　楽しそうだ」

「遊んでなどおりません。真ま面じ目めにおつとめを果たしておりました。それから、まったく楽しくありませんでした」

「そう言えば、ちょくちょく見かけた幽ゆう霊れいみたいな女の子も最近見かけないね。どうしたんだろう？」

　茉衣子は滋を睨にらみつける。

「それ以上おっしゃると、祟たたりますわよ。わたくしが」

「この話題は光明寺の鬼門なのかい？　いやね、俺の住んでいる寮の寮長が高崎兄なんだけど、最近どうもぼんやりしているようでね。背後でぷかぷかしてた幽ゆう霊れい妹もいないし、寮りようもボロボロになったしで、さてこれは何だろうと考えていたところなんだよ」

「さあ、何なのでしょうね」

　当然、茉ま衣い子こは事情を知っていた。だが、第三者に過ぎなかった自分が、もっと第三者に過ぎない滋しげるに説明することでもないだろうとも思っていた。

　滋はそんな茉衣子の心のうちを察しないように、

「俺おれも自分専用に憑ついてくれる可愛かわいい幽霊が欲しいね。光こう明みよう寺じ、もし俺がキミを殺したら、化けて出てくれるかな？」

「出やしません。面めん倒どうくさい。なぜ死んでまでこの世に残存せねば……」

　茉衣子は途中で言葉を切った。若わか菜なの兄、高たか崎さき佳よし由ゆ季きにとって、あの霊体となってこの世にしがみついていた双ふた子ごの片割れ、春はる奈なとはどういう存在だったのだろうか。彼の心の内に春奈はどのような役割を占めていたのだろうか。それは例えば、自分が宮みや野の秀しゆう策さくと心ならずも同一行動を取らなくてはならないような、そのせいでもってイライラするようなことと同じなのだろうか。もし宮野がどこかに消えてしまったならば、自分はどのように感じるだろう。

「せいせいします」

　それは確かだ。だが、綺き麗れいに固まっていたカサブタがつるりと剝むけてしまったときのような気分もまたするのではないだろうか。

　そんなことを考える。そして考えてしまった自分に茉衣子は頭を振った。

「バカですか、わたくしは」

　茉衣子は古本の薄うす汚よごれた紙を意味もなくめくった。

　それもこれも悪いのは宮野なのだ。精神的な害悪を放射しながら歩いているような人間の側そばにいると、どうしてもその邪じや気きに当てられてしまい、それを防ごうと意い識しきしてしまう。良くも悪くも意識するということは記き憶おくに刻まれるということでもあって、結果として奴やつの存在を無視できなくなるのである。例えば今みたいに。

　幸いなことに、茉衣子が顔をしかめたことに滋は気づかないようだった。

「光明寺。ちょっと訊ききたいことがあるんだけど。キミは吸血鬼の存在を信じるかい？」

　茉衣子はページを繰くる手を止めずに、

「いてもおかしくないとは思いますが」

「なぜそう思うのさ？」

「明めい瞭りようで簡かん潔けつな解答を用意できます。我々、ＥＭＰ能力者のような存在がここにいるのですから、吸血鬼や人じん狼ろうくらいの非常識な存在だっていても何の不都合もないでしょう」

「しかし我々のような異能力を持つ人間がいるのと、非人間のような怪物がいるのとでは、論理的基き盤ばんが異なるのではないかな」

「想念体の存在を意図的に無視していますわね。想念体が吸血鬼や人狼の形をとって出現したならば、それはやはり存在すると言うことでいいのではないかしら」

「俺おれの言っているのは、最初から生まれながらにして吸血鬼としての条件を兼ね備えた生命体のことだよ」

「ならば、いないと言って差し支えないでしょう。もしいるのならば、それは我々の頭から飛び出てきた想念体の一形態です。まったく、そんな概念があるから、ＵＦＯが墜つい落らくしたり大トカゲがビルに張りついたり巨大なガードドッグが登場したりするのですわ」

「何の話だい？」

「何の話でもございません。ただの独り言ですわ」

「キミは誰だれかと話している最中に独り言を言うクセがあるのかい？」

「大きなお世話さまでございましょう。わたくしの好きなときに何を言おうが、あなたには関係のないことでございます」

　滋しげるは黙だまって微笑を浮かべ、無言で茉ま衣い子こから視線を逸そらした。再び一週遅れの雑誌に目を走らせ始める。茉衣子もまた、静かにラテン語との格かく闘とうに戻った。

　静寂が部室の中を支配する。窓の外を流れる風の音以外、茉衣子の思念をさまたげるものは何一つない時間がしばらく過ぎた。







　そこからさらに半時が経過しただろうか。

　どこか遠くで床をステッキで打つような音がして、茉衣子は書物から顔を上げた。それが控えめなノックの音だと判別できたのはテンポが不規則だったからである。

「なんでしょう？」

　滋はと見ると、椅い子すの背にもたれ掛かり雑誌を眺めて知らん顔をしている。代わりに茉衣子はドアへ声をかけた。

「どうぞ」

　コツコツという音が瞬しゆん時じに止まる。そのまま十秒が経過したが、ノックの主はなかなか扉を開けようとはしない。業ごうを煮にやして茉衣子は内側から扉を押し開いた。途と端たん、

「ひゃふへっ！」

　小さな悲鳴を上げて跳びすさったのは、ノックや声と同じく小さい少女だった。高等部の制服、襟えり章しようの色は一年生、茉衣子より頭一つ低い背丈、気弱そうな顔。茉衣子はその少女の外見的情報を瞬時に見て取って見覚えのある同級生と記き憶おくを一致させ、それから考え込んだ。見かけたことはあるが名前を聞いたことはない娘だ。自分が覚えていないからにはそうに違いない。ということはここで名前を問いただしても礼を失することにはならないだろう。

　そう判断して問いを発しようと口を開きかけたとき、

「あああ、あの。あたし……その……」

　少女が茉ま衣い子こを見上げつつも目を泳がせ、唇くちびるをわななかせた。

「何の用でございましょうか。もしかすると入部希望ですか。それなら大歓迎です。すぐさま入部申しん請せい書しよを用意しますので、そちらに掛けてお待ち下さい。滋しげるさん、用紙はどこに仕し舞まっておいたかしら」

　滋がファイルケースから出してきたＡ４コピー紙を受け取って、茉衣子は少女の腕をつかみ半ば強引に椅い子すに座らせると、円卓に書類を置きボールペンを突きつけた。

「ここに氏名と年ねん齢れい、学年、所持する能力をお書き下さい。あと難しい漢字にはルビを振るように」

「は……あの……は、はい」

　震ふるえる手つきで項目を埋めていく。氏名・蒼あおノ木き類るい、年齢・十六、学年・高等部一年、能力・──。そこまで書いて、蒼ノ木類はいかにも恐る恐るという感じに上目を使いつつ茉衣子を見上げると、

「あの……ちが、違いました。違うんです。入部じゃないです」

　茉衣子は冷れい徹てつに目を細めた。癖くせ毛げ気味の髪をぶんぶん振る類の焦あせった顔を視界に捕らえながら、

「あらそうですか。では改めまして問いましょう。何の用でございましょうか」

「友達を捜して欲しいんです！」

「それは友達が欲しいという意味ですか、それとも行方ゆくえ不明者の捜索ですか」

「あああ、あ、捜索のほうです……」

「人捜しなら、わたくしどもの所ではなく、保安部へ訴えるのが筋ではないですかしら。あそこの追跡班には有能な捕まえ屋がたくさんおりますわよ」

「……保安部にはもう行きました。でも、相手にしてくれなくて」

「それは妙な話ですわね。応対したのは誰だれです？」

「あの、えと、し、しま、真ま琴ことさん……です」

「会長代理ですか。それはそれは……」

　茉衣子は縞しま瀬せ真琴のニヤニヤ笑いを思い浮かべた。一ヶ月ほど前から姿を消してしまった日ひ比び木き会長に代わって学園のトップに君くん臨りんしている高性能でヒネクレもののテレパスだ。他人の考えていることはすっかり読み通すくせに、自分の考えを包み隠し続けるという不公平な能力者。茉衣子は真琴の前に出るときはできる限りの精神障しよう壁へきを張っているつもりだったが、それでも彼女に隠し事ができているという自信はない。高たか崎さき兄はよく真琴の相手をできているものだと思う。彼には何の力もないのだから、なおさら上級テレパスの前に進み出るのは忌き避ひしたいことであると思えるのに。

　茉衣子は目の前にいる同級生に焦点を合わせた。思念集中を図らなくとも、類の持つＥＭＰ能力が微弱なものでしかないことが解わかる。この少女からはまるで威圧感を感じない。

「それであなたは、何ゆえに我が部に来たのです？　わたくしどもはマンサーチャーの看板を掲げているわけではありませんのに」

　類るいは額ひたいに汗を滲にじませながら、

「そ、それは……。真ま琴ことさんが、その、ここの人たちなら話だけでも聞いてくれるんじゃないのっ、と言ってて。ヒマな連中だから何かやってくれるっしょっ、とかも。そ、それから茉ま衣い子こちゃんによっしくっ、て」

　茉衣子は顔をしかめる。滋しげるがおかしそうに言った。

「会長代理には見み透すかされてるようだね」

「何をでしょう」

「光こう明みよう寺じが時間を持てあましているということをさ。事実だろう？　忙しいキミは、こんなところには来ていないだろうから」

　憮ぶ然ぜんとした表情で茉衣子は滋を睨にらみ、次いで類を睨んだ。

「あなた！　真琴さんに適当にあしらわれているのに、唯い々い諾だく々だくとそれを了承したのですか。少しは食い下がってみたのでしょうね」

　無実の罪で叱しかられている子供の顔で類は下を向いて、弱々しく、

「……でもぅ。真琴さんは恐こわいし、寝たふりするし、聞いてくれないし、どうでもいいわよとか言うし……」

「あなたの言うことが真実だとして、生徒が消えたらどうでもいいことではないでしょうに」

　滋がうなずきながら、

「別に驚おどろきはないけどね。あの真琴さんがどうでもいいと言うのならば、それは本質的にどうでもいいことなんだろうね」

「でで、でも！　いないんです！　本当です！」

　類は必死に言いつのる。さすがに茉衣子も憐れん憫びんの情を感じ始め、ひときわ真ま面じ目めな表情になって、

「消えたお友達の名は？」

「ゆ…侑ゆう里りです。志し賀が侑里」

　知らない名前だった。

「それで、報ほう酬しゆうのご用意はいかほど？」

「ほ、ほうしゅう」類はドングリのような瞳ひとみを見開いた。

「ギャランティーとも言います。労働に支払われる代価、対価、勘かん定じよう、御代などのことですわ」

「それは、そ、それは……」

　言いよどむ類に、滋が助け船、

「まあいいじゃないか、どうせヒマなんだしさ。か弱き少女の頼みくらいロハで聞いてあげたらどうだい？　俺おれも協力するよ」

「頼みを聞くくらい、わたくしもやぶさかではございません。わたくしが危き惧ぐしているのは、その後の展開なのです」

「何のことだい？」

　茉ま衣い子こは滋しげるのシャツを二本指で引っ張って部屋の隅へと移動させ、類るいの視線をはばかりながら囁ささやいた。

「おかしな話でございましょう。彼女の言う通り、生徒が一人学園から姿を消したならばそれは大事です。れっきとした事件ですわ。それならば会長代理や保安部がそのまま放置するなどということはありません。わたくしもその一員ですからよく解わかります」

「すると光こう明みよう寺じはこの娘こが虚偽の申し立てをしていると思うのかい？」

「意図的なものかどうかはさておいて、彼女が結果として虚言を働いている可能性は大きいかと存じます。いえ、同室の生徒さんがいなくなったのは本当かもしれません。しかしその生徒さんが正当な手続きの末に退園なされたのだとしたらどうでしょう」

「どうなのさ」

「そこの類さんは、正規の手段で学園を去ったご友人とそれはそれは仲が良かったのでしょう。親友がいなくなったことに大いなる精神的衝しよう撃げきを受けたと思われます」

「てーと、その友達さんはちゃんとサヨナラを言って下界に戻ったのに、それを信じがたいがために、あの娘は突然いなくなったと思い込んでしまったと、そういうことかい？」

「素早い物わかりで助かります。あるいは思い込みたいだけなのかもしれませんが。いずれにせよ、真ま琴ことさんが知らんぷりしている理由にはなりますでしょう？」

「そうかな？　俺おれにはこの娘が無む意い識しきのうちに妙な思い込みをしているとは、到底思えないけどね。感覚的にだけど」

「感覚などというものは、価値観の多様化した現代ではまったくあてにならないのです」

　力説する茉ま衣い子こに、滋はうんうんと首しゆ肯こうし、

「でも、だとしたら記録を調べてみればすぐに解るだろう。志し賀が侑ゆう里りという少女が正式に転校したのかしてないのか、自治会のコンピュータで検索してみれば一発だ。とりあえず、それで確認してからでいいんじゃないかい。その上で協力してあげるかどうかを判断すればいい」

「その確認は誰だれがするのです。それもまた仕事のうちに入りませんか？」

　滋は微苦笑を浮かべて首を横に振った。

「それまた光明寺らしい物言いだが、たまには杓しやく子し定じよう規ぎから逸脱してもいいと俺は思うね。感情の赴くままに言ったりやったりすることも重要だ。光明寺にはそれが欠けている」

「わたくしには無用の忠告です」

「ひょっとしたら会長代理が彼女の申し出を断ったのにも、特別な理由があるかもしれない。あの人の思おも惑わくはいつも全人類の斜め上くらいにあるからね」

「ただヒネクレているだけなのではないかとたまに思いますわ」

「それもあるだろうね。だけどテレパスでしかも超Ａ級だと、余計な気苦労を背負い込むパターンが多いのさ」

「よくご存じでおられますわね」

「ただの一般論だよ。もっともＥＭＰ能力自体が全然一般的でないんだけど……」

　滋しげるは顎あごに指を当て、考え込む様よう子すである。茉ま衣い子こは自分の髪を一房すくいあげて、その先端をじっと見つめた。真向かいでそわそわしている類るいの姿は極力見ないようにする。無音の時間がしばらく続き、

「光こう明みよう寺じの価値観はよく解わかったよ。それはいいんだけど、断れるかい？」

　立てた親指で類を示した。ますます小さくなっている類は、居い心ごこ地ち悪そうにパイプ椅い子すに座って今にも泣きそうな顔で二人をチラチラと見ており、茉衣子と目が合うと力無く俯うつむいた。まるで三日くらいエサをもらえていないハムスターが飼い主の顔色を窺うかがっているような気け配はいである。茉衣子の胸中に正体不明の罪悪感がよぎった。

「わたくしはのどかなスクールライフを望んでいるのです。のどかでないのは対たい魔ま班はん的活動のみにしておいていただきたいのですわ。けれども……まあ……少しは耳を傾けることも息抜きとして必要かもしれませんわね」

「素直に可哀かわい想そうになったと言えばいいのに」

「わたくしが最も嫌う感情が、すなわち同情です。仮にわたくしがどのような状況に立たされたとしても誰だれにも同情などされたくありません。自分のされたくないことは他人にもすべきではないのです」

「素す晴ばらしい価値観だね。同意はしかねるけどさ。実に光明寺らしい。それはいいとして──蒼あおノ木き類さん」

「はは、はい！」

「お待たせしてすまなかったね。相談は終了したよ。とりあえずキミの話を聞いてから、どうするか決めることにするけど、それでいい？」

「はいっ！　けけけけっこうです！」

　茉衣子は根負けしたようにため息をついた。

「解りました。詳しい話をお聞きするといたしましょう」

　そして滋に目配せをした。尋問係はあなたがなさい。

　滋は当とう意い即そく妙みようにウインクを返した。しぶしぶと茉衣子は滋の横の席に着く。滋は雑多なものが散らばるテーブルの上をかき回し、ボールペンと大学ノートを発掘すると茉衣子の方へと滑らせ、

「記き録ろく係をよろしく頼むよ」

　口元をへの字にしつつ、茉衣子は不ふ承しよう不ぶ承しようにボールペンを拾い上げる。

　滋は、それでは、と前置きして類へ質問を開始した。

「友達がいなくなったのはいつのこと？」

　椅い子すの上でピンと背筋を伸ばし、類るいは面接官に質疑を受けているような緊きん張ちようぶりで答える。

「ちょうど一週間前の朝です。目が覚めたら、いなくなっていたのです」

「それは部屋にいなかったってことかい？」

「そ、そうです。あたしが二段ベッドの下で、侑ゆう里りが上なんですけど……。ど、どこにもいなくて、いなくて……」

「ちょっと待って。そん時、キミはすぐに侑里さんが行方ゆくえ不明になっていると解わかったの？」

「は、はい」

「なんで？　キミより早起きして部屋から出て行っただけだとは思わなかったのかい」

「最初はそう思いました。で、でも……その……部屋にはちゃんと鍵かぎがかかってて」

「部屋から出るときはふつう鍵をかけるだろう？　気にしない奴やつもいるけど」

「部屋のキーは侑里の机の上に置いてありました。あたしのキーもちゃんとあたしが持ってたし、なのにっ！」

「ふうん？　もう一回待ってくれよ。すると、窓にも内側から鍵がかかってたんだね？」

「だからっ、部屋から出て行けるわけはないんです。ドアにも窓にも施せ錠じようがしてあって、ドアの鍵は部屋の中にあったのですからっ！」

　茉ま衣い子こと滋しげるは顔を見合わせ、同時に類へと向き直った。そしてハモり気味に言った。

「なるほど」

　ノートに何個もの一筆書き五ご芒ぼう星せいを描いていた茉衣子は、はじめてここで意味のある文字を書いた。

『密室（仮）からの人間消失』。

「で、それっきり再び姿を現すことがなかったということなんだね？」滋は問い、

「そうです！」類は力強くうなずいた。

　茉衣子はパイプ椅子にかしこまって座る蒼あおノ木き類を注意深く観察した。

　確かに真剣な顔で冗じよう談だんを言うようなタイプには見えない。彼女が本気で友人のことを心配している気け配はいが伝わってくる。茉衣子の低レベルな感応能力でも、それくらいのことは思考を読むまでもなく解った。この少女は少なくとも噓うそを言っているつもりはない。

　そこで茉衣子は肝心なことをまだ聞いていないことに気付いた。さっき類に書かせた用紙をつまみ上げる。

「それでは、あなたの個人情報を教えてください。特にあなたがこの学園にいる理由を教えて欲しいものですわね。ここには『猫使い』とかありますが」

　茉衣子は入部申しん請せい書しよに類が記載した能力欄らんを一いち瞥べつした。

「えー……。あ、はい、その……。そのまんまです……あたし、猫使い師なのです。それがあたしの能力で……」

「猫使い師とは、それはまた奇き矯きような特技をお持ちなのですね。それはどのような？」

「えと、そ、それはですね。猫とお話しができるのです！　言うことを聞いてくれるのは本当に稀まれですが……。でも、十回に一回くらいはお手をしてくれることもないでもありません！」

「猫専門の感応能力ですか。それはまた何の役にも立ちそうにない、典型的とも言える無む駄だなＥＭＰの見本ですわね。第一、この学園には猫はいません」

「で、でも！　普通の生活をしてた頃ころはけっこう役に立ったりなかったりしたんです！　寝心地のいい空き地の草むらを紹介してくれたりとか、実家の天井裏にゴキブリの巣があるとか、そんなのですけど……」

「それはそれは、素す晴ばらしい情報ですわね。わたくし自身が猫であるならばさぞ重宝することでしょう」

　これでも茉ま衣い子こには皮肉を言っているつもりはない。薄うすい微笑をたたえる白はく貌ぼうと冴さえ冴ざえとした口調のせいでそう聞こえるだけである。ただし当人以外には彼女の内面など計り知れようもなく、類るいは黙だまり込んで肩を落とした。

　滋はさも愉快そうな笑顔で、

「そんなに気を落とすことはないよ。蒼あおノ木きさん。この学園にはもっとどうしようもないＥＭＰ能力者がたくさんいるし、数え始めると枚挙に暇いとまがない。かくいう俺おれも役立たずの一員さ。こっちの光こう明みよう寺じは自分が高位の能力者だから解わからないんだよ。世界には揺らぎが必要だということがね」

「それはわたくしを褒ほめているのですか、それとも非難しているのですか？」

「半々と言ったところだね。なに、持たざる者の僻ひがみだと思って聞き流してくれよ」

「聞き捨てなりませんわ。ところで揺らぎとは何のことです？」

「バランスってやつさ。天てん秤びんは両方に同じ重さがあって初めて釣り合うんだよ」

「意味が解りません」

「だから聞き流してくれって言ったのに。まあ光明寺が解らないと言うのは、キミが幸福である証拠さ。たいていの人間は知れば知るほど不幸になる。なのに知ろうとする欲求から逃れられないんだ。人間はそういう生き物なんだよ」

「同意しかねます」

　茉衣子は冷れい徹てつにコメントして、滋は茉衣子に向けていた視線を類に戻した。

「ちなみに、志し賀が侑ゆう里りさんはどんな能力の持ち主だったのかな？」

「か、感応能力っ、でしたっ。でっでっでも！　あたしと一いつ緒しよで人間相手じゃなくて、えーと」

「動物か植物専門のテレパスかい」

「ちがっ……いました。コ、コンピュータ専門の」

「ああ、サイバー」

「そそうです！　それでしたっ」

　類るいの裏返った声を耳にして茉ま衣い子こは書き加える。『志し賀が侑ゆう里り　サイバーテレパス』、そして『サイバー』の部分に下線を引いて独自の註釈をつけた。『コンピュータネットワークにインターフェースなしでダイレクトアクセスできる感応力』。

　ボールペンの尻しりでこめかみをつつきながら茉衣子は心中で独り言をつぶやく。猫使いよりも数倍は役に立つ能力ですわね。

　滋しげるが確かめたいのは、志賀侑里という女子生徒が物質透過や時空跳ちよう躍やくなどの異能力を持たないことだろう、と茉衣子は思った。もし閉ざされた部屋からの消失が不自然でないＥＭＰ能力を侑里が持っていたなら、行方ゆくえ不明化したのは侑里自身の意思かもしれず、だとしたらこれは事件とは言えなくなる。侑里なる少女が同室のこのうろたえ気味の類なる少女に嫌いや気きをさして自発的に出て行ったという納得できそうな仮説がたちどころに立つからだ。

「一週間前と言ったね。同室の彼女がいなくなった正確な日付は？」

「ええーとっ。ろ、六月の……に、二十日の朝です」

　茉衣子はノートにペンを走らせる。『事件発生確認　六／二〇』。

「最後に侑里さんの姿を見たのは？」

「う……。前日の、十九日の夜で、えー、十一時くらいだったと思います。ベッドに入ったのがそれくらいで」

『最終存在確認　六／十九　二十三時』。

「十九日までに、侑里さんに何か変わったことはなかった？　様よう子すが変だったとか、いつもの彼女じゃなかったみたいなことは？」

「ない──なかった、です」

「書き置きとかは？」

「な、なんにも」

「荷物は？　財布だけは持っていったとか」

「ぜんぶ、そのままでした……たぶん。侑里の持ち物を漁あさるようなことはしてないので、その」

「解わかった。ということは、誰だれかに荷物を荒らされているようなこともなかったんだね。少なくともキミが気付く程度には」

「ええ、はい……」

　茉衣子はサラサラとメモを取る。『物取りはないでしょう』。

「翌日目を覚ましたのは何時頃ごろ？」

「七時ちょうどです。目覚まし時計が鳴って起きたから……」

「それでその時には侑里さんはどこにもいなかったと」

「そ、そうです！」

「つまり、彼女がどこに消えたにせよ、いなくなったのは十九日の午後十一時から、二十日の午前七時までの間ということになるね」

「え、あ、は……」

『存在未確認　八時間』というメモをノートに残してから、茉ま衣い子こは口を開いた。

「ベッドに眠った痕こん跡せきはありましたか？」

「えー……。ありました。掛け布団が乱れてたし……」

「寝てる最中に消えたのか。煙の如ごとく」と滋しげる。

「やはり瞬しゆん間かん的空間移動でもされたのではないでしょうか。めったにないことですが、能力が途中で変異することもあり得ます。そしてそのまま学外へ遁とん走そうしたのです。おそらくそれが真相ですわ」

　茉衣子は無む意い識しきのうちに自分の黒髪を触さわっていた。

「そ、そんなあ──ことないです……きっと！　あたしに何も言わずにどっか行くなんてないのですっ」

　類るいは額ひたいに汗を滲にじませて訴える。彼女にとってここにやってくるということがいかに緊きん張ちようを強しいる一大事だったかが茉衣子にはよく解わかった。解っただけであるが。

「その志し賀が侑ゆう里りさんが自発的にいなくなるとして、あなたに何か言い残さなければならない理由がどこにあるのです？　彼女はあなたをそれほど重要視していたわけではなかったのかもしれません」

　類はもはや半泣きになっていた。

「しし、親友だったのです……。ほ、本当です……」

　見かねたか、滋が苦笑して註釈した。

「ああ、類さん。光こう明みよう寺じの言うことはあんまり気にしないでやってくれないか。この娘こはどうも他人の感情など気にせず思ったことをそのまま言ってしまうクセがあってね。それも真ま面じ目めな顔して言うもんだからなおさら……いや、まったく。困ったものだ」

　滋は茉衣子が反論しようと大きく息を吸うのを目で制して、

「つまり結論として、侑里さんは部屋からどのようにしてか消え去って、また自分の意思でなく消えたか、あるいは自分の意思にしても類さんに一言断るヒマもない状態に置かれていたってことなんだね」

「それのどこが結論なのです。問題を整理しただけではないですか」

「そうとも言うね。だがずいぶんと解りやすくなっただろう？」







　茉衣子と滋は、まずは現場へ行くことにした。たまたま茉衣子は現場百遍という言葉を知っていたのである。類の住む女子寮りようＤ棟へと先頭を切って歩く茉衣子の半歩後ろに滋が続き、その後を類がたどたどしく追ってくる。そろそろ夕食の時間が始まろうとしていたが、この時期の陽ひはまだ高く、気温もまた高かった。全館冷房完備の校舎を抜けると、途と端たんにむせるほどの湿気と山の香りが茉ま衣い子この気管に押し寄せた。

　閑かん散さんとした放ほう課か後ごの校舎の間を通り抜け、山の緑を間ま際ぎわに見ながら数分間、吹き下ろす山風に髪をなびかせながらの散策が終わった。滋しげるが到着した建物を見上げる。

「女子寮りようだからと言って、それが秘密の園そのであるなどという幻想を俺おれは持ってないよ。その点は心配してくれなくていい」

「誰だれも心配などしていません」

　茉衣子は冷淡に言い放ちながら玄関口に踏み込んだ。

「あなたが何を幻想としているのかは知るよしもありませんが、男も女も同じ人類のたまたま違う性であるということだけですわ。取るに足らぬ差異しか持ち得ないものなのです」

「光こう明みよう寺じはドライだね。まるで砂漠の風のようだ」

「わたくしは潤じゆん色しよくを嫌いますので」

　類るいは二人の会話が聞こえていないように、ただ前だけを見ていた。彼女にしてみれば心配すべきなのは友人の身の上だけなのだろう。類の様よう子すを窺うかがって、茉衣子は思った。

「蒸し返すようだけど入ってもいいのかな？　いちおう俺は男だし、女子寮は男子禁制じゃなかったっけ？」

「どこの世にも例外はあるものです」

　茉衣子はロビーに据すえ付けられているインターホンへと向かった。受話器を取り上げ、タッチパネルを操そう作さ、全館放送モードにする。躊ちゆう躇ちよなく茉衣子は話し始めた。

「Ｄ棟に住まう全員に通告します。これより殿方が一名、この寮に入館します。夏だからと言ってそこらをあられもない姿でほっつき歩いている方々は着る物をまとうか、部屋に引っ込むかしてください。よろしいですわね？」

　それだけ言って茉衣子は無造作に受話器を置いた。

「これで大丈夫でしょう。もはやあなたのリビドーを刺激するような事態にはならないとわたくしは存じます」

「ありがたいのか残念なのか、言い難いね。俺の感情を司つかさどる部分は落胆しているような気がするけど」

「あなたのどこの部分が落胆しようと、わたくしの知ったことではありません。知りようもないことですし。では、参りましょう」

　茉衣子が暮らすのはＡ棟だったが、寮の内部構造はどの棟でも共通しているので迷うことはない。放課後の寮内人口は約半々といったところで、やや閑散としている。放送が功を奏したのか、茉衣子がまなじりを吊つり上げるような事態は避さけられたのは三人にとって幸いだった。

　茉衣子は滋と類を侍従のように従えて４１３号室へと辿たどり着いた。茉衣子の無言の促しに、類はキーを差し込んでドアの施せ錠じようを解除する。

「ど、どうぞ……」

　滋しげるは物珍しそうに、茉ま衣い子こは黙もく然ぜんと類るいの部屋へ上がり込む。当然、間取りもどの部屋も同じで、二段ベッド、壁かべ際ぎわに並んだ机二つ、部屋の隅にある衣装ケースも茉衣子の部屋の物と変わりない。違っているものは室内に漂うほのかな香りだけだ。自分の斜め横でくんくんと犬のように鼻を鳴らしている滋を、茉衣子は肘ひじでつついた。

「おやめください。はしたない」

　滋は片目を閉じて微笑ほほえみ返し、「これも伏線さ」と言った。

　何を言っているんだろう、と茉衣子は感じた。この時には。







「あんまり物持ちの良い人ではなかったのですね。侑ゆう里りさんの所持品はこれだけですか？」

　心なしか殺風景な室内を眺め渡し、茉衣子はコメントした。唐突に、類はハッとしたようにドングリ眼まなこを見開いた。

「そ、そういえば……。今思い出したんですけどー……。一ヶ月くらい前に、色んな物を処分したみたいで」

「それはなぜですか？」

「……本人も、いつの間に捨てちゃったんだろう、とか言ってました。不ふ思し議ぎ……」

「不思議とか言ってる場合ですか。それは重要な手がかりです」

「ええっ……そ、そうなんですか？」

「きっとそうです。と言うか、そうかもしれません。そうでないという断言は今のところできませんわね、滋さん」

　問題をスルーパスした茉衣子に、滋もまた目を見開いて、

「えっ？　俺おれに訊きいてんの？　うーん、まあ、そうであるかもしれないしそうでないかもしれないなあ。とりあえずメモっといて、光こう明みよう寺じ」

「メモ用紙がありません。そんなものが必要なら、ちゃんと先に言っておいてくれないと困りますわ」

「じゃあ記き憶おくしといてくれよ」

「何を記憶せよと言うのです？」

「さあ、何だっけ」

　気にしていないように滋は話題を変えた。

「それで類さん。キミが二十日の朝におこなった行動を再現してくれないかな。キミはどの段階で志し賀が侑里さんがいなくなったことに気づいたんだい？」

「えーと、えーと……」

　茉衣子と滋が見守る中、類は二段ベッドの下部分に潜もぐり込んだ。

「こうして寝てたときに目覚ましが鳴って起きました。それから……」

　のそのそとベッドから身体からだを起こして床に降りる。

「ちょっとだけぼんやりして、えーと」

　考え考え、類るいは部屋をふらふらと横切った。行き着く先は洗面台だ。

「顔を洗って歯を磨みがいて……」

　またふらふらと戻ってくる。

「き、着替えようとして、あー侑ゆう里り起きてこないなあ起こさないとなあと思って」

　二段ベッドの梯はし子ごに脚をかけて上部を覗のぞき、

「お布団が膨ふくれてて最初は寝てるんだと思、思ったんですけど、よく見たら……その、いなかったんです……」

　類の行動説明をイライラしながら観かん劇げきしていた茉ま衣い子こは、

「他ほかには？」

「…………そ、それだけです。あっ、いちおう、バスルームとか衣装ケースの中も見ました！　いませんでしたっ！」

「そうですか」

　あたふたと付け加える類を凝ぎよう視しから解放して、茉衣子は傍らの滋しげるに問いかけた。

「どう思います？」

　滋は顎あごをぽりぽりとかきながら、

「この場合で言えば、２引く１イコール１だ。二人いたところから一人が消え、一人が残ったのだからね。しかし単純な式にしてみると、答えが１になるのは何も引き算だけじゃない」

「だとしたらどうですの？」

「２掛ける二分の一でも右辺の数字は１になるだろう？　あるいは２÷２でもそうさ。または、ルート２÷ルート２とかね。マイナス２＋３だってね」

「それがどうしたのです」

　茉衣子は片方の眉まゆをキリキリと上げた。

「わたくしは意味の無い、または解わからない言葉しか吐かない人間が大嫌いなのです。そのような人間は周りに一人だけでも多すぎるほどです。わたくしにはすでに心当たりがあるので、もはや必要としません」

「そりゃすまなかった。気をつけるよ。ところでそれ誰だれ？」

「言葉に出すのも汚らわしい名前ですので発音する気にもならないのです」

　ぷいと横を向いて茉衣子は白い壁かべ紙がみを見つめた。













○二章







　茉ま衣い子こはしなくてもいいと考えたのだが、滋しげるは４１３号室の部屋を隅々まで調べようと主張して、実にベッドの下まで覗のぞき込んでいた。茉衣子は顔をしかめ、腹はら這ばいになる滋をトカゲの切れた尾を見る目で観察した。

「どこにもいないみたいだね」

　当たり前のことを言いつつ滋が起きあがってきても、茉衣子の目の色は変化しなかった。女子の部屋で何をなさっておられるんですの？　と茉衣子は視線で尋ねたが、滋はどう誤解したのか無意味なウィンクを放って、

「いくら可能性のなさそうに見える解答でも、最後に残った解答がそれしかないのなら、確率や感覚がどう主張しようともそれが真実なのさ」

「誰だれの言った格言ですか、それは？」

「うろ覚えだけど、大昔の名めい探たん偵ていが確かそんなようなことを言ってたと思う。しかし彼らの時代とは違って、我々はまさしくあり得ないことが日常的に起こりうる空間に住んでいるのだから、可能性のなさそうな物事などは実際問題としてあり得ない。ここに逆説がある。何たって我々自体が非現実的な存在そのものなんだからね。あり得なさそうな可能性を排除するという前提が最初から崩くずれている。結局、消去法では語れないのさ」

「では、どのような方法論で語ればよいのですか？」

「言うまでもなく帰納法だよ。不可解な謎なぞは帰納的に解くのが最も効率のよいプロセスさ」

　茉ま衣い子こが帰納法と演えん繹えき法の違いを思い出そうとしていると、滋しげるが、

「まずは状況をよく知ることから始めないとね。情報は多い方がいいし、こんな場合には些さ末まつな情報にこそ手がかりが潜ひそんでいるものだ。それが世の理ことわりなのだから」

　茉衣子は口を閉ざして、ため息を防いだ。どうして宮みや野のといい滋といい、それから高たか崎さき兄といい、自分の近所には堅苦しく喋しやべる男が多いのだろう。

　茉衣子は渋じゆう面めんを作ったまま、

「あなたが得意の『引き寄せ』で、彼女をお出しになったらいかがです？」

「狙ねらったものを出せたことなんかないよ。何かが出ることだってまれなんだ。でもやってみようか」

　肩をすくめ、滋は右手を身体からだの前で握りしめた。握り拳こぶしを自分の鼻先に持ってきて、念じるように目を閉じる。滋のＥＭＰ能力が発動しようとしている。ぼんやりとした圧迫感を茉衣子は感じたように思った。──と、不意にそれが途と切ぎれて、

　ポン。

　炭たん酸さん飲料の瓶びんのフタを開けたような音がして、滋は拳を開いた。ごちゃごちゃした手相の上に載っていたのは……。

「これは……コルクだね。風化してるし、やけに古びてるな。もしや、これは無人島に漂着してしまった誰だれかが最後の望みを託して助けを求めるメッセージを書いた手紙を入れて海に投じたものなんじゃないかな。そのラストチャンスである瓶のフタを、こうして取ってしまったのかもしれない。だとしたら俺おれは人が一人助かる可能性をついばんでしまったことになるね」

「よくもまあ、そんな想像力が発揮できるものです。わたくしには、そこらのゴミにしか見えません」

　滋のＥＭＰ能力は物体引き寄せ、アポーツだった。入部当時の自己紹介で茉衣子はそれを知っていた。どちらかと言えば魔ま術じゆつ系の能力者が多い中、スタンダードな、いわゆる「超能力」の持ち主は少ないのでよく覚えている。

　滋は汚れたコルクを指で弄もてあそんでから、スラックスのポケットにしまった。

「もっとポエムな心が必要だな、光こう明みよう寺じには」

「余計なことです。わたくしは徹てつ頭とう徹てつ尾び合理主義者なので、詩的表現には何ら感銘を受けたりしないのですわ。思うに、ポエティックな言い回しは単なるテクニック上の問題であって、イデオロギーではないのです」

「俺おれにはキミのその言い回しこそが単なるレトリックに聞こえるけどね……。まあ、いいとしよう。感情が豊かすぎるのも困りもんだからな」

　茉ま衣い子こは言葉では言い表せないが不当な評価をされたような気分になって眉まゆを上げた。しかしその気分もやはり言葉では言い表せないので、別のことを言った。

「それでは、さっさと情報を収集し、帰納的に推理するといたしましょう」

「そうなんだけどね。一つ問題がある。実は、こうしている俺たちに与えられている手がかりが、いくら集めようともすべて出そろってた、という保証だってどこにもないんだ。だとしたら、それらをもって生み出した解答が唯一であるなんて、俺にはできないな」

「何ですかそれは？」

「よく知らないけど、これまた大昔の名めい探たん偵ていがこういう具合に悩んでいたらしいのさ」

　茉衣子は唇を尖とがらせる。

「そのような問題は単なる言い逃れです。探偵役が真実とは異なる推理を展開してしまった後にこそ垂たれるべき講こう釈しやくでしょう。最初にズバリ、唯一にして不断の正解を言い当てさえすればよいのですわ。さすれば、蛇だ足そくのようなどんでん返しが発生する余地などございません」

「光こう明みよう寺じの考える正解は、この場合で言えばどうなるんだい？」

「それはまだ推理中です。データ不足につき解答保留と言ったところでしょうか」

「ようするに解わからないんだね」

　まさしくその通りだったが、素直に認めてしまうには茉衣子のプライドは高すぎた。なので彼女は次のように主張した。

「今はまだ言うべき時期に来ていません。ですから、わたくしは何も言う気にならないのです」

「そうなの？」

　滋しげるは普通に首しゆ肯こうして、軽やかに会話を打ち切った。

　その間、両手を揉もみしぼるようにして所在なく佇たたずんでいた類るいは、こめかみに汗を光らせて、よほどの勇気がいったのか、おずおずと、

「あ、あの……。それで、その。侑ゆう里りはいったい……」

　まだ解りません──と、そう言おうとした茉衣子が言うより早く、４１３号室のドアが爆ばく発はつしたかのような勢いで開かれた。

「やあ！　皆の衆！　お揃そろいだな！」

　大口と大声と大おお雑ざつ把ぱな態度と共に入ってきたその人物は、磨みがき立てのように白い長衣を翻ひるがえし、はためかせながら、

「茉衣子くん！　奇妙なところで出会うものだな！　なぜこんなところにいるのかね？」

「……班長こそ」

　茉衣子は右手の人差し指で耳の上を押さえながら乾いた呟つぶやきを漏もらした。

「なぜこんなところに……」

　保安部対たい魔ま班はん班長、宮みや野の秀しゆう策さくは委細構わず部屋の内部をぐるりと見、

「で、犯人は誰だれかね？」

　茉ま衣い子こは呆あきれて、滋しげるは黙だまって、類るいはびくびくと、宮野をなすすべもなく見返した。宮野は勝手にずかずかカーペットを踏みしめると、背の低い類の頭に屈かがみ込んで、

「ふむ、では犯人はキミかね。この部屋にキミしかいなかったのなら、他ほかに犯人らしき登場人物はおらぬからな」

「ちがいっ……あたし、その、ただの猫使いだし……い、他には何の能もなくて……」

「なに、気にすることはない！　この学園にはもっと役立たずのトンチキな力しかない連中など百円ショップに並べるほどいるのだ！　それだけならまだしも、何の力もないのにノウノウと寮りよう長ちようをやっている人間までいるていたらくだっ！」

　話の流れがずれていく。茉衣子は辛しん抱ぼう強づよく問うた。

「班長。なぜあなたはここにいるのです？」

「それは私が実に有能な知能回路を有しているからだ！」

「そんなことを訊きいているのではありません。魔術協会だか連盟だかの会合に行っているのではなかったのですか？」

「なんであろうか、それは。私のところに招待状は届いていないが」

　茉衣子は長身の白衣男を蔑さげすみの表情で眺めた。どうも〈黒こく夢む団だん〉は仲間はずれにされているらしい。それは正しい選択と言える。自分が招待状の送り主でもそうするだろう。例の会合の主催者が誰だれかは知らないが、この男を招くべきでない客であることを正しく認にん識しきしていたようだ。その考えには諸もろ手てをあげて賛同するが、しかし、おかげで茉ま衣い子この心には皆かい既き日食のような影が発生するのだった。
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「ですから、なぜ班長がこんな所にいるのです？」

　うんざりとした声であることを茉衣子は自覚する。無論、宮みや野のはいつもとまるで変わりなく破われ鐘がねのような大だい音おん声じようで、

「決まっておる！　人間消失の謎なぞを解明するためにだ。それ以外に私がこのような女子寮りようにまで遠征する理由があるであろうか」

　茉衣子はチラリと目の端で類るいを捉とらえた。どうやら依頼人はバーター契約を結んだらしい。〈妖よう撃げき部〉だけでなく〈黒こく夢む団だん〉にも駆け込んだようだ。よほど同室の同級生と別れがたいのか。

　冷然とした視線に刺されて、類は身み震ぶるいをして必死の口調、

「ちち、違うのです！　校舎を歩いてて、たまたまこの騒さわがしい白衣の人に〈妖撃部〉の部屋がどこにあるか訊きいたら、こっちだとも！　とか言って変な所に連れて行かれたんです！　あやうくそこで変な紙に署名をさせられそうに……。さ、サインはしなかったんですけど。そんで、いつの間にか事情を話すはめになっちゃって、それだけなんです本当なんです！」

「信じるといたしましょう。班長なら確かにいたしそうなことです。それにしてもサインしなくて何よりでしたわ。それは悪あく魔まの契約書に血判を捺なつ印いんするのと同じ事ですから」

　びくりっと身体からだを震ふるわせる類を傍らに、茉衣子は宮野へと顎あごを反らした。

「そういうわけですので、とっととお引き取りを」

「なぜかね？」

「ここは女子寮りようでございますし、班長のような邪じや念ねんの主にはふさわしくない場所かと存じます」

「茉衣子くん、言うまでもないことだが私は性別で言えば男に分類される」

「そうでしょうとも。おかげでわたくしは男性不信のなんたるかを身をもって知らされているのですから」

「私が男であるからには、男子寮に忍び込むよりは女子寮にそうすることのほうに興きよう味みを抱くのは生物学的にも正当だとは思わんかね！」

「帰ってください」

「しかし私はヒマなのだ！」

「堂々と意味の通らないことを言わないでください！」

　茉衣子と宮野の間に滋しげるがひょいと顔を突っ込んで、

「なあ、そこの班長さん。保安部には事情を訊かなかったのかい？　キミもその一員で、光こう明みよう寺じよりは上の地位にいるんだろ」

「うむ、いちおう訊きいてみた」

「そしたら何て？」

「我々は学内の治安を維持するための仕事で手一杯なので、そのようなトンチの解明に携わっているヒマはなく、放っておけばそのうち治まるということであった！」

　類るいが涙目になって茉ま衣い子この袖そでにすがりつく。

「でもー。侑ゆう里りは、侑里は……」

「はっはっは。安心したまえ！　この私、宮みや野の秀しゆう策さくが一事を万事、一刀両断に解決して見せようではないか。さっき購こう買ばいで買ってきたこの食べかけのカニクリームコロッケパンを賭かけてもよい！」

　そして宮野は茉衣子を居い丈たけ高だかに見下ろして、

「では茉衣子くん！　いつも通り私の手足となって調査に赴くのだ！　事件の解決はキミのがんばりにかかっているぞ！」

「お断りします」

　茉衣子は歯切れよく断言した。

「わたくしは現在、保安部対たい魔ま班はんとしてではなく、〈妖よう撃げき部ぶ〉として動いています。ですので、班長の指示・命令・懇こん願がんなどに耳を傾ける義理などまったくさっぱりひとっっ──っつも、存在しないのですわ」

「すると、キミは独自の視点から事件を解き明かさんとする決意を胸に秘めておる、と解釈していいのかね」

　茉衣子の沈ちん黙もくは一いつ瞬しゆんだった。

「それでよいでしょう」

　実は茉衣子の胸には何ら解答と思おぼしきものは舞い降りてなどいないのだが、この目の前にいる男に正直に打ち明けるほど、彼女の精神構造は単純ではないのである。

「茉衣子くん、人として最も許し難いことは何か知っておるかね」

「さあ、妥協することかしら」

「たいへんキミらしい解答だが、否である。正解は、行動をすべきときに適切な行動を怠ることだ。ただ考えただけでは意味がない。考えて、のち、実行に移すことが肝かん心じんなのだ！」

「班長は行動に移す前にもっと考えることが肝心なのでは」

「考えているとも！　考えた結果を今キミに伝えてしんぜよう、茉衣子くん、これは事件だ！」

「そんなことはとうに存じております。校内から人が消えたのですから」

「私の言う事件はそれだけではないのだがな。いや、ヒントはこれだけにしておこう。情報の出し惜しみは探たん偵てい役の特権、かつ必要条件だからな！」

「この前はわたくしに探偵役を押しつけたくせに」

「あれは探偵役ではない。解説役だ！　ナレーターと一いつ緒しよにしてもらっては困るのだ！」

　そろそろ怒ってもよろしいのではないかしら、と思いつつ、茉ま衣い子こは自らの感情を抑制した。彼女の学習能力は、ここで怒れば怒るほど宮みや野のはむしろ喜ぶだろうということを教えてくれていたからである。

「まあまあ、光こう明みよう寺じ」

　苦笑いじみた表情で、滋しげるが茉衣子の耳の斜め上で囁ささやくように言った。

「この際だから、協力して事に当たろうよ。キミの個人的感情は抜きにしてさ。三人で考えたら一人で考えるより三倍の情報処理速度を可能とできるだろうしさ。どうだい？」

　しぶしぶと、茉衣子は妥協することにした。なにより、類るいの死にかけのウサギの耳みたいなうなだれようを見ていると、ここで言い争う利点など何もないように思えた。







　四人はまず、場所を変えることにした。いつまでも女子寮りように男が二人も留とどまることは公序良俗の観点からふさわしくないと茉衣子が主張したためだ。

　ぞろぞろという感じで男女二組は女子寮Ｄ棟を出て、途中、購こう買ばい部でそれぞれに缶かんジュースを購入すると〈妖よう撃げき部〉の部室へと戻った。もっとも宮野は戻ってきたわけではないのだが。しかしその宮野が一番偉そうにふんぞりかえっているのはなぜだろう、とは茉衣子の感想。類は居い心ごこ地ち悪そうにそわそわと、椅い子すに腰掛けて缶ジュースを両手で握りしめている。

　無言の連携のうちに、司会役は滋に決定したようだった。

「さて、まずこの事件を様々なピースに分解して考察することにしようか。困難は分割せよ、という偉大な哲学者の格言もあることだしね」

　暖かみを感じさせる冷静な声で滋が提案した。

「大きな選択肢は二つある。消失事件にＥＭＰ能力が絡からんでいる場合と、そうでない場合だ。これを第一選択肢と呼ぼう。第二の選択肢は、侑ゆう里りさんが自分の意思で消えることにした場合と、誰だれかによって連れ攫さらわれた場合だね。要するに都合四パターンの状況を俺おれたちは考えなくてはならないんだ」

　滋は星マークが行列しているノートの余白にすらすら箇条書きした。茉衣子に見せる。そこには次のような文字が並んでいた。





１．能力有り、本人の意思有り。

２．能力有り、本人の意思無し。

３．能力無し、本人の意思有り。

４．能力無し、本人の意思無し。






「まず１と２のパターンから行こう。もしここにＥＭＰ能力者が絡んでいるならば、密室状態からの人間消失は謎なぞらしい謎とは言えなくなる。空間転移なり壁かべ抜け能力なり量子飛ひ躍やくなり、いくらでも抜け出せる都合がつくだろうさ。１の、本人の意思でもってどこかに消え去ったのだとしたら事件性までも薄うすくなる。２だったとして、初めてこれは事件であると言えるんじゃないかな」

「空間転移も壁抜けも、そんな能力を持っているかたがおられるとは寡か聞ぶんにして存じ上げませんが」

「どこかにいるかもしれないってことさ。俺おれだって知らない。空間跳ちよう躍やくは未いまだに観測できていないんだっけ？　高速移動者はいるんだったかな。タイムリーパーがいるのにちょっと不ふ思し議ぎな感じはするね。時間も空間も似たようなものだと思うのに。まあ、それはいいよ」

「何がよいのですか？」

「ほとんど間違いなく、この事件にはＥＭＰ能力者は絡からんでいないと推測できるからさ」

「なぜです？　なぜそのような推測が成り立つのです」

「それは言うまでもないね。光こう明みよう寺じが何も知らされていないからだよ。キミが最初から俺を騙だますつもりで何も言っていないのなら別だけど、ＥＭＰ能力者が誘ゆう拐かいなりなんなりして侑ゆう里りさんをかどわかしたのなら、光明寺は保安部として今いま頃ごろ動いているはずだ。違うかい？」

「そうかもしれません」

　茉ま衣い子こは少し前に学外まで派遣されたことを思い出した。あの事件にもＥＭＰ能力者と誘拐が密接に絡んでいて、その場には宮みや野のまでいた。

「３と４で最大の問題点は『どうやって消えたのか？』となることに異論はないね。何らかのＥＭＰ能力を使用せずに施せ錠じようされた部屋から抜け出る方法とはなんだろう」

「知りません」

「考えてから発言して欲しいね。知らなくとも思いつきそうなことはないのかい？」

「ありません」

　ぶっきらぼうな茉衣子の返答に、滋しげるは笑って言った。

「まあいいや。密室が作りだす方法論は大まかに分けて二つある。物理的手段によるものか、心理的錯さく誤ごによるものだ。何らかのトリックを用いて実際に部屋を密室状態にしたか、実は密室ではなかったのに密室であるように思い込んでしまったかのどちらかだよ」

「ちょっとお待ちください。侑里さんは予備のキーを持っていたのかもしれませんわ。それで部屋を出てから施錠して、歩いてどこかに行ったのかもしれません」

　今度は宮野が口出しした。ラッパ飲みしていた緑黄色野菜ジュースの缶かんを音高く置いて、

「それはない。部屋の鍵かぎはカードキーであるのをキミは見落としておるな！　この部屋に限らずすべての寮りようのすべてのロックはきっちり記き録ろくされているのだよ。私の調査によると、六月十九日午後十時から翌二十日の朝までに４１３号室のロックが解除されたという記録はなかった」

　茉ま衣い子こは横目で白衣を半はん瞬しゆんだけ捕ほ捉そくして、

「最初から開いていたのでは？　類るいさん、あなたロックをし忘れて眠りについたんじゃないですか？」

　類はいましも飲もうとしていたスチール缶かんを震ふるえる手つきで置いてから、あらためて両手をばたつかせた。

「そそ、そんなことないです！　だって部屋にいるときはいつも鍵かぎしますからっ！」

「侑ゆう里りさんがこっそり開けていたということは……」

「それもないのだ、茉衣子くん。十九日にこの部屋が施せ錠じようされたのは午後九時五十八分、そこから二十日の午前七時三十二分に開けられるまで、じっと閉まっておったのは間違いない」

　宮みや野のはニヤリと意味もない笑みを見せて、

「後者の時刻にロックを解除したのは、そこの類くんではないかな？」

「はは、はい、はい。そ……うです」

「類さんが出て行った後に、どこかに隠れていた侑里さんが普通に部屋を出て行くということは──」と茉衣子。

「な、ないです。あたしちゃんと部屋中を探し回ったし……」

「記録が残っていると言ったであろうが茉衣子くん。たいていの人間がするように、類くんは部屋を後にする時には鍵をかける。それは二十日の朝もそうだったのだ。その鍵は、次に類くんが戻ってきて開けるまで、これまた素直に閉まっていたままなのだ。その間に一度たりとも開いたりこじ開けられたりもしていないのだ」

「班長、参考までにお訊ききしますが、その記き録ろくはどこでお調べになったのですか？」

「セキュリティシステムの管理部門だ。と言ってもコンピュータがうんうん唸うなりながら転がっているだけなのだが。保安部の中の一部門であるからして、私が調べるのも容易なのである」

「それはわたくしには初耳ですわ」

「キミは班員、私は班長。どちらが偉いのかは歴然としておるからな！　私はそれだけ重要情報に接近できる権利を有しておるのだ」

　どうだ、偉いだろうと言わんばかりの宮野である。茉衣子は、アホかという顔をする。

　滋しげるが話を元に戻す。

「先に進んでいいかなあ。いい？　つまりさ、四つのパターンに共通することが一つあるとするなら、それは『何な故ぜ？』という疑問さ。すなわち動機の問題だ。志し賀が侑里さんは何故消えなければならなかったのか、というね」

「それは自ら進んで消えたか、人為的に消されたかということですか」

「どちらにしても動機は必要だ。自発的に消えるにしても理由がいる。この場合は、志賀侑里さん本人の理由だ。何か学園にいられなくなった理由があるはずだろう。それを調べれば何かが解わかるかもしれない」

「あるいは解わからないかもしれないですわね。本人が単に寮りよう生活がイヤになっただけかもしれません」

　茉ま衣い子この言葉を滋しげるは無視して、

「もしくは誘ゆう拐かいされたということを考えてみると、今度は誘拐犯側に彼女を連れ去る理由がいることになる。犯人はなぜ彼女を連れ去る必然性があったのか？」

「偶発的なものかもしれません。あるいは人違いという線もあるでしょう。蒼あおノ木き類るいさんと間違えて連れ去ったとか」

「マヌケな犯人だね。それに類さんを誘拐する理由だって解らないよ。でも、しかし今回はそれに当てはまらない。なぜなら保安部が動いていないらしいってことは、この事件自体が大した出来事でないという絶好の証明にもなる。もし本来の被誘拐者が類さんなのだとしたら、今いま頃ごろ彼女には厳げん重じゆうな護ご衛えいをつけているだろう。ひょっとしたらついているのかな？　俺おれたちが知らないところでさ」

「そんな任務が発生するような事件ならば、わたくしにだって知らされるはずです。わたくしのこの身は保安部に所属しているのですから」

　いくぶん胸を反そらす茉衣子だった。

「光こう明みよう寺じは有能だしね。その可能性は高いよ、確かに。でも保安部的行動のすべてを知らされているわけではないだろう？　俺には宮野班長のほうが物知りのように見えたけど、間違っているのかな」

「大いなる間違いですわ。班長ほど何も知らされずに行動している人物はいません。たまたま偶然、その行動が事件に連動しているだけなのです。五十二枚のカードデッキに紛れ込んだ余分なジョーカー、それが班長なのです」

「それはそれで凄すごい人物のようにも思えるけど。光明寺は意図的にかの宮みや野の氏を過小評価しているんじゃないか？　人間性と能力は関係性を持たないのがこの世の常じよう識しきの一つだよ」

「そのようなものが常識なら」茉衣子はきっぱり言い切った。「わたくしは全身全ぜん霊れいをもって常識のほうを軽んじ、否定するでしょう」

「光明寺の常識に一般性があるとは思えないけどね……」

　滋の砕けた笑顔を、茉衣子は睨ねめ付ける。それからゆっくりと眉まゆの間を揉もんだ。どうも最近の自分は誰だれかを睨にらんでばかりいるような気がしてきたのだった。このままではどんどん目つきが悪くなる、どうして自分の周りにはそんな男しかいないのだろう、と茉衣子は考え、自分の前世はもしかしたら傾けい国こくの美女的な姫君で何人もの男を手玉に取っていた報むくいが現在の自分に降りかかっているのだろうかと連想し、結論を出した。ならば悪いのは前世の「その女」であり、自分ではない。

　茉衣子は心中で嘆息して思った。誰か今の自分を愉快な気分にしてくれる人間はいないものだろうか、と。

　言うまでもなく宮みや野のは茉ま衣い子この複雑に見えて簡かん単たんな心の内を斟しん酌しやくすることなどない。

「ふっふっふ。茉衣子くん、私はたった今、とてもいいアイデアを思いついた！　聞いてくれたまえ！」

「いやです」

　しかし茉衣子のその意見は無視された。

「こうしようではないか、茉衣子くん。どちらが先にこの謎なぞを解き明かすか、勝負をするのだ！　期限は四十八時間としよう。お互い相手に先駆けて正解に辿たどり着いたほうを勝ちとする！」

　なぜか得意げに宮野は言うのだった。

「それに勝ったらどうなるのです？」と茉衣子。

「私が勝ったら、茉衣子くん、キミは私に終生変わらぬ忠誠を誓うのだ！　億おくが一、私が負けるようなことがあれば、そうだな、キミに永遠の忠誠を誓おう！」

　ぞわわ、と茉衣子の全身に鳥とり肌はだが駆け抜けた。

「承伏いたしかねます。それではどちらになってもわたくしにとっては罰ばつゲームにしかならないではないですか」

「どこに不満があるのだろう」

「不満しかありません。とにかくわたくしは班長に忠誠を尽くしたくも尽くされたくもないのです。なにが永遠の忠誠ですか。アホですか。断固たる拒絶ですわ」

「ではキミの望みは何だ？　言ってみるがいい！」

「わたくしの望みは」茉衣子はきつい視線を宮野に突き刺して言った。「保安部対たい魔ま班はんで、班長以外のかたとコンビを組むことです。それから、わたくしを下の名で呼ばないようにしていただきとう存じます。よろしいですわね？」

「よかろう！　では四十八時間後に、再びここに集合だ！　その時までに適当な憶おく測そくをせいぜい紡つむぐがよい！　さらばだ！」

　白衣をバタつかせて宮野はその場から退場した。三流の悪役みたいに無意味な高笑いを響ひびかせながら。

「話を聞かない奴やつと話を合わせない光こう明みよう寺じとで、だからうまく働いているんだろうね。解わかるよ、なんとなく」

「前言を翻ひるがえしてよろしいでしょうか」

「何だっけ」

「誰だれにも同情されたくないと言ったことに関してです。わたくしは自己の過ちを素直に認めることを美徳と考えます。あれは過ちでした。今、わたくしはとっても同情されたい気分で脳が充満されています」

「同情しようか？」

「けっこうです」

「それは矛む盾じゆんだな」

「矛盾はもうけっこうです。そんなことはいいのですわ。それより、さっさと推理しなければなりません。さあ、考えてください」

「俺おれがかい？」

「あなたと、わたくしがです。さもないと、わたくしは班長の使い魔まか、よくて従じゆう僕ぼくにされてしまうではないですか」

「別に俺は困らないと思うけど」

「困ってください。わたくしがあのような男にいいようにされるのを、あなたは見過ごすおつもりですか？　まあ、なんという冷たい心の持ち主なのでしょう！　あなたには人間らしいハートがないのですか？　このわたくしが、正視に耐えない汚けがらわしいことをされてもいいと言うのですか？」

　滋しげるは苦笑したように見えた。

「解わかったよ。俺個人としては、光こう明みよう寺じの言う正視に耐えないこととやらにも興きよう味みがあるけど、考えるにやぶさかではないしね。第一、一番困っているのはこっちの類るいさんのようだしさ」

　類は色んな意味で困っているようだった。小さく小さく縮ちぢこまりながら、

「みみ宮みや野のさん……って、その、げげ、元気な人ですね……」

　声まで縮ちぢこまっている。茉ま衣い子こは苦にがみ走った顔で、

「いったい脳のどこから、あのような元気の素もとが分泌されているのでしょうね。いまだ解明されざる人体の神秘の一つですわ」

「副交感神経からじゃないのかな？」と滋。

「誰だれもそのようなマジな答えが聞きたいのではありません。わたくしは間接的比ひ喩ゆ表現として──、」

「いや、その先は言わなくていいよ。だいたい解ったから」

　滋はするりと茉衣子の言葉をかわして類に、

「とりあえずの事情は解ったよ。何とか調べてみる。まあ、何とかできるかどうかは解らないけど、ここの光明寺は話すセリフはトゲだらけでも実はけっこういい奴やつだからね。精一杯のことはしてくれるさ」

　類は深々と御お辞じ儀ぎをする。

「よ、よろしくお願いします……」

　茉衣子はじろりと滋を睨にらんだ。滋は類の頭越しに片目を閉じて、茉衣子に微笑ほほえんだ。







　茉衣子の自室は高等部女子寮りようＡ棟にあった。３０１号室が彼女の居住スペースである。この部屋で茉衣子は眠り、一日の一部の時間を過ごす。突然の呼び出しでもなければ、ここが彼女にとって最も心安らぐ空間であった。

　もちろんのこと、部屋は二人共用である。茉ま衣い子このツレとなる入居者は中等部時代から変わることなく同じ女子生徒で、心安らぐのはもっぱらその女子の持つ雰ふん囲い気きのせいであると茉衣子は認めていた。

「ただいま帰りました」

　自室に入るや否いやや目にした光景は、高たか崎さき若わか菜なの寝ね間ま着き姿であった。

　数年ほど連れ添った相部屋のその娘こは、床にぺたりと座り込んで自分の頭を木き槌づちで叩たたいていた。正確には、頭の上十センチ辺りの所を。

「……何をしているのです」

「んー」

　若菜はほんわかとした顔を向けて、

「何て言ったかなあ。あー、そそそ、なんとかほうしゃ。とかなんとか」

「ホーキング放射のことですか」

「そう、それ」

「もしや、あの仮説を信じているのですか？　個人の持つＥＭＰ能力には定量があり、使えば使うほど早く消滅するという、あの何の根拠もない説を」

「そう。だって、本当っぽいでしょ」

　若菜は右手に握った木き槌づちをふらふらと振った。

「あたしがここにいるから兄さんも付き合ってくれてると思うのね。あたしが普通の人間になれば、兄さんも元の家に戻れるもん。だから早く変な力を無くそうと思って」

　こんこんこん。

　若菜は自分の周囲にある不可視の障しよう壁へきを叩たたき続け、茉衣子はドアを後ろ手で閉めて同年ねん齢れいとは思えない精神と相そう貌ぼうを持つ若菜に近寄った。

「兄思いなのですね」

「違うよ、兄さんを好きだったのは春はる奈なのほう。うーん、あたしは、んー……」

　若菜はあくびを終えた後の猫のように口をうにうにさせて首を傾かしげた。

　茉衣子は若菜の兄、高たか崎さき佳よし由ゆ季きの顔を思い浮かべた。いつも苦にが虫むしを口に含んでいるような表情で歩いていて、自分の居場所を見失いがちの二年男子。

「ねえ、茉衣子ちゃん。あたしの頭をこれでポカポカしてくれない？　腕が疲れちゃった」

「おやすいご用です」

　この学校を問わずすべてのＥＭＰ能力者は、ただそこにいるだけで不可視の力場を自然に放射していることが解わかっている。その放射された力場が寄り集まり、凝ぎよう固こした物が想念体と呼ばれる異物を生むのだ。ブラックホールが蒸発する過程になぞってＥＭＰ能力の放射拡散をホーキング放射と呼ぶ人間もいる。彼らの理論によれば、意い識しきしてＥＭＰ能力を振りまけばその分だけ能力の喪失も早くなる。要するに使えば使うほど能力はどんどん目減りし、やがてゼロになってしまうという理屈であった。それが正しいかはまだ研究の段階だが、あながち間違いでもないらしいという観測結果が出ているらしい。

　ただし、個人個人のＥＭＰ定量がどれだけあるのかは謎なぞのままなので、にわか雨後の水たまりとバイカル湖くらいに違うのであれば、個人での格差はどうしても平均化できずに不明のままそこに存在するのである。

　若わか菜なはじっと目を閉じて集中している。小柄な身体からだの周囲に目に見えない障しよう壁へきが形成されるのを茉ま衣い子こは感じた。ありとあらゆる衝しよう撃げきを跳ね返す無敵の盾。受け取った木き槌づちを振りかざし、茉衣子は思いきり若菜の頭頂に狙ねらいを定め、一撃をみまう。

　ガツ。

　音もなく、ただ茉衣子の右腕に痺しびれだけを残して木槌は跳ね返された。茉衣子が刈ってやった頭髪から数十センチ離れた空間に障壁がある。顔をしかめ、右手を一振りしてから茉衣子は若菜の側そばに座り込んだ。

　こんこんこん、こんこん、とリズムを刻むように叩いてやりながら茉衣子は若菜の小さい顔を観察していた。先月まで、この娘とそっくりの顔をしていた幽ゆう霊れいモドキが校内を闊かつ歩ぽしていたことを思い出す。高たか崎さき春はる奈なという名のその幽霊少女は、さまざまな経けい緯いの末に消え去った。茉衣子もその場にいたから事情は知っている。あの時、茉衣子は初めて若菜が泣くのを見た。以来、いま茉衣子の前で平和な顔で目をつむる少女はほんの少しだけ変わったと考えている。それはあまりにも微少な変化なので本人にも解わかっていないだろう。茉衣子にだってよくは解ってなどいない。ただ、以前とは違う表情をたまに作るときがある。そしてそれは、彼女の双ふた子ごの姉妹、春奈が浮かべていたものに似ているような気がしているのだ。

　茉衣子はぼんやりと思索にふけりながら、五分ほど右手を上下し続けていた。不意に感触が消え失うせ、木槌は若菜の頭を打った。

　ガツ。

「あいた──」

　若菜が頭を両手で押さえてうずくまった。

「痛いよ、茉衣子ちゃん。当たった、今、当たったよ」

　痛そうに目を細めて言う若菜に、茉衣子は木槌を床に置いて答えた。

「そのようですわね。障壁がなくなりましたから。まさか……本当に能力が蒸じよう散さんしたのですか……？」

「違うよ。居眠りしちゃった。んー、痛い……かな」

　茉衣子は密ひそかに息を吐いた。吐く息の中の成分は半分以上が安あん堵どで占められている。

「わたくしの責任ではないにせよ、その痛みの原因がわたくしの行為にあるのは認めましょう。どれ、見せてご覧らんなさい」

　傾けられた小さな頭の旋毛つむじ辺りをなで回してやる。茉ま衣い子こは若わか菜なをそれなりに気に入っていた。何より、この少女はイヤがることなく自分に髪の毛を散髪させてくれるほとんど唯一の生徒なのだった。希少価値がある。茉衣子の価値観に則のつとれば。

　友人の決して多くない茉衣子にとって最も仲のよい生徒はこの高たか崎さき若菜だったが、このフワフワした少女はいつでもどこでも誰だれとでも仲良くなってしまうため、格別に彼女を親友だと考えているわけでもなさそうで、そうなると彼女にとって精神的至近距離にいる人間はと考えたところ、白衣のバカ野郎が真っ先に脳裏を掠かすめて少しばかりのブルーを誘った。

　だからかもしれない。気づいたら茉衣子は、後ろから若菜を抱きしめていた。

「んー。どうしたの？」と若菜がほわほわした口調で言うのに、茉衣子は、

「何でもありません。ただこうしたかっただけですわ。発作のようなものです。意味などないのです」

「ふーん、そう？」

　首に絡からんだ茉衣子の腕に手を載せて、若菜は、ぽわっ、と微笑ほほえんだ。













○三章







　高たか崎さき佳よし由ゆ季きは最近、違和感に付きまとわれていた。どうもおかしい。この学園がおかしいのは今に始まったことでもなかったが、それにしたって奇妙である。それも彼の寮りよう長ちようという立場においておかしな感覚なのだった。そして自分が寮長などを押しつけてられていなかったなら、この違和感も感じていなかっただろうと思い、佳由季はなぜ自分はまだ寮長なんぞをやっているのだろうかと考えてしまうのだった。

「それは何な故ぜだろう？」

　高等部男子寮Ｃ棟の自室で名めい簿ぼとにらめっこをしているところである。二人部屋が基本の寮において、高崎佳由季は部屋を一人で独占している。別に彼がそう望んだわけではなく、先月まで同室だった男子が退寮して以来、今まで入居者がいなかったせいだ。だがそれも後僅わずかな時間しか残されていないようだった。

「おかしいな。寮の部屋が足りなくなってきた」

　紅茶を飲みながら、佳由季は呟つぶやいた。ベッドにもたれて座り込む彼の前には、寮生たちの名めい簿ぼと、部屋割りの表が散らばっている。

　現在この寮りようの寮長を任じられている佳よし由ゆ季きの頭を悩ましている問題、それは寮生の人口増加による部屋不足というものであった。先月、わけあって中破したこの寮は突貫工事によって元通りどころか増改築までされた。にもかかわらず、流入する一方の生徒数のおかげで彼らにあてがうための部屋が足りなくなっているのである。今までも生徒の出入りはけっこう激はげしく、新たに転入してくる者がいる反面、出て行く者も当然いたわけだが、ここしばらくあきらかに入ってくるほうが多い。と言うよりも、出て行く生徒数が激減している。それどころか、出て行った奴やつが再び舞い戻ってくるケースが相次いでいるのだ。

「どういうことだ、これは」

　佳由季は自分で入れた温い紅茶を傾けながら考え込む。考えることはいくらでもあった。そして時間は有限だった。手っ取り早い方法論を発見しない限り、高たか崎さき佳由季の精神に安あん寧ねいが舞い降りることはないだろう。もっと悪いことに、彼は自分ではどうすることもできないことがこの世に存在すると気付いて久しい。

　たとえば、と彼はうんざり顔で資料から目を上げた。上げた先に、もっと眺めていたくない人間の顔があった。

　宮みや野の秀しゆう策さくがしたり顔でティーカップに囓かじりつくようにレモンティーをすすっているのである。ノックもさしたる理由もなく勝手に佳由季の部屋に上がり込み、勝手にここを自らの居場所に決めてしまったのだった。

「お前はいつまでここにいるつもりだ？」

　宮野は、そんな当たり前のことを聞かれても困こん惑わくするばかりだ、と言わんばかりの表情をことさらに作ってカップを置いて答えた。

「それは言うまでもない。私の自室への出入り禁止が解かれるまでだ！」

　どこから見ても新品の白衣が蛍光灯の光を乱反射して佳由季の目をすがめさせた。宮野は佳由季の寮りようの住人ではなく、隣となりのＤ棟に分類される寮生だ。煩はん雑ざつ極まる寮長の仕事の嘆きに、この宮野が配下にいないということがせめてもの慰なぐさめでもあったのに、よりによってこの部屋に上がり込むことはないだろうに、と佳由季ははっきり聞こえるようにため息をついてみたが、この傍若無人を体現する対たい魔ま班はん班長には通用しないのも解わかりきっていた。

　ただし、物事を「解る」と「解った上で受け入れる」という言語上の違いは、そのまま認にん識しきの違いとして脳内に分かちがたくこびり付き、よって佳由季はこう言った。

「僕ぼくのところに来ることはないだろうが。どこか別の部屋に泊めてもらえよ」

　宮野は真剣な口調で返した。

「それがどうしたものか、私が一泊ないし無期限の宿泊を依頼すると、その誰だれもが首を横に振ってドアを閉じるのだ！　私には理解できん。門戸を開いてくれたのは、なんと、貴君であるところの寮長殿が最初で最後なのだ」

「なぜ僕ぼくが最後だと解わかるんだ？」

「他ほかに行くアテもないのでな。せっかく部屋に入れてくれた恩もある。ゆえにここを最後の砦とりでとすることに私は決定した！」

「するな。出て行ってもらいたいと僕が思っているのが解らないのか？」

「理解はする。しかし、それでは私が困り果てることとなるだろう。すなわち、私は出て行くつもりはないのだ。いさせてもらおう」

「僕が迷めい惑わくだと言ってもか？」

「寮りよう長ちよう殿とも思えぬ言葉だな。今夜の宿すら決まらぬ哀れな学友に、最初から空いているベッドスペースを提供したところで寮長殿に何ら損害は発生しないと私は推理するのだが」

「部屋に余計な物体を置くくらいならどうってことはないさ。僕は、お前の存在がそもそもの迷惑の種だと言ってるんだ」

「それこそ理解の範はん疇ちゆうの外にある論理だ。私は過去現在未来を通して、誰だれからも迷惑がられる存在になったこともなることもなるであろうこともないと断言する！」

「お前がこの部屋にいる理由をもう一度言ってみろ」

「うむ。自室で降こう魔ま実じつ験けんをしていたら奇妙なエネルギー源に接続してしまったのだ。それは実に興きよう味み深い方向性を持っておった。いじりようによっては正と負、両方のベクトルに作用する性質があってな。ちょいとマイナス方向に意い識しきを向けてやったら、予想通り、分子間結合が結束を深めた」

「どうなったんだ」

「うむ。寮内全域の温度が瞬しゆん間かん的に零下二十度になった。天然のクーラーだ。涼しかったぞ」

「冷凍庫だろ、それじゃ」

「かもしれん。おかげで大気中の水分が一瞬にして凍り付いた。放っておいたら、液化したが」

「水浸しになったんじゃないか？」

「まさしく。館内のありとあらゆるものが濡ぬれ鼠ねずみだ！」

「それで出禁をくらったのか。無理もないな」

「まったく、無理からぬことだった。まさかあのような事態になるとは──、まあ予測してはいたが、それにしても私が追い出されるとは思わなかった」

「僕が寮長でも出て行けと言うだろうよ。せめてどこか人ひと気けのない場所で試そうとは思わなかったのか？」

「不ふ思し議ぎと思わなかったな！　間違いない」

「なぜだよ。思えよ。だいたいその実験とやらがどういう結果を生むかくらいは予想しろ」

「予想なんぞしていては面おも白しろくない。予想以外のことが起こって、それが意表をつけばつくほど私の喜びは大きくなるのだ！」

　相手をするのに疲れてきた佳よし由ゆ季きは、相あい槌づちを打つ気もなくす。しかし宮みや野のは気にせずに、

「私は『なぜ』それが起こるのかには興きよう味みはない。私にとって思索すべきは『どのようにして』起こるのか、なのだよ。過程に惹ひかれる気持ちはあるが、動機なんぞは考えるだけ無む駄だだと知っているからだ。なぜなら『なぜ』なのかなど、それをおこなった奴やつ以外に理解できるはずはないからだ。寮りよう長ちよう殿、キミはなぜこの世界が世界として安定している必要があるのか、解わかるかね？」

「いいや」

　佳よし由ゆ季きは書類を揃そろえながら生返事。

「たとえばＥＭＰ能力だ。はっきり言って、こんな力が存在していいはずはないのだ。あらゆる物理法則に違反している。我々の持つ不可解な力はどう考えても地球上に存在するはずのない能力と言えるだろう」

「そうかい」

「そのゆえに、我々は能力を保持している間は世界に『ない』ものとして、箱に入れられフタをされているわけなのだからな。我々のような存在は、人間社会と科学的な方程式にとって邪じや魔まなものでしかない」

「ほほー」

　宮みや野のはティーカップをテーブルに置くと、左手の人差し指と中指を飲み残しの紅茶に突っ込んで、文様を刻むように動かした。ゆるやかに回転する液体から指を離し、その上でまた空中に印を描く。

　薄うす茶ちや色の液体は、見えない力に引っ張られるように、そして粘度を増したように、ぐにゃぐにゃと形を変えながらカップから浮かび上がり、ゆるゆるとテーブルの上に垂たれ下がる。

　佳由季が見ていると、紅茶色の液体は不定形生物のように蠢うごめきつつ、縦たてに長く伸びて何かを形作ろうとしているようだった。

「我々のこの力はどこから湧わいて出るのか。どんな微小なものでも質量を持つ物体を動かすには何らかのエネルギーが必ずいるわけだが、通常それは計算によって完全に収支が合致するものだ」

　液体はうねりながら小さな人型を取った。

「エネルギーは何もないところから突然発生したりはしない。エネルギーが発生したと言うことは、発生元では何かを失っているということなのだ」

　人型の細部が固定していく。長い髪とフレアスカート、ほっそりした手足の少女像。

「しかし我々はそうではない。私がこうして液体を動かしているこの場では、このミニチュア茉ま衣い子こくんが動いているエネルギーがどこから来ているのか誰だれにも観測できない。エネルギーと引き換えにして失っているものは何もないのだ。このエネルギーは、無から生まれたとしか思えないのだよ」

　紙の束たばを床に置いて、佳由季は首を揉もみながら左右に振った。

「たとえば重力がどのようにして発生しているのか、まだ誰だれも解を持っていない。しかし、そのうち誰かが見つけ出すだろう」

　宮みや野のはまだ続けている。

「ＥＭＰ能力が『どのようにして』エネルギーを生むのか、この力の源は何なのか。私は一つの仮説を持っている。これは、人類が未いまだ観測し得ていない素粒子から来るのではないかと思うのだ」

　カップの上でふらふらと踊る茉ま衣い子この液体フィギュア。

「重力子はまだ見つかっていないが重力はここにあって作用している。光は粒子と波動との二つの側面を同時に兼ね備えている。銀河はバラバラになることなく回転している。人類の手が触れない物事は、まだまだ世界に満ちあふれているのだ」

　その液体フィギュアに手をかざし、操あやつり師のような指の動き。

「同様なものとして、ＥＭＰ粒子なるものが仮に発見されたとしても私はちっとも驚おどろかん。我々はその素粒子をコントロールし、様々な超常現象の発生源となっているのだろう。なぜとは問わないでくれたまえ。先に断ったように、私は『なぜ』に執着したりはしないからだ。そんなものは考えても解わかるはずのないことだからな」

　佳よし由ゆ季きは、宮野の生み出した茉衣子の液像を観察した。実際の茉衣子より、どこか可愛かわいげが増しているような気がする。
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「だが、何のためにそのような粒子があるのかは推測できる」

　朗々と語り続ける宮みや野のに、佳よし由ゆ季きは嫌いや々いや顔を上げた。

「聞いてやったほうがいいのか？」

「自明である。エントロピーの増大を防ぐためなのだよ。そうとしか考えられん」

　よく聞く単語だが、知ち識しきに内容が伴っていないものがそれだった。

「そのうち詳しく解説できる日も来るだろう。私は確実なことしか言わないようにしている。今はまだ私の思いつきにすぎんゆえ、言わないで置いておくことにしたい」

　もったいぶって宮野はカップから手をどけた。途と端たん、液体の茉ま衣い子こ像は形を失って溶け崩くずれた。半分はティーカップに戻り、もう半分がテーブルの上に茶色の水たまりを作った。それをじっと見つめながら、佳由季は言った。

「宮野」

「何かね」

「そろそろ出て行け」

「断る」

　宮野はあくまで尊大に振る舞いながら、佳由季のほうに首を伸ばした。

「ところでそれは何かね」

「寮りよう生せい名めい簿ぼだ。出入り……むしろ最近は入ってくるほうが多くて、部屋割りに頭を使うよ」

　ふん？　と宮野の眉まゆの間が寄せられた。

「それは重要な手がかりだな。いや待ちたまえ。今回の事件では、人がいなくなったということが問題になっている。しかしキミは、増えて困ると言うのだな」

「それがどうした」

「ふむむ。どうやら面おも白しろいことになりそうだということだ。なるほど、そうであればツジツマは合う……ふふふふ。寮長殿！　礼を言わねばならんだろう、キミに感かん謝しやの言葉を捧ささげても私の良心が痛むことはない！」

「じゃあ言えよ」

「何をだね？」

「……もういい」

「言いたいことがあるのなら言うべきだぞ、寮長殿。いろいろ溜ため込むのは、精神によくない。私を見てみたまえ。実に健康なのは何の所以ゆえんか解わからないのかね」

「解ってるさ。お前が無神経だってことはな。お前には何を言っても無む駄だなんだ。だから言わない。理路整然としてるじゃないか」

　いいや、と宮野は重厚に首を振った。

「第一に、キミは素直でない。第二に、キミは心を偽っている。第三に、そしてその自覚がキミにはないのだ。ならば私が教えてやるべきだろう」

「お前に教わることなんか、何一つとしてないね」

「春はる奈なくんを復活させる方法。と言ってもかな？」

　は、と吐き捨てるような息を漏もらして佳よし由ゆ季きは宮みや野のから視線を逸そらした。

「別に復活なんかしてもらいたくない。せっかく成じよう仏ぶつしたんだ。のんきにおとなしく天国なり冥めい界かいなりで散歩してたらいいんだよ、あいつは」

「しかし復活したほうが面おも白しろいと思わないのかね」

「それで？　また僕ぼくに、あいつの死に目に出くわせというのか？　ごめんだな。本当なら一度で充分なんだ。僕はもう二度目まで経けい験けんした。三度目となるともう笑い話の域だ」

「永続させればよい」

「やなこった」

　それは佳由季の本心だ。やすらかに眠っている死者を揺り起こすことはない。死者をこの世に舞い戻したところで、最終的に楽しい気分になることはない。何年も死者と過ごし、あげくの果てに元の木もく阿あ弥みとなった経験を持つ佳由季は、心の底からそう思う。

「ふむ。実に寮りよう長ちよう殿らしいな。キミならそう言うだろう。しかし、キミ以外の人間ならどうだろう。寮長殿のような物珍しい体験を持つ人間は、腐るほどいるＥＭＰ能力者の中にもおるまいな。よく解わかったぞ」

「そうか、解ってくれたか。良かった良かった。だったらさっさと出て行ってくれ」

　宮野は歯をむき出してニッと笑った。

「イヤなことだ。なぜなら、私はここを一夜の宿とするのだからな！」

　結局、その通りになった。







　翌日。

　茉ま衣い子こは姿勢良く廊下を歩いている。朝食後の朝一番、授業を自主休きゆう講こうにして赴く先は高等部校舎の最上階、学校運営のための部署が連なる一角である。

　生徒自治会長室。そう書かれたプレートが貼はられている新品のドアを殴おう打だする。

「ちょっとお話が」

　室内に一歩踏み入れるなり茉衣子は息を詰まらせた。部屋中を埋め尽くす植物の緑に圧倒されたためである。先月、会長室ごと灰かい燼じんと化したにもかかわらず、再び観葉植物が群れをなして空間を埋め尽くしている。量的には先月比で倍以上になっているだろう。熱帯地方の密林を区画ごと切り取って持ってきたような繁はん殖しよくぶりだった。

　歩行の邪じや魔まになる膨ぼう大だいな鉢植えや、天井からぶらさがる蔦つたなどをかき分けて応接セットまで辿たどり着くと、髪を後頭部でくくった娘がソファの上で高いびきをかいていた。

「真ま琴ことさま」

　うにゅうにゅと寝言を呟つぶやいて真ま琴ことは寝返りを打った。

「狸たぬき寝ね入いりはおやめ下さい」

「あー腹減った」

　むくりと起きあがった縞しま瀬せ真琴は、寝ね癖ぐせのついたポニーテールを直そうともせずにソファに胡座あぐらをかいて侵入者に流し目を送った。

「コーヒー飲む？」

「飲みません。夜寝られなくなったら困ります」

「あっそ。で、何事？　それはあたしの憩いこいのヒトトキを邪じや魔ましてまで伝えることなわけ？」

　茉ま衣い子こはつかつか歩いて真琴の向かいに腰を降ろした。

「蒼あおノ木き類るいなる一年生に聞き覚えはございますか？」

「ぜんぜん。聞いたかもしれないけど覚えてないわねえ」

「同室の友人が行方ゆくえ不明になったと訴えている娘こです」

「へぇ。それは大変ねえ」

　再び真琴はごろりと横になって茉衣子に掌てのひらをヒラヒラと振り、

「おやすみ」

「どこまでご存じなのですか？」

　茉衣子は単刀直入に訊きく。

「類さんは志し賀が侑ゆう里りというお友達がいなくなったと主張しています。それに対してあなたがまったく聞く耳を持たないのには理由があるはずです。それになぜ〈妖よう撃げき部〉にたらい回しするような仕打ちをするのか、ぜひ教えてもらいたいものですわ」

「あれ？　聞いてないの？　てっきり宮みや野ののアホ野郎からあたしの言葉は伝わってると思ったんだけどー？」

　語尾を上げる口調に嘲ちよう弄ろうの粒子を感じ、茉衣子は細い眉まゆ毛げを逆ハの字にした。

「伝えられたからこそ、ここにお伺いに来たのでありますわ。真琴さま、あなたの真意は何処いずこにおわします？」

「真意って何？　真の意見ってこと？　だったらあたしの意見は、気持ちよくお昼寝したいなあってことくらいだけどねえ。茉衣子ちゃん、あんた子守唄歌える？」

「歌唱は得手ではありませんし歌うつもりもありません」茉衣子は憤ふん然ぜんと、「高たか崎さきさまにでも歌ってもらえばいいのだわ」

「あの鬱うつ野郎なら部屋でうじうじボーっとしてる頃ころ合あいね。んー？　まあ、そろそろ顔見せにくるかなあーっ？」

　本当に来た。

　扉を開く音がして、観葉植物たちが触れあうガサガサという音がそれに続き、

「おい、ちょっと聞きたいことがあるんだが」

　肉厚の葉をかき分けて出てきたのは、高たか崎さき佳よし由ゆ季きその人だった。

「……なんだ、お前もいたのか。こいつに何の用だ」

　茉ま衣い子こを見る佳由季の目は、フィルムの切れた使い捨てカメラを見るそれであった。そして自分をフィルムの切れた使い捨てカメラ以上の存在として自我を誇っている茉衣子は、当たり前のように機き嫌げんを害した。

「高崎さま、あなたこそ何しにここに来たのです。わたくしはてっきりあなたを孤高の一般人と考えておりましたのに」

　佳由季は茉衣子と真ま琴ことを見下ろすように立ったままで腕を組んだ。

「ああ、そうとも。僕ぼくだって来たくて来たんじゃない。特にこんな狂った植物園にはな。常じよう識しき的に考えてこの部屋の植物は生長が早すぎる。ほんの三日前に双ふた葉ばだった朝顔がなんでもう咲いてるんだ？」

　真琴が甘い笑顔と甘い声で、

「それはねぇ、あたしが愛情を込めて水をあげたりその他ほかいろいろなものを注入してあげたりしているからぁ。なあに、ユキちゃん。ひょっとして妬やいてんの？　あたしの愛が朝顔に向いてるのが気に入らない？　わあお。でも心配しなくてもいいわよん。いくらあたしでも朝顔相手に交配はできないからさぁ」

「誰だれもお前の交配相手なんか気にしてないさ。勝手に受粉でもなんでもしてろ。そのほうが僕は助かる」

「またまたー。そんなこと言っちゃって、ホントは本能のままにあたしを押し倒したいんじゃないの？　何なら忌き憚たんなくあたしをうりゃうりゃできるように、あんたの理性をゼロにしてあげてもいいのよう」

「僕にだって選択の権利はあるはずだ」

「あらそうお？　あんたに選択されて喜ぶ人間の雌めすがこの学園にそうそういるとも思えないけどなあ。あんた、この学校ではシスコン外げ道どうとして有名だもんねえ」

　茉衣子は、唇を嚙かみしめて二人の痴ち話わコントを観客役として聞いていたが、そろそろ我慢ならなくなってきた。放っておけば真琴はどんどんシモネタのほうに転がり落ちていくだろう。それはまさに堕落である。それに、と茉衣子は思う。こんな痴話ゲンカモドキは、他に誰だれもいないところでやって欲しい。

　茉衣子は空から咳ぜきを繰くり返してから、

「お二人とも、そのようなお話はわたくしが席を外してから存分におこなってください」

「あら、茉衣子ちゃん。帰ってくれるの？　それはありがとさーん。ユキちゃん、せっかく茉衣子ちゃんがあたしたちに気を使って出てってくれるんだから、二人きりでナニかしないと悪いわよね。さささ、こっちに来るがよろし。このソファの上でいいわよね？」

「よくない」佳由季は憮ぶ然ぜんと呟つぶやき、

「よくありません」と茉ま衣い子こは甲かん高だかく叫んだ。「わたくしの話がまだ終わっておりません。それから、ナニを開始する気かしれませんが、そのようなことをわたくしの前で宣言しないでください！」

「あーら、茉衣子ちゃん。あなた何を想像したのかなあ？　くけけけ、あたしはただ、ユキちゃんと魚ぎよ雷らい戦せんゲームでもしようかなあって思っただけなのになあ。茉衣子ちゃんはあたしたちに何をさせるつもりなのかしらねえ」

　しらじらしい。茉衣子は奥歯を嚙かみしめて耐えた。こういうときは矛ほこ先さきを変えるに限る。茉衣子は、きっと横を向いて、

「それで高たか崎さきさま。あなたはなぜここに来たのです。わたくしと真ま琴ことさんはまだ話の真っ最中、できれば出直して来ていただけると幸いですわ」

　佳よし由ゆ季きはちらりと茉衣子を一いち瞥べつし、ため息を吐ついた。それから茉衣子に視線を戻して、

「生徒の数がやたら多いような気がする。いくらなんでも増えすぎのような感じがするんだ。おまけに知らないうちに増えてたりする。お前はそう思わないか？」

　茉衣子は目を三度、瞬またたかせた。

「増える？　減るの間違いでなくてですか？」

「ＥＭＰ能力がなくなれば、そいつは学校を出て行くから生徒数は減るってのも間違いないんだが、ここんとこ、その出ていく奴やつがほとんどいない。逆に学園に来る生徒は増えているから、今のところ急増中と言えるんだ。もともと増加気味だったけど、この数は異常だ」

　佳由季は真琴に視線を向ける。真琴は軽く鼻歌を歌いながらソファに寝そべったままだ。

「おまけにだ、知らないうちに出て行った奴が戻ってきたりもしている。能力喪失の判定が間違っていたとか言ってたかな。どうも、おかしいことだらけだ」

　確かに。茉衣子は自分の綺き麗れいに切りそろえられた指の爪つめを見つめた。

「わたくしが現在かかわっている事件では、いつの間にか生徒がいなくなってしまうということが問題になっていますのに、高崎さまは逆のことをおっしゃるのですか？」

「いなくなるだって？　そんな話は聞いてないな。いや、宮みや野のが言ってたっけ。僕ぼくが知ってるのは、そろそろ本格的に寮りようの部屋が足りなくなりつつあるってことだよ。おい、真琴。お前も寮長だろう。何か気づいてるんじゃないのか。それとも、おかしなのは僕のとこの寮だけか？」

「さあー？　あたし、わかんないなあ」

　真琴は寝そべったまま脚を組み替えた。佳由季が嫌いやそうな顔をするのを、茉衣子は視界の端っこに刻んだ。

「どうでもいいんじゃないの？　そんなの。別に害があるわけでもないっしょ。最近はアブナイ想念体も出ないし、かえって平和でしょ。放っときゃいいのよ。あたしは全然かまわない。それよりユキちゃんと遊びたいわあ。ねえ、茉衣子ちゃん、あんたさっさと出て行ってくれる？　あたし、ユキちゃんとすることがあるからさ」

「いやです」

　茉ま衣い子こは腰掛けるソファの端を握りしめて、

「まだ話は終わっていません。終わるまでは帰りません」

「そう言わずにさあ。ま、なんならそこで見ててもいいけど、ちょっと茉衣子ちゃんには刺し激げきがきつすぎるんじゃないかしらね。どう思う、ユキちゃん」

「どうも思わん」

　佳よし由ゆ季きは諦てい観かんしたような表情を浮かべていた。

「なぜなら僕ぼくはもうこの部屋から出て行くからだ。ナニかしたいというのなら、そこの茉衣子とやってくれ」

「あら」真ま琴ことは目を見開いて茉衣子へ流し目をくれた。「そうする？　茉衣子ちゃん」

「しません。たとえ魚ぎよ雷らい戦せんゲームでもお断りです」

　冷然と茉衣子は返した。非難の眼まな差ざしで佳由季を見ると、仏ぶつ頂ちよう面づらでオニシダの葉っぱを眺めている。

「ねえ、茉衣子ちゃあん。あんまり事態を重く見ないほうがいいわよん。そんだけ、アドバイス。どうだっていいことよ。知ってもどうしようもないことは、知らないほうがいいの。全部を知っちゃうってのは、けっこうツライのよねえ。あたし、ツライ。慰なぐさめてよ、ユキちゃん」

「やだね。自分で自分を慰めてればいい」

「なんてつれないお言葉。ところでユキちゃん、コーヒー飲む？」

「いらん」佳由季はますます不ふ機き嫌げんそうに断ってから、「お前は……」と言いかけて口を閉ざした。そのまま真琴をじっと眺めている。

　その視線を追って、茉衣子もつられて横になって転がっている真琴の姿を見つめた。いつも通りのニヤニヤ笑いで、真琴は佳由季に秋しゆう波はを送っていた。

　無言の時間がしばらく続き、茉衣子の頭上を佳由季のセリフが通り過ぎた。

「……まあ、いいさ。お前が何も言わないつもりなら、僕ももう訊きくつもりはない」

　振り返ると、茉衣子にとって若わか菜なの兄であるその男子生徒は、無言できびすを返しているところだった。別れの挨あい拶さつもなく、佳由季は会長室から出て行った。

　二人の間で、どんなコミュニケーションがあったのだろうと、茉衣子は疑った。が、高たか崎さき兄がいても話が混線するだけと思われたので、消えてくれたのは好都合だ。

　咳せき払ばらいを一つ、茉衣子は再度、真琴に向かった。

「班長に寮りようのロック機構についてお訊ききしました。あれは本当のことですか？　すべての記き録ろくが残っているとかいう」

「そうよーん」と真琴。

「しかしサイバーであれば、セキュリティシステムを出し抜くこともできるのではないですか？　サイバーテレパスはハッキングもクラッキングもお茶の子であるとどこかで聞いた覚えがあります」

「あー、無理無理。それやったのが志し賀が侑ゆう里りちゃんだと思ってるのなら、まっちがーい。あの娘こにはできっこないわよん。我が校にはもっともっとトップクラスのサイバーがいるからねえ。侵入防御システムも万全さね。トリプルＡクラスのサイバーだって、そりゃいるけど、侑里ちゃんには不可能ねえ」

　トリプルＡと聞いて茉ま衣い子こは思い出した。

「そういえば日ひ比び木き会長はいずこです？　今もあなたの頭の中ですか？」

「たまにしか出てこないけどね。もともとあやふやな存在だったのが、ますます曖あい昧まいになってる感じ。なんかの拍子にぼやっと浮かび上がってるけど、それ以外のときには何をしてんのかはあたしも知らないわねえ。間欠的にしか意い識しきを凝ぎよう固こできないみたい」

「日比木会長はサイバーテレパス能力をお持ちではありませんでしたかしら」

「サイバー能力だけじゃなかったけどね。……ああ、そうね。日比木会長なら、セキュリティシステムにやすやすと侵入して改かい竄ざんでも何でもお手の物だわね。なんせ、その防御機構を作ったの会長だもんさ。と言うか、会長以外の奴やつには無理ね」

　ということはやはり侑里にも無理だったことになる。つまりセキュリティシステムの記き録ろくはいじられていないらしい。そう結論せざるをえなかった。

　茉衣子は真ま琴ことをじっと見つめる。いくら自分が思念を凝こらしても、真琴の精神には侵入できない。最高級のテレパスは精神障しよう壁へきも完かん璧ぺきだ。茉衣子の能力は物理的に作用する類たぐいのものなので精神攻こう撃げきは不得意とは言え、真琴に一泡吹かせることができるようなＥＭＰ能力者は学園広しといえども皆無に近い。

　いったん真琴の言葉を信じることにして、茉衣子は腰を上げた。

「ねえ茉衣子ちゃん」

　真琴が気だるそうに声をかけた。

「どうだっていいようなことは放っておいたって誰だれも困ったりはしないわけ。だったらあたふた右往左往するだけカロリーの無む駄だ、ストレスの素もとなのね。ちゃっちゃと忘れて楽しい夢でも見ながら寝てたほうがずっとマシ」

　茉衣子は立ち去ろうとした態勢で、ゆっくり真琴へと振り返る。茉衣子が何か言うより早く、

「放っておけば忘れるってもんよ。そうね、あなたもすぐに忘れる。そのほうがいいわね」

　何のことを言っているのだろうと茉衣子は考えた。何を忘れるというのだろう。

「でも、真琴さんは、類るいさんには忘れろと言う代わりに、〈妖よう撃げき部ぶ〉へ行くように言ったのでしょう？　それはどうしてです？」

　真琴はぺろりと舌を出した。

「あ、気づいた？　まあ、そうねえ。気まぐれってやつ？　茉衣子ちゃんがヒマしてそうだったしい。少しは気も紛れるかと思ってねえ。迷惑だったかなあ？」

「迷惑と言うほどでは……」

　言いかけて茉ま衣い子こは押し黙だまった。途中で宮みや野のさえ出てこなければ、もっと彼女の心は平常通りだったのだが。

　何か理由があるはずだ。真ま琴ことが自分の許もとに類るいを送り込んだ理由。忘れろと言いつつ、類に〈妖よう撃げき部ぶ〉を紹介した真琴の行為は矛む盾じゆんしている。もし類が部室を訪問しなかったなら、忘れる以前に茉衣子は事件のことなど知りもしなかっただろう。

　だが会長代理兼書記の女は、これ以上の問答を拒否する構えのようだった。

　真琴はポニーテールを枕まくら代がわりにすると、またわざとらしい寝息を立て始めた。それはもう言うべきことは何もないという意思表示だと悟って、茉衣子はそれ以上声を掛けることなく、生徒会長室を後にした。







　先に会長室を辞していた高たか崎さき佳よし由ゆ季きは、自分の教室に向かっていた。階段を降りながら、真琴の言ったことを頭で反はん芻すうする。茉衣子はどう思ったのか知らないが、真琴は佳由季に何かを伝えたりはしなかった。「どうしようもないことは知らないほうがいい」というセリフは、あれは茉衣子に放ったものだろう。茉衣子が現在どんな問題を抱えているのか、佳由季は立ち入るつもりはない。だが、真琴が「どうでもいい」という時は、真実どうでもいいに違いない。

　どうでもよくないのならば、とっくに後ろや裏から手を回して誰だれかを操あやつり始めるだろうからだ。以前の佳由季が、そうされたように。

　佳由季は面おも白しろくもなさそうな顔で、三階まで降りると教室へと続く廊下を歩き始めた。

　ちょうど対面から来た一人の男子とすれ違う。

「ん、お前……？」

　そいつには見覚えがあった。佳由季が中等部三年だった時、同じクラスにいたように思う。ただ、そいつは確か、高等部に上がる前に能力を失って最後の終業式を待たずに学園を出て行ったはずだ。

「おい」

　振り返った佳由季の声が聞こえなかったのか、そいつは廊下の突き当たりから階段の踊り場へ姿を消すところだった。一いつ瞬しゆんどうするか迷い、佳由季は駆けだした。後を追う。

　数秒とかかっていないはずだ。佳由季は階段にとって返し、もう一度、

「おい！」

　しかし佳由季は目を瞠みはることになる。

　たった今、踊り場に吸い込まれたはずの男子生徒。その姿はどこにもない。そんなはずもない。上るにしろ下がるにしろ、すれ違ってから佳由季が飛び込む僅わずかな時間では、せいぜい二、三段くらいを移動するのが精一杯だろう。

　突然、その場で煙のように消えたのでもない限り。

「消えやがったのか？」

　佳よし由ゆ季きは片手の指先で側頭部を軽く叩たたいた。さて、あいつの名前は何だったっけ？













○四章







　茉ま衣い子こはコンソールを操そう作さして観かん音のん崎ざき滋しげるのデスク端末を探した。二年Ｃ組の教室、そこの机の一つが該がい当とうする。滋は現在、物理の授業中だった。かまわず茉衣子は割り込みをかけた。滋の耳には接続を要求する電子音が届いているはずである。

　間もなく、ディスプレイの一角にウィンドウが開いて滋の端末に繫つながったことを知らせてくれた。茉衣子は口元のイヤーマイクに囁ささやきかけた。

「滋さんですか？」

『こちら、俺おれ。なんだい？　光こう明みよう寺じ。授業中に』

「お伝えしたいことがございます。他ほかでもない、真ま琴ことさんから聞き出した重要な情報を一刻も早くあなたに伝達しようと考えたのです」

『それは俺の学習意欲を削そいでまで知らせないといけないことなのか？　昼休みではダメなのかい』

「我々にはタイムリミットが課かせられておりますゆえ、限りある時間を精一杯有効利用しなければならないのですわ」

『リミットのあるのは光こう明みよう寺じだけだろう？　俺おれはあの班長さんとは何も賭かけてなんかいないよ』

「あなたはわたくしがあの極悪人の下げ僕ぼくになってもかまわないと言うのですか？　まあ、なんという非情さ、冷酷なかたなのでしょう。わたくし、泣きそうですわ」

『光明寺の泣き顔なんて全然想像できないけどね……』

「それでは、次の授業明け、部室にて落ち合いましょう。よろしくて？」

『解わかったよ。はいはい』

　ウィンドウが閉じる。茉ま衣い子こは再びコンソールを操そう作さして、今度は別の情報の検索を開始した。生徒たちの個人情報のうち、問題のない箇所だけは誰だれでも容易に入手することができる。どこでもいい、手近な端末を操作して、その名前を検索すればいいのだ。

　茉衣子の指は、画面に『蒼あおノ木き類るい』、続いて『志し賀が侑ゆう里り』と入力した。

　その結果解ったことは、蒼ノ木類が第三ＥＭＰに転入してきたのは中学二年の新学期。志賀侑里は、その一年後、中学三年春の転入生。二人とも中等部の部屋は別々だった。彼女たちが同じ寮りようの相部屋になったのは高等部に上がってからである。

「ということは、お二人が同室になってまだ三ヶ月足らずですのね」

　類の身振り手振りや口調が切実だったことで、茉衣子は二人がもっと長い期間、部屋を共有していたのかと思っていた。中等部と高等部では寮が違うが、お互いに希望すれば寮が変わっても同室になることができる。茉衣子と若わか菜ながそうだった。二人はもう何年も同じ二段ベッドの上下で寝起きしている。

　茉衣子はじっと表示画面を覗のぞき込んでいる。

　猫専用とサイバーテレパス。侑里が消えた理由に、それぞれの能力は関係ないだろう。どこから調べたらいいのだろうか。

「まずは」茉衣子は独りで呟つぶやいた。「脚を使って調査すべきでしょうか？」







　いったん部室に行って茉衣子は休み時間を待った。チャイムが授業の終わりを知らせてしばらく、滋しげるがやれやれという擬ぎ音おんを背負ってやってくる。

　その彼に、茉衣子は聞き込み調査をするべきだと提案した。

「それはいいアイデアかもね」

　滋はさも茉衣子を褒ほめ称たたえるような調子で言って、茉衣子を気分良くさせる。

「なんとなく探たん偵ていっぽくなってきたなあ。その調子で真相に辿たどり着こうじゃないか」

　聞き込み調査に赴くのは茉衣子一人に決定した。女子寮りように男が足あし繁しげく姿を現すのはよろしくないと判断した結果であった。「俺は行ってもいいんだけど」と物欲しげにする滋を見て茉ま衣い子こは断固として言い切った。「わたくしが行きます。わたくしだけが」

　そうやって茉衣子はやって来た。ちなみに類るいには声をかけていない。事件の当事者がいないほうが、第三者から証言を引き出しやすいのではないかと考えたのである。茉衣子はまず、４１３号室の両りよう隣どなりの部屋を叩たたいた。まだ授業中の時間だったが、時間割は生徒おのおので好きなように割り振れる。日中に寮りようにいる生徒は少なくなく、茉衣子は楽観的にその可能性に賭かけてみた。どうやら勝ったようだ。

　４１４号室から顔を出した女子生徒は、廊下に立つ黒衣の娘にギョッとしたような顔を作ったが、

「なに？」

　扉をあわてて閉めることもなく応対してくれる。

「ちょっとお話しが」

　茉衣子は自分では社交的だと思っている笑顔を作りながら切り出した。その笑顔は相手によってはなぜか不気味さを催すようだったが。現に４１４号室の住人は、茉衣子を招き入れることなく扉をそれ以上開こうとはしなかった。

「お隣のかたについて、お訊ききしたいことがあります」

「どっちの隣のかたのこと？」

「４１３号室の志し賀が侑ゆう里りさんについて」

　茉衣子の問いに、彼女はふうんという顔をして、

「何が訊きたいの？」

「侑里さんが一週間ほど前に姿を消してしまったことはご存じですか？」

「うん、まあ知ってるけど？　類が騒さわいでたからね。保安部に行けって言ってやったんだけど、本当に行ったみたいだね」

　茉衣子が対たい魔ま班はんにいることは知っているらしい。

「見つかったの？」

「いいえ、まだです。だからわたくしがこうして参上しているのですわ。それはともかくとして、消え失うせる前の志賀侑里さんに何か変わったことはございませんでした？」

　女子生徒は、「そうねえ」と、少しだけ首を傾かしげて、

「侑里はここんとこちょっと変だったかな」

「どのようにですか？」

「うーん、すっごく変わったってわけじゃないけど……」

「どんな細やかなことでも歓迎いたします。あなたの主観のみでけっこうですので」

「そう？　なら言うけど、やけに類と仲がいいように見えたね」

　その答えは茉衣子を二度ほど瞬まばたきさせた。

「いいことではないですか」

「あのね、類るいはたぶん侑ゆう里りを好きなんだろうと思うんだけど、侑里はねえ。八方美人だったから。あたしが見る限り、侑里は類に特別な感情なんか持ってなかったよ。たくさんいる友達の中の一人って感じ。同室だからって特別視してるようにも見えなかったなあ」

「その侑里さんの変化は、いつ頃ごろから見られるようになりましたか」

「そうねえ……。先月の終わりくらいにはそうだったかな」

　不意に茉ま衣い子この脳裏に既視感が走り抜けた。先月の終わり。その言葉に自分のどこかが反応している。茉衣子が意い識しきを探索していると、

「でもね、類はいい娘こだよ。ちょっとおどおどしてるけどね。こんくらいでいい？」

　とってつけたようなフォローを最後に言って、女子生徒はドアを閉めた。思索に励んでいた茉衣子は別れの挨あい拶さつをし損ねて、しかし、し損ねたことにも気づかないまま廊下に佇たたずんでいた。

　結局、自分の脳から何も引き出せないまま、茉衣子はもう一軒、聞き込みを続けることにして手近な部屋の扉をノックした。







　二軒の聞き込み調査で充分と判断した茉衣子は部室に戻ってきた。これ以上脚を使っても大したことは解わかりそうにない。調査によって判明したのは、

　１．蒼あおノ木き類にとって志し賀が侑里は親友である。

　２．志賀侑里にとって蒼ノ木類は友人の一人である。

　３．周囲の目は２を正解だと認にん識しきしている。

　この三つと、

　４．しかしながら先月末から行方ゆくえ不明になるまでの数週間、侑里は類がまるで親友であるように振る舞っていた。

　これらのデータが重要な手がかりなのかどうか、茉衣子には判断が付きかねた。なにしろ彼女には事件の真相がまるで見えていなかった。見当も付かないと断言できる。

「どうなのでしょう」

　茉衣子は首を傾かしげる。

「わたしにはさっぱり解りませんわ」

「なるほど」

　滋しげるは報告する茉衣子にうなずきかけながら呟つぶやいた。茉衣子はなんとはなしに面おも白しろくない。なぜ自分がヒラの捜査員で、滋が上官のような態度なのか。理り不ふ尽じんさを感じずにはいられないが、調査員係を買って出たのは自分であり、それを否定するのは自分の決意を否定することになる。自分を否定するくらいなら茉衣子は世界を否定することを選ぶ。そのような心理的働きの結末として、茉衣子は気にしないことにした。

「わたくしは気にしません」

「え？　何が？」

「何でもありません。独り言です」

　滋しげるは、「あ、そう」と言って受け流した。どうやら彼は茉ま衣い子こにリアクションするより、自分の考えを深くすることが重要なようだ。しきりに「ふうん」とか「なるほど」とか呟つぶやいている。

　自分が相手を無視するのはいいが無視されることには耐性のない茉衣子は、その無反応さが許せない。

　何か言おうと口を七割ほど開けたとき、余計なモノが部室の扉を蹴け破やぶった。

「やあ茉衣子くん、一日ぶりだなっ！」

　意味もなく長い脚に続く意味もなく白衣をまとった男が百％無意味な笑い声を配下に引き連れて登場した。

「どうかねっ！　謎なぞはすべて解けたかな！」

　もはやリアクションする気にもならず、窓の外に目を転じる茉衣子である。彼女の代理を務めることにしたのか、滋が至って冷静に宮みや野のを迎えた。

「どうも。光こう明みよう寺じの班長さん」

「いかにも、私が茉衣子くんの責任者だ」

「違います。わたくしではなく、わたくしが所属する対たい魔ま班はんの責任者です。勝手に省略しないでください、気持ち悪い」

　しかし宮野は茉衣子を見ず、急きゆう激げきにテンションを落として、思いも寄らないことを言った。

「この事件は、本質的に事件とは言えない。違うかね？」

　茉衣子にちょっと思い当たる記き憶おくがないほど、宮野は妙に落ち着いた口調だった。ただそれだけで、茉衣子はとてつもない驚おどろきに打たれる。だが、宮野はさらに驚くべきことを言い放った。

「私の想像通りならば、この事件では誰だれ一人としていなくなったりはしていない。キミの意見はいかがかね？」

　滋は宮野にうなずき、

「そうだね。俺おれもその意見に賛成だ。事件と言えるものではないかな。事故とも言えないか。単なる錯さつ覚かくと勘かん違ちがいの部類に入るかな」

「何のことですの？」

　茉衣子は二人の男子生徒を見上げる。宮野も滋も、すっかり解わかったような顔をしている。気にくわない。茉衣子自身が何一つ解っていない事柄を、この二人は知っていそうだと感じて、茉衣子は自然と不ふ機き嫌げんになる。

「言うべきことがあるならば、さっさとおっしゃってください」

「うむ、茉衣子くん。私は手を引かせてもらおう。なぜならこれ以上かかわっても楽しいことにはなりそうにないからである。私は別件でもっと面おも白しろそうなことを発見した。よって賭かけは無効──と言いたいところだが、是非にと言うならばキミの勝ちでいい。やむをえん。私の忠誠はキミのものだ！」

「賭なんかどうでもいいのです」茉ま衣い子こは憮ぶ然ぜん。

「私の忠誠よりもカニクリームコロッケパンのほうがよいと言うのかね？」

「わたくしは何もいりません。ただし、わたくしに解わからないことを、とうに解決済みのような顔で会話するのはおやめください！」

　そう言い切った茉衣子から、宮みや野のは視線を滋しげるへと移動させた。茉衣子の怒りの理由がさっぱり解らんと言いたげな顔をして、

「そこのキミ。キミがどうやって正解を導みちびき出したかは知らんが、茉衣子くんに説明してやってくれたまえ」

　宮野は部室の本棚から古ぼけた洋書を取り出すと、パイプ椅い子すにどっかりと腰を落ち着けて読みふけり始めた。取り付くしまもなさそうだ。

「光こう明みよう寺じ」滋は唇に僅わずかな湾曲を生じさせて、「じゃ、説明しようか」

　滋は茉衣子の水で濡ぬらした黒板のような瞳ひとみが自分に向くのを待ってから、

「すべての非合理的な可能性を消去していくと必ず最後に唯一の消去できない可能性が残り、それがたとえどんなに信じがたいものだとしても残ったからには真相と呼ばれる」

「ええ、あなたはそんなようなことをおっしゃいましたわね」

　あなた、にアクセントを置いて茉衣子は言い、滋は続けた。

「では俺おれたちが入手した手がかりから、非合理的な可能性を消去していこう」

　そう言いながら天井を見上げる。考えをまとめるように二秒くらいの沈ちん黙もくの後、

「まず一番の問題だったのは、現場が密室になっていたということだ。ドアに鍵かぎさえかかっていなかったら、別に難しい話じゃない。ただの失しつ踪そう事件になる。密室状況という、そのたった一つのピースがあるだけで、侑ゆう里りさんの行方ゆくえ不明は難問に昇しよう華かしたわけだ」

「失踪でも充分だと思いますけれども」

「その場合は保安部がどうにかすればいいだけの話さ。されど保安部は動かず、真ま琴ことさんにすげなく追い払われて類るいさんは俺たちの所に来た」

　茉衣子は静かに聞いている。ちらりと視線を飛ばすと、宮野は開いた本を膝ひざに載せたまま首をぐらぐらさせていた。寝ているに違いない、と茉衣子は思った。それともヒュプノスを喚起する呪じゆ文もんでも唱えてしまったのか。

　滋は語る。

「それで、だ。もし最後に残ったたった一つの可能性、推理によって残された真相がまったく合理的でなかったとしたら、事件そのものが噓うそっぱちだと推定できる。しかし俺たちの住んでいるこの世界には、非合理的な現象がそこらでにぎわっている。つまり、消去法では消しようのない可能性が常に残るんだ。俺おれたちの知らない、新しい能力が関係しているのかもしれない。侑ゆう里りさんにサイバーテレパス以外の能力が覚かく醒せいして、その能力によって自ら消えたのかもしれない──というふうにね。つまり最後にどうしても除けない事柄が複数個残るんだ。一つに絞ることなんてできないのさ。でもこの残った複数の可能性には共通点がある」

　茉ま衣い子こは黙だまって耳を傾けている。

「それはね、そのすべてが超自然現象に限定できるってことなんだよ」

　思わず口が出た。

「あたりまえでしょう。ここはＥＭＰ学園なのですから」

「そうだ。そして、まさにそのおかげで、俺たちは真実へと肉にく薄はくできるのさ」

　茉衣子は再び黙り込んだ。滋しげるは笑みを見せる。

「なぜなら俺たちはこの事件にＥＭＰ能力者が絡からんでいないことを知っている。真ま琴ことさんが保証してくれたからね。あの人は噓うそだけは言わない。それどころか、ヒントまでくれたじゃないか」

「しかし、それではもっとおかしいことになるのではないですか。物理的に消失する方法はまっさきに消去されたのでしょう？　それで残ったのがＥＭＰ能力による、ということだったのでは？」

「そうだね」

「でも、自発的にしろ他者による強制にしろ、ＥＭＰ能力者もまた無関係であると」

「うん、そう」

「それではすべての可能性が消されたことになります。何も残りません。無限から無限を引き算したようなものでしょう」

「無限から無限を引いても、残るのは無限だよ」

　茉衣子は滋の訂正を無視して続ける。

「ツジツマの合わない可能性をすべて消去して、あげくゼロになったのだとしたら、いったい本当の解答は何になるのですか？　解答が出ないからといって問題がなくなるわけではないのですわよ。志し賀が侑里なる女子生徒がいなくなったのは真琴さんも認めています。実際に、人が一人消えているのです」

　しかし滋は平然とした顔で、

「最初の前提が誤りだったとしたらどうだろうね。問題の内容に間違いがあったら、導みちびき出される解答が正しくなることもありえない。この場合もそうだよ、前提が事実とは違っていたんだ」

「類るいさんが噓を言っていたのですか？」

「彼女が意い識しきしないまま、噓を言っているんではないかとは最初に考えたね。もし故意に噓を吐ついているのなら、あの真琴さんの所を訪れるはずはない。だが、思い込みのあまりに現実が見えていないということはあり得ると考えた。ひょっとしたらベッドの下に侑ゆう里りさんの死体でもあるんじゃないかと思ったりもしたよ」

「……匂においを嗅かいでいたのは、それでですか？　腐ふ臭しゆうを嗅ごうとしていたのですか？」

　初しよっぱなにそんなことを考えていたとは、茉ま衣い子こは滋しげるの想像力を褒ほめるべきか呆あきれるべきか迷った。

「まあね。自分でもまさかとは思ったけどやっぱりそれはなかった。類るいさんは自分の見たままのこと、感じたままのことを言っていたんだよ、間違いなくね」

「どういうことです？」

「彼女は侑里さんがいなくなったと言っただけだ。それを人間消失だと定義したのは我々のほうさ。間違っていたのは、俺おれたちの認にん識しきだよ」

「それのどこが間違いなのです。そのまんまではないですか」

「志し賀が侑里さんは消えた。だが、人間消失は起きなかったとしたらどうかな」

「意味が通りません」

　茉衣子の頭に血が上り始めていた。宮みや野のはかくりと首を垂たらしている。本格的に寝ているようだ。この場で話について行けていないのは自分だけらしい。憤いきどおりを感じずにはいられない。

「いいかな。俺たちは枠組みの中にいる。枠組みというのは何もこの学園のメタファーじゃなくて、俺たちの知り得る情報の集合だ。この事件に関する様々な手がかりを調べ、集めて、知ることのできたすべての情報のことだよ。その情報をもって、俺たちは推理を進めているんだ。それは解わかるね」

「当然です」茉衣子は憤ふん然ぜんとして答えた。まるで滋が茉衣子に諭さとすような口調で言うことにカチンときたからである。

「手がかりが出そろって初めて真相に辿たどり着くことができる。逆に言えば、必要な手がかりがないうちには真相は見えてこない。ジグソーパズルのピースが一つ欠けるだけで、そのパズルは完成しないように」

「それはそうでしょう」

　何を当たり前のことを今いま更さらのように言うのかと茉衣子は訝いぶかしむ。

「しかしながら、一つくらいの抜け落ちならジグソーパズルに描かれている映像が何であるかを知るには充分とも言える。たとえばモナリザの肖像画をジグソーにしたものがあって、そのうちの一つだけが欠けていたとしても、見る者はそれがモナリザだと解るだろう」

「だとしたらどうなのです」

　茉衣子は苛いら立だたしく感じる。持って回った物言いが彼女は好きではない。なぜならそれは自分の特性でもあるからだ。

「一個か二個、ピースがないことが、それほどの問題なのですか？」

「大問題さ。もしその欠けているピースがモナリザの顔の部分だとしたらどうなる？　ひょっとしたらそのピースの顔にはヒゲが描かき加えられているかもしれないし、あるいはアカンベーしてるかもしれないんだぜ。それは全然モナリザじゃない。偽にせ物ものさ」

　茉ま衣い子こはようやく滋しげるが何を言おうとしているのかが解わかってきた。

「俺おれたちが入手した推理のための情報が、今の段階ですべて出そろっているなんて誰だれに解るんだい？　ひょっとしたら肝かん心じんのピースがまだ見つかっていないという可能性、これだけは消去できない。すべてが解ったような気になったところで、次の瞬しゆん間かんにそんな気分をぶちこわしにする新しん鮮せんな手がかりが発見されるかもしれない。我々は、枠組みの中に存在するのだからね」

　だからどうなのだ、と茉衣子は思う。

「あなたは要するに、この事件は解決できないということを言いたいのですか？」

「ある意味ではそうだね。解決か。うん、それは無理だろうね。むしろそのほうがいいような気もする。解決されないほうが良かったと思うこともあるだろうさ」

「でも、あなたは真相を知っているのですね？」

「まあ、そうなるね」

「それも矛盾ではないでしょうか。あなたは手がかりが打ち止めになることを予測できないと言っています。なのに、どうやって真相に辿たどり着いたのです？」

「いいかい、光こう明みよう寺じ。すべてのあり得ないと思われる可能性を消去したら何も残らなかったよな？　つまり侑ゆう里りさんは物理的に部屋から出て行くことはできなかった。また、ＥＭＰ能力によって出て行くこともなかった。そう結論せざるを得なかった」

「ええ……。まあ」

「これ以上の手がかりを待つ必要はない。消去法でいけば、もうとっくにゼロになってるからさ。これ以上否定できるものはない。だとしたら答えは一つだよ」

「それは何です」

「せっかちだなあ。探偵役気分をもうちょっと味わわせてくれよ」

「もうけっこう！」

　ついに茉衣子は叫んだ。

「お願いですから、早くおっしゃってください！」

　滋は、うんとうなずいた。それから僅わずかに声のトーンを落として、

「侑里さんは六月十九日の夜から二十日の朝にかけて、部屋から出て行ったりはしなかったんだ。どうあってもそれは不可能だ。とすれば、一晩で煙のように消え失うせたとしか考えられない。だったろ？」

「ええ……」

「最初に持ち込まれた謎なぞは、志し賀が侑里さんが自室から『煙のように消えてしまった』としか思えない状況だった。一般的に言って普通の人間が煙のように消えることは稀まれだから、俺たちはこの前提が誤りだと考えた」

「ＥＭＰ能力があれば、つまり『普通の人間でなければ』、『煙のように』消えることだってあり得るのではないですの？」

「それがないことは真ま琴ことさんが保証してくれただろう？」

「真琴さんが噓うそを言っているとしたらどうなのです？　あのかたは、時折とても不条理なことを言ったりしたりします」

「不条理ではあるけど、噓をつくことはないだろ。でなければ、真琴さんがあの地位にいることはない」

　仕方なく茉ま衣い子こは首しゆ肯こうした。茉衣子の思う真琴像は、宮みや野のという人間を形作る集合に重なる部分があるにしてもそれは一部であって、確かに深刻な結果を生むデタラメを言う人間ではなかった。そして人物消失は、この学園でもそれなりに深刻な出来事だ。

「そして俺おれたちが目をこらして調べた限り、あの４１３号室のどこにも物理的トリックが使われた形跡はなかった。電子ロックの記録も含めてね」

　滋しげるの演説は続く。

「さて、これで物理的にもＥＭＰ能力絡がらみでも、侑ゆう里りさんが部屋から消えるという可能性はなくなった」

　茉衣子は必死で、しかし顔には出さないようにして頭を回転させた。

「単純な背はい理り法だよ。『煙のように消えてしまった』ことに対する反証をしようと俺たちは奮ふん闘とうした。それはすなわち、『煙のように消えたのではない』という命題を証明しようとする行為に他ほかならない」

　そうなのだろうか。

「その結果として『煙のように消えたのではない』ことを証明する論理的手続きは存在しないことが明らかになった」

　そうなのだろうか。

「『煙のように消えたのではない』ことが否定されたのならば、その逆、『煙のように消えてしまった』という命題は肯定されることになる」

「そうなのですか？」

　滋は一時、真剣な顔で茉衣子を見つめた。そしてゆっくりと言う。

「彼女は煙のように消え失せた。それこそが、最後に残った解答だ。俺たちの知り得た情報ピースのすべてを組み合わせると、それしか残らない」

　さすがに茉衣子は異を唱えることにした。

「そんなバカな話がありますか。わたくしたちはＥＭＰ能力無しでの話をしていたのではないですか。なのに、どんな特別な能力も無しに人間が雲うん散さん霧む消しようするなんてあるはずがありません」

「しかしそれ以外に解はない。俺はそれが真相だと確信するよ」

「でも……！」

　茉ま衣い子こに手をかざして制し、滋しげるは、

「まだ続きがあるんだ。俺おれは『彼女』が煙のように消えたとは言ったけど、『志し賀が侑ゆう里りさん』が消えたとは言ってないよ」

　茉衣子は混乱する。意味を成す言葉とも思えなかった。しかし滋の穏おだやかな口調は変わらない。

「それはね、事実を確認すればいいんだよ。たった一本の電話をかけるだけでいいのさ。まさしく俺はそうしてみた。そして事実を知った」

「どのような事実です？」

「だから人間消失事件なんか最初からなかったということをさ」

「ならば、やはり蒼あおノ木き類るいさんが噓うそを言っていたということになるではないですか」

「違うね。彼女は本当のことを言っている。ただ彼女が知っている事実と、俺が知り得た事実が違っていたということなんだ。類さんと俺とでは現実認にん識しきが異なっていたという、ただそれだけのことだよ」

「あなたの言う真相とは、事実のことなのですか」

「そうだよ。俺は答え合わせをしたんだ。ズルとも言うかな。問題を考えているうちに、ある思いつきを得た。しかしそれを唯一無二の解答とする論理的な根拠はなかった。だからこっそり、正しい解答を盗み見したのさ。それで俺は真相を知ったんだ」

　滋の表情には起伏がない。凪なぎの海面のように。

「志賀侑里さんは自宅に戻っていたよ。彼女はＥＭＰ能力を失ったんだ。それで、もうこの学園にはいなかったんだ。だからこの一ヶ月ほど、類さんの部屋にいた『志賀侑里』は本物ではなかったんだ」

「なんですって？　意味が解わかりませんわ。偽にせ物ものの侑里さんがいたと言うのですか？」

「そうだよ」

「いつ入れ替わったのです？　仮に侑里さんとまったく同じ似姿の人間がいたとしても、そこに本物の侑里さんがいれば、すぐに解りそうなもんではないですか」

「だから本物の志賀侑里さんは、その時にはすでに学園にいなかったんだよ」

　滋は前髪をすくいあげるようにかき上げた。

「その機会はあった。生徒なら誰だれでも、大手を振って学園を出て行ける機会がね。忘れたとは言わせないよ、光こう明みよう寺じ。キミのほうが俺よりも知っているはずだ」

　茉衣子の脳裏に稲妻のような電流が走り抜けた。

「まさか……先月の……」

「そうだね。俺や大多数の生徒には、あの退たい避ひ勧告が何だったのか知らされてないけどな。あの時なら、侑里さんも住み慣れた彼女の実家に帰ることができたはずだ。誰からも後ろ指差されることなく。もちろん、またここに戻ってくることが前提なんだけど」

　忘れるはずもない。茉ま衣い子こはその時、少なからず物語の中心人物となって、学内に残っていた。紅ぐ蓮れんの炎と外部から来た男。

「志し賀が侑ゆう里りさんが最後に女子寮りようＤ棟の４１３号室から出て行ったのは、退たい避ひ勧告のあった翌日だよ。そして彼女は戻ってこなかったんだ。自宅に帰ってしばらくしてから、ＥＭＰ能力の喪失を自覚したんだそうだ。電話して訊きいた。自宅の電話番号は調べればすぐ解わかったしね。それに、彼女は自分のＩＤカードを置きっぱなしにしていたことも思い出してくれた」

「どうやってそれを証明したのですか？　能力喪失を」

「自宅からここに電話したら、真ま琴ことさんがあっさり保証してくれたそうだ。もう帰ってこなくていいわよってね」

　ならば間違いないのだろう。真琴なら、どんな遠くからでも対象となる人間の精神を読み取ることができる。並大抵の感応能力者ではないのだから。

　茉衣子は何とか衝しよう撃げきから立ち直り、反論のきっかけを思いついた。詰問口調を再開する。

「でも……そう、そうですわ。仮に偽にせ物ものがいたとして、類るいさんにも見分けがつかないほど似ていたとしても、その偽物の人が部屋から消えたのは間違いないことでしょう？　密室からの人間消失の謎なぞは、まだ解かれていないではないですか」

「そうでもないよ。先に俺おれは言っただろう？　人間消失事件なんか最初からなかったんだってね。その言葉通りなのさ」

「回り道はもうけっこうです。すぐさま、あなたの思う真実とやらを告白してください」

　滋しげるはやれやれというふうに首を振った。

「結論はこうだよ。早い話が、人物は消失していない。消えたのは別のモノさ。手がかりはずっと前からキミの目の前に転がっていた。正直言って、俺よりキミのほうが先に気づくはずなんだぜ。光こう明みよう寺じ、普ふ段だんはいそがしく校内を走り回っているはずのキミが〈妖よう撃げき部ぶ〉に顔を出そうとしたのはなぜだい？　その時間があったのは、なぜなのかな？」

「それは」茉衣子は答えた。「想念体の発生件数が減少して……」言っているうちに茉衣子の目が見開かれていく。「……ヒマになったから。まさか、そんな……」

「想念体の減少を意味するのは何か。なぜ攻性想念体は、ここしばらくなりを潜ひそめているのか。それさえ事前情報として知っていれば解答へは一直線だ。ねえ、光明寺。もうキミには解っただろう？」

　口を半分開けて固まっている茉衣子に、滋は優やさしく言った。

「想念体はここにいる生徒たちの余剰ＥＭＰ能力が実体を伴ったものだ。放っておいたら自然に消えていくけど、害をなすことが多いから強制消滅させる必要があるわけだ。だが、害をなさない想念体だったとしたら？　そして、すぐにそれが想念体だと解らない形をしていたら？」

　茉衣子はゆるやかに瞳ひとみを閉じた。

「……なんてことでしょう」

　そんなことがあり得るなんて。

　滋しげるはため息のような声で呟つぶやくように、

「類るいさんの部屋から消えた『志し賀が侑ゆう里り』は、想念体だったんだ。だからある日突然、煙のように消えたんだ。とっても自然にね」







　長い沈ちん黙もくの後、茉ま衣い子こはやっと目を開いて首をもたげた。横を見ると、宮みや野のは腕組みをして頭こうべを垂たれている。よほど威力のある呪じゆ文もんだったようだ。後で該がい当とうする項目を調べようと、茉衣子は思う。

「それにしても、なぜその想念体は侑里さんの姿になっていたんでしょうか？　類さんの話によれば、少しも変わりがなかったと言います。そこまで同じものに果たしてなれるのでしょうか……」

「まあ、そうだね。それも光こう明みよう寺じの聞き込みのおかげで何とか解釈できると思うよ。女子寮りようＤ棟の他ほかの生徒さんたちは、確かに侑里さんの性格が変化しているように感じていたんだろ？　特に類さんと親友でもなかったはずなのに、最近妙に仲がよかったというね」

「ああ……。そうなのですか……」茉衣子も気づいた。

「類さんは侑里さんを親友だと思い込んでいた。しかし侑里さんにとってはそうではなかった。だから侑里さんは、能力を失って社会復帰したことを類さんにわざわざ連絡することもなかったんだ。退たい避ひ勧告が終了して、部屋に戻ってきた類さんが何をどう考えたのかは解わからないけど、侑里さんのことを強く想おもったことは間違いないだろうね。その想いが、想念体を生んだんだ」

　茉衣子にも解る気がした。

「そうして発生した『志賀侑里』は、類さんにとって理想的な志賀侑里さんだった。きっと、類さんのことを親友だと考える、かけがえのないの友人だったことだろうね。望んだままの志賀侑里だったのさ」

　それは自分の中にある虚像だ。本質ではない。誰だれも本当の他人を完全な形で思い浮かべることはできない。自分の考える他人は、きっとその人とは別のものだ。それだけではない。果たして人間は自分を正確な形で捉とらえることができるだろうか。自分を正しく知っているのだろうか。他人から見られる自分でもなく、本当の自分を。

　茉衣子は己の胸に問いかける。自分が思う自分と、真実の自分は一致しているのだろうか。

「わかりませんわ」

　滋はポツリと漏もらした茉衣子の言葉を聞いていなかったようだ。

「類さんには気の毒な真相になるね」

　類が想うほどに、侑里は類を想っていなかった。侑里にとって類は、大勢いる友人たちの中の一人に過ぎなかった。それも期間限定の。侑ゆう里りは第三ＥＭＰでの生活を、なかったことにしようとしているように思えた。

「類るいさんにはどう伝える？　俺おれから言おうか」

　茉ま衣い子こはゆっくりと顔を上げた。滋しげるのセリフは類よりも、茉衣子を気き遣づかっているように思える。

「うんにゃ」

　それまで黙だまっていた宮みや野のが突然口を開いた。居眠りから醒さめたのか、こざかしくも狸たぬき寝ね入いりしていたのか。宮野は膝ひざ元もとの魔ま術じゆつ書しよを、空になったティッシュ箱を扱うようにぞんざいにテーブルに放り出し、

「ふむ、簡かん単たんではないか。何をうじりうじりとしておるのか、私は理解に苦しむぞ。ようはこうすればよいであろう。つまりだ、茉衣子くん、キミがその娘っこの親友とやらになってやったらよいのだ」

　茉衣子の目が瞬まばたく。宮野は奇態な笑みを広げて、

「その類なる少女は、早い話が友人が欲しいのであろう。それは別に侑里なる少女でなくてもよかったのではないか？　私の見る限り、類氏はたまたま近くにいて他者と分け隔へだてなく接するミス侑里を勝手に親友だと信じ込んでいたわけだろうが。ならば、他ほかの誰だれかが親切めかして接近してくれば、彼女はその誰かを親友だと思い込むことだろう。この際だ、茉衣子くん。キミがその役者になってやればいいのだよ」

「でも」

　茉衣子は逡しゆん巡じゆんした。それでは、ただの同情ではないか。

「はっはっは。同情から始まる関係もよくあることだ。茉衣子くん、キミの揺れ動く気持ちは私には筒抜けである。おそらくこれはキミにとって指摘されたくない部類のものだと想おもわれるが、指摘してみてもいいかね？」

「なにを、です？」

　宮野は微笑ほほえんだ。それは滋のものと違って、マイナス方向への笑みだ。

「怒らずに聞いてもらいたい。いいかな？　蒼あおノ木き類とキミは境遇が非常に似ているのだよ。自覚があるのではないか？　キミは聡さとい。気づいていないはずはないのだ。茉衣子くん、キミが蒼ノ木類に向ける感情は、実は自分に向けられているものなのだ！」

「……意味が、」

「わからんかね？　そんなはずはないな。蒼ノ木類と志し賀が侑里の関係性に、似たものをキミも持っている。持っていると自覚している。そうではないか」

　茉衣子は険しい視線を白衣の男へ突き刺した。宮野が何を言おうとしているのか解わかった。それは茉衣子があまり認めたくない事実だった。制止する間もなく、宮野は声の矢を放つ。

「キミ、光こう明みよう寺じ茉衣子と高たか崎さき若わか菜なの関係性が、まさに同じものだ。キミがこの学園で親しくしている人間が何人いる？　若わか菜なくんを除けば、誰だれが残るのか？　キミの親友とはいったい誰なのだ？」

　その言葉は容易に茉ま衣い子この心しん臓ぞうを貫通した。

「若菜くんに聞いてみたことはあるのかね？　彼女にとって茉衣子くんがどのような存在であるのかを。訊きけはしまい。キミは繊せん細さいで、そして臆おく病びようでもあるからな。しかも若菜くんは正直者だ。やすやすと自分の思うところを言葉にして投げかけるだろう。その言葉はキミにとって穂ほ先さきの鋭するどい槍やりになるのかもしれないな」

　茉衣子は無む意い識しきに自分の髪を握りしめていた。反論の言葉が思いつかない。いつもならいくらでも宮みや野のに反抗できるのに。普ふ段だんは軽石のようにしか思っていなかった宮野の言葉の一つ一つが、まるで鉄のように思えた。




　ポン。




　マヌケな音がした。

「うーん、やっぱり思い通りのものは出ないなあ」

　そう言って茉衣子に微笑ほほえみを向けた滋しげるの右掌てのひらの上に、ボロボロの木ぎれが載っていた。滋は棒きれを指先で振って、

「花でも出してやったら光こう明みよう寺じにプレゼントするグッドタイミングだったのにね。なあ、光明寺、あまりこちらの班長さんの言葉を真まに受けることはないよ。そっちの彼が言いたいのは、人間は皆、似たような境遇を共有するってことさ」

　滋は物体引き寄せで取り出したらしき木の棒、おそらく山の中に転がっていたのだろう、枯れ木の枝をテーブルに置いて、

「たとえばさ。班長さん、キミには親友がいるのかい？」

「もちろんだ」と宮野は胸を張る。

「その親友さんは、キミのことを親友だと認めているのかい？」

「そうに違いないと、私は確信している！」

「な？」と滋は茉衣子に両手を広げて見せた。「思い込み一つでどうにでもなるってことを、班長さんは言いたいのさ。客観的な事実が何かなんて、誰にも解わかりはしない。解る必要もない。他人と主観を共有できないからこそ、その多様性でもって人間はここまで発達してきたんだ。唯一の客観に支配された世界が楽しいはずはないよ」

　茉衣子はのろのろと呟つぶやくように、

「それは……わたくしを慰なぐさめようとしているのですか？」

「まあね」

「慰めなど無用です。わたくしは……同情されることが大嫌いなのです」

「そうだったね」

「必要ありません。わたくしの名は光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こ。この学園で誰だれよりも道理をわきまえた人間です」

　滋しげるは愉快そうに笑い、そして言った。

「そうだね」

「班長が何を言おうと、それはすべて妄もう言げんなのです。わたくしとしたことが、一いつ瞬しゆん忘れかけてしまいました。このイカレトンチキニワトリ頭の言葉など、猫の鳴き声以下の情報量しか持っていないでしょう」

　茉衣子は決然と首を反そらした。

「ですので、わたくしはそのような言語攻こう撃げきにも無敵の防御を誇るのです。なぜならその言葉に意味など無いことが解わかっているから──あ……れ？」

　勢いをつけて宮みや野のを睨にらもうとした茉衣子の視線が宙に螺ら旋せんを描いた。長身の白衣姿はどこにもない。いつしか消えていたのだった。滋が代わって言った。

「ああ、あの班長さんなら、さっきとっとと出て行ったよ。もう言うことがなくなったみたいだね」

「なんて！　卑ひ怯きようですわ。わたくしに反論を許さずに逃げるとは！」

　憤いきどおる茉衣子をまあまあと制止して、滋はにこやかに、

「あの人らしくていいじゃないか。それよりも、今は類るいさんのことを考えよう。さあ、どうするかな……」

　茉衣子はようやく落ち着いて呼こ気きを整えた。蒼あおノ木き類の小さな草食動物のような雰囲気が思い出される。彼女に真相を教えるのは……。

「わたくしの役目ですわ、やっぱり」

　言い切って、茉衣子は立ち上がった。握り拳こぶしを作る。

「こうなれば傷は浅いうちに治ち療りようするのが一番です。さっそく、告げに行って参ります。こう見えてもわたくしの信条は言行一致、悩むくらいなら考えずに行動すればよいのです」

　滋の視線を背に受けながら、茉衣子は確かな足取りで部室の扉を開いた。







　結局、真相を解明したところで誰も幸福になんかなってはいなかった。茉衣子には、真ま琴ことが終始とぼけた態度を取っていた理由が解るような気がする。あの会長代理は、当然、何もかも知っていたことだろう。

　類に何も言わず、茉衣子たちに真実を考えさせるようにしたのは──それは、何のつもりがあったのか解らない。単なる気まぐれだったのかもしれない。おかげで茉衣子は自分までが傷ついたような気分を得た。恨うらもうと思えば茉衣子は誰でも恨むことができる。ただし、真琴を恨うらむつもりはなかった。その対象となる人間は宮みや野のだけで充分だ。二人以上を呪のろうには、自分の精神は健全すぎると彼女は考える。

「まあ、これはこれでよかったのですわ」

　茉ま衣い子こは呟つぶやいた。

　類るいは〈妖よう撃げき部ぶ〉に入部することになった。あの時、初めて類が部室を訪れた時に書かせた入部申しん請せい書しよを、そのまま再利用してやっただけのことなのだが。

「これが報ほう酬しゆうです」

　と、茉衣子は言い張った。

「部員はいくらいてもいいものです。猫をお持ちでもない猫使いでも、時と場合によっては役に立つかもしれません。枯れ木も山の賑にぎわいと申します。そうでございましょう？」

「そうだね」

　滋しげるは涼しく答えた。そして、部屋の隅のほうで小動物の目をして落ち着きなくもじもじしている類に言った。

「よろしく、類さん。できるかぎり、ここでゆっくりしていってくれたらいい。いまは俺おれたちしかいないけど、あと数日で皆戻ってくる。そうすれば、いつだってこの部室には誰だれかしらがいる。話相手に飢うえているような人たちばかりだから、遠えん慮りよなく聞き役を演じてくれ。ま、光こう明みよう寺じはヒマな時しか来ないみたいだけどね。でも、今までよりは、こっちに顔を出すんじゃないかなあ」

　類は茉衣子をまぶしげに見つめ、茉衣子は窓の外を眺めて、

「部長たち、早く戻って来てくれないものでしょうか。三人だけだと、広々としすぎていていけませんわ」

　独り言を述べるクセは直りそうにない。たとえその場に誰かいるのだとしても。







　太陽は沈んだのち再び昇って次の一日を開始させる。

　それはＥＭＰ学園においても同様であり、燦さん然ぜんと輝かがやいていた太陽はいったん月に天空の支配権を譲ゆずった。どうせすぐに返してもらうと解わかっているからか、太陽の沈みようも潔いさぎよいものだった。もちろん月もちゃんとわきまえている。時間が来れば太陽のためにその場を空けてやるのである。

　そのようにして、第三ＥＭＰ学園の新たな一日も始まった。







　ところで、まだ未解決の事件が茉衣子の前に残されていた。それは茉衣子の本職、対たい魔ま班はんの仕事と密接にかかわり合うものでもあった。

　攻性想念体の急減は、そろそろそれだけで一つの大きな事件であり、第三ＥＭＰ学園に住む学生なら、何かおかしいことに気づく頃ころ合あいだ。平へい穏おんな生活が続くことで異変を察知するというのも変な話だが、異変が日常になっているのが、つまりこの学園の特徴なのだからいたしかたない。危機意い識しきの高い生徒たちは、寮りようの部屋で相棒と、あるいは学食で居合わせた知り合いと、または教室の隣となりの席の生徒と、顔を合わせては一様に不安な面おも持もちで現在の学園における平和について絶えることのない会話をし、あるいはいつまで平へい穏おんが続くか賭かけの対象にし、または原因究明のための思案に暮れ、もしくは何も考えず日々の生活を送るのだった。

　光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こにしてみれば、『それ』が起こったのは突然すぎて理解のおよばぬことであったと言えるだろう。と言うよりも、まさか自分の身に『それ』が降りかかろうとはまったくの想像外であった。彼女は学内の異変を取り除く役割を自分に課かしており、よもや己が異変の当事者になるなどとは思いもしなかったのだ。

　災さい厄やくは誰だれにも平等に舞い降りる。平等に、確率によって舞い降りるのである。災厄のほうに何か言い分があるのだとしたら、「ま、誰でもよかったんだけど」と半笑いで言うかもしれない。それは災厄のほうに訊きいてみなければ解わからない。

　そして、よく知られていることだが災厄は言葉の通じる相手ではないのである。

「そうかもしれませんけれど」

　茉衣子は深々と嘆息した。すでに吐き出した息で風力発電なら豆電球を発光できそうなくらいの回数を数えている。まだ目覚めて三十分しか経たっていないというのに、どうして朝からこうも憂ゆう鬱うつな気分に浸らなければならないのだろう。

「よりにもよって、わたくしがこんな目に遭あわなくてもよいではないですか。理り不ふ尽じん極まりないことです」

「それはわたくしのセリフですわ。まったく、理不尽の極みと申せましょう」

「わたくしと同じことを言わないでください。せめて文面をもっと違うものにしてくださらないかしら」

「どう言えばいいのです？　わたくしは自分の思うところをヒネることなく、思うがままに口にしているのです」

「わたくしは不愉快です。いえ、むしろ不快ですわ」

「わたくしは不可解です。もちろん愉快でも快くもございません」

「あのさー」と若わか菜なは言った。

「喋しやべるときはどっちか一人にしてくれないかなあ。あたし、耳がこんがらがっちゃいそうだよ。どっちのお話を聞けばいいの？」

　茉衣子はきっと若菜を睨ねめ付けて、そしてステレオで叫んだ。

「そんなことはこっちのわたくしに言ってください！」

「わー」

　若わか菜なは両手で耳を押さえて頭を揺らし、だが普ふ段だんのニコニコ顔で、

「茉ま衣い子こちゃんが二人もいると、ちょっとうるさいなあ」

　その通り、彼女の前には、人影が二人分あった。一人は光こう明みよう寺じ茉衣子。そしてももう一人も──光明寺茉衣子であった。

　茉衣子は祈るように手を合わせ、部屋の天井を見上げて、

「ああ、なんということでしょう。この前似たような境遇にあった男性を救ったと思ったら、わたくしがその境遇に落ちてしまうとは」

　もう一人の茉衣子は腕を組み、ひっそりと目を閉じて、

「時間移動のほうがまだよかったですのに、わたくしの偽にせ物ものが登場するなんて、もう最悪と言えます。ええ、もう本当に極めて悪です」

「お待ちを。わたくしを偽物と言うのは承伏できかねますわ。わたくしが本物で、あなたが偽物でございましょう」

「また根拠もないことを言わないでください。わたくしは知っているのです。わたくしこそが本物であるということを。偽物はお黙だまりくださいませ」

「どっちでもいいけどなー」と若菜は嬉うれしそうに言った。「あたしには見分けがつかないよ。うん、あたしと春はる奈なより似てるよ」

「若菜さん、何をそのようにのんきなことを。あなたから見て、どっちが本物なのかご指摘なさい」

「そんなこと言われてもー」

　若菜は代わる代わる茉衣子たちを見て、小首を傾かしげた。

「おんなじだよ」

「はあ」「まあ」と二人の茉衣子は息を吐いた。それぞれ恨うらめしそうに互いを見つめ合う。

「若菜さんに見分けがつかないのも解わかります。確かにあなたは美しく可か憐れんで、かつ聡そう明めいに見えますから」

「あなたもそうですわ。まるで黒こく曜よう石せきから削りだした女神像のようです」

　そして二人の絡からまった視線は、輝かがやかしい瞳ひとみをそれぞれに映し出し、互いにため息をつかせるのだった。

　志し賀が侑ゆう里り消失事件が解決した、その翌日の朝がそうして始まった。













○五章







　その日、その朝。

　若わか菜なと茉ま衣い子この暮らす女子寮りようの一室での一幕だ。合計三名の恰かつ好こうが寝ね間ま着き姿なのは、現在の時刻が如によ実じつに物語っている。午前七時半。全員が寝起きだった。そして茉衣子が自分の身に起きた異常を発見したのは、かれこれ三十分ほど前のことだった。

　その時、異常な寝苦しさを感じて目を覚ました茉衣子は、まだ時計がベルを鳴り響ひびかせるまでにしばらくの猶ゆう予よがあることに気付き、半分寝た頭で寝返りを打とうとした。そして、自分の肩に何か重たいものが載っているのを発見し、寝ぼけ眼まなこでその物体を見るべく首を持ち上げる。

　黒髪と旋毛つむじが見えた。よくよく観察すると、それは人の頭頂部で間違いなく、しかも身体からだの横半分に圧迫感があることにも気づいた茉衣子は結論づけた。

　つまり誰だれかが自分にしがみつき、同じベッドの上で眠っているのだ。

「ふぁ」

　茉ま衣い子こは上品にあくびして、

「困ったものですわ……」と呟つぶやいた。

　この部屋は二人部屋である。二人の住人のうち、一人は自分である。簡かん単たんな四則演算の結果、この黒い頭の持ち主は自分以外の部屋の住人であることが解わかる。二人いる部屋の住人から自分を除くと、残りは一人しかいない。それは高たか崎さき若わか菜なである。

　状況を鑑かんがみるに、この場合、若菜が茉衣子のベッドに潜もぐり込んで眠っているという結論がここに成り立つのである。

　茉衣子は二段ベッドの上でゆるやかに上体を起こした。実は今まで若菜が茉衣子の布団に潜り込んできた歴史はこのベッドにはない。これが記念すべき第一回目だった。茉衣子は微笑ほほえましく思い、実際に微笑んだ。

　なんとまあ、可愛かわいらしいこと。妹とは、まさにこのような少女のことを言うのかもしれません。高崎さまは果か報ほう者ものです。

　そんなことを考える余裕まであった。余裕のあまり、その頭を優やさしく撫なでてやりさえしたくらいである。

「う……ん」

　茉衣子の布団にくるまる茉衣子でないその少女は寝言のような呻うめきを上げ、もぞもぞと掛け布団を引き寄せた。

　ますます微笑ましい気分になる茉衣子は、少女を起こさないように伸びをしてから優雅に自慢の黒髪をかき上げて、枕まくら元もとで時を刻む古風な目覚まし時計を取り上げた。ベルの音で起こすより、自分の手で彼女を目覚めに導みちびいてやろうと考えたのである。

　が、茉衣子がベルのスイッチを切ろうと指を伸ばしたとき、タッチの差で時計は火災警けい報ほうのような音を発した。

　ジリ──。

　もっと鳴りたそうに秒針を動かしている時計のベルを半秒で止める。しかし、その音は睡眠の終末に差し掛かかり、脳が目覚めの準備をしている人間を覚かく醒せいさせるに充分の音量を伴っていた。

　ふにゅとか、ふぬう？とか、ぼやけた声を出して布団から顔を出した少女を笑顔で迎えるべく茉衣子は準備、やがて寝ぼけ顔がゆっくり上がってきて茉衣子と目を合わせた。

「？」

　と、その少女はまだ目が半開きだった。

「？」

　と、茉衣子は目をまん丸にした。

　それは高崎若菜ではなかった。長い黒髪が顔の片方を完全に隠しているが、そもそも若菜の髪はこんなに長くない。若菜の顔はもっと柔らかみを帯びているし歳としよりずっと若く見えるし、なにより茉ま衣い子こはその少女が若わか菜な以外の誰だれかであることをすぐに悟さとった。よく知っている顔だ。それは鏡かがみの中にいて、そこにしかいない顔だった。

　光こう明みよう寺じ茉衣子の顔だった。

　二人はじいっとお互いの顔を見つめ続けた。そして、

「ぎゃああああああ……？」

　生きたムカデを背中に放り込まれたような悲鳴が轟とどろいた。

　そこは高等部女子寮りようＡ棟。寮長の名は縞しま瀬せ真ま琴こと。この部屋に住む一年生は高たか崎さき若菜と光明寺茉衣子、そして今け朝さから、プラス光明寺茉衣子だった。







　二人は同時に悲鳴を上げて跳んで退いた。一人は枕まくらを抱きしめながら、一人は掛け布団を握りしめて。全身の産うぶ毛げを逆さか立だてて、一方の茉衣子が叫んだ。

「何者です！　わたくしと同じ顔をしてるなんて、わたくしの美び貌ぼうの価値が稀き少しようさを失うではないですか！」

　一方も負けてはいなかった。

「何が美貌です！　あなたよりわたくしのほうが三割以上の美貌を誇ります！　あなたはわたくしに似ているだけの偽にせ物ものです！」

「偽物はあなたです！　なぜならわたくしが本物なのですから！」

「大おお噓うそです！　わたくしこそが真実の光明寺茉衣子ですわ！　間違いありません！」

　その時、ベッドの梯はし子ごに脚をかける軋きしみ音が聞こえて、

「なあにいー。茉衣子ちゃん誰と──」

　高崎若菜の小さい顔がひょこりと覗のぞいた。

「ん？　ん？」

　眠そうに目を擦こすっていた若菜は、改めてごしごしと両目をさすり、それから大きな瞳ひとみを何度も瞬まばたきさせたのち、

「あれ？」

　そう言って、ほんわかと笑った。

「茉衣子ちゃんが二人に見えるなあ。ううーん。あ、そうか。これ夢の中だね。あたしまだ寝てるんだね。じゃ、もう一回寝るね。時間になったら起こしてー」

　梯子を下りていく若菜に、茉衣子は慌てて、

「お待ちなさい！　これは夢ではありません。仮に夢であったとしても正夢です。現実です。事実なのですわ」

「もしこれが若菜さんの夢の中なら、それこそさっさと覚かく醒せいして欲しいものですわ」

「んー、おやすみー」

　若わか菜なはベッドの下段に引っ込んで、茉ま衣い子こは二人して飛び起きた。我先に梯はし子ごを下りようとする。

「おどきなさい！　わたくしが先に下ります！」

「いいえ、なりません。先陣を切るのはわたくしです！」

　しばし揉もみ合った後、バランスを崩くずした二人は絡からみ合うようにしてベッドの端を乗り越え、もつれ合って滑落した。







　そして今。

　茉衣子たちは、半月型の目をしていかにも眠そうな若菜を前に置き、きちんと正座してにらみ合っているのであった。

「よいですか、若菜さん。これは夢幻のごとき世界の出来事ではありません。ちゃんと目を開けて、現実を正視なさい」

「さあ、わたくしたちを注意深く御ご覧らんになるのです。そして、どちらが本物の光こう明みよう寺じ茉衣子か、指摘するのです。もはや打つ手はそれしか残されておりません」

　三者とも寝ね間ま着き姿のままである。若菜は、茉衣子たちがまとうヒラヒラの薄うすいパジャマをぼうっとした目で見つめ、次に自分のスウェットの袖そでを引っ張り、

「その可愛かわいいネグリジェ、どこで買ったの？」

「若菜さん！」「そんなことを言っているヒマはないのです！」

「でもさあ」と言って若菜はふあふあとあくび。

「顔も着てる物もぜんぶいっしょだよ。うん、どっちも茉衣子ちゃんでいいと思うよ」

「そうはいきません。どちらかは偽にせ物ものなのです。いえ、もちろんわたくしが本物ですから、こっちのわたくしはわたくしの姿に似せたわたくし偽物、つまり想念体なのです！」

「想念体はあなたのほうです。わたくしは真実の人間、あなたは人間以外、これはわたくしの中での決定事項ですわ！」

「んなこと言ってもー」

　若菜は頭の横の寝ぐせを指で引っ張りながら、のんびりと答えた。

「同じ顔だよ。そっくり」

「そんなことはありません。どこかに違いがあるはずです。たとえば黒子ほくろのあるなしとか、グラマー度であるとか」

「そうですわ、全身を隅々まで調べたら証拠が見つかるに違いありません」

　二人の茉衣子は、やおら貫かん頭とう衣い状の寝間着を脱ぎ捨てて、若菜の目に下着姿をさらした。

「若菜さん、どうです？　違いがありますでしょう？」

　びっくりした動物の目をして、茉衣子たちの白すぎる半裸身を眺めていた若菜は、いちおう考えるつもりにはなったらしい。じいっと茉ま衣い子こ二人の身体からだを鑑かん賞しようし、そして、

「茉衣子ちゃんのハダカなんて、そんなによく見てないからわかんないよ。それに、どっちもホクロも傷もぜんぜんないねえ」

「なんとまあ」と茉衣子はため息。「綺き麗れいすぎるのもこんな場合には困ったもんですわね。わたくしはこの自分のシミ一つない美び肌はだを恨うらむべきでしょうか」

「完全な美がこんなところで仇あだとなるとは、わたくしはわたくしをデザインした神を恨めしく思いますわ」

　自画自賛するようなセリフを吐きながら、二人の茉衣子はお互いの身体をじろじろ観察する。

「わたくし、もう少し顔がやせているのではないかしら」

「あなたこそ、目のあたりが少々キツうございますわ。わたくしはもっと優やさしい目をしているはずです」

　片方の茉衣子が、もう片方の茉衣子の頰ほおをつまんだ。

「こんなにぷよぷよ。わたくしはもっとシュッとしているはず」

　つままれた茉衣子は、つまんでいる茉衣子の鼻先をつついた。

「少しばかり低いのではなくて？　わたくしの鼻筋はもう少し気高いのです」

「あなたこそ、この二の腕の肉の付きようはなんですか」

「あなたの太ふと腿もものほうが肉が付いているように見えます」
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　横から若わか菜なが、

「だから、おんなじだよう。ね。それでいいんじゃないかなあ」

　茉ま衣い子こたちは、本当にそれでいいように微笑ほほえんでいるルームメイトを凝ぎよう視しした。若菜はいつもと変化なしの顔で笑っている。

「茉衣子ちゃんが二人になっても、あたしは困んないよ。仲良くしようね」

　二人の茉衣子の全身から、毒気が蒸気のように失うせていった。







　一方、異変は茉衣子と若菜の部屋だけに来訪していたわけではなかった。確率は全員に等しく降りかかって可能性をもてあそび、異変を男子寮りようにも運び込んでいた。そしてその異変の中心地には、これもまた高たか崎さき佳よし由ゆ季きの部屋があったのである。

　佳由季は部屋の隅で何者かが蠢うごめいている気け配はいによって目覚めた。だが、別段不ふ審しんを覚えたりはしない。先日来、この部屋には勝手に宮みや野のが居着いてしまったからだ。何やらガタゴトと音を立てているのは、どうせ奴やつが朝っぱらからカップラーメンでも喰くおうと戸棚を漁あさっている音に違いない。僕ぼくの買い置きを断りもなく喰うんじゃない。

　そう指摘しようとして身体からだを起こした彼は、意外な光景を自室で見ることになる。

「やや、寮長殿！　お目覚めかね！」

　無意味な大声を張り上げる宮野が万年コタツでカップラーメンを喰っているのは予想範はん囲い内の室内風景である。

「あら、高崎さま。今け朝さはずいぶんごゆっくりでございますね。ただいま紅茶をお淹いれします。レモンですか、それともミルク？」

「ストレートで」

　反射的に答えてしまってから、佳由季は声の主の正体をようやく見極めた。予想範囲外の人物がそこにいた。カーテンのない部屋に差し込む朝日の中で、まるで各国の神話から女神を取り出してコンテストを開いた結果に最優秀女神賞を獲かく得とくしたような笑みを存分に見せつけているのは──。

「何やってんだ？　お前」

　啞あ然ぜんとして、佳由季は顎あごを垂たらした。

　光こう明みよう寺じ茉衣子が、コタツにティーカップを並べているところだった。その茉衣子は見たこともないほど本気の笑顔を浮かべつつ、

「見ての通りですわ。高崎さまと宮野さまにモーニングティーを振る舞おうとしているのです。ああ……高崎さま。今日はなんと麗うるわしい朝なのでございましょう。わたくし、生まれ変わったような気がいたします」

「宮野さま、だって？　おい、お前、頭でも打ったのか？　それとも罰ばつゲームか？　ドッキリか？　どうしたっていうんだ？」

「まあ困りますわ。なぜそのようなことをお疑いになりますの？　わたくしは心より進んで、ここでこうしているのでございます」

「はっはっはっ！　まさしく！　茉ま衣い子こくんは自らの意思でそうしておるのだ。寮りよう長ちよう殿、キミは少々猜さい疑ぎ心しんが強すぎるようだな！　もっと素直な心を持たないといかん！」

　宮みや野のがバカげた大声で笑い、カップ麵めんをずるずると啜すすり込んだ。

　そんなアホなことがあるか。佳よし由ゆ季きはいくらか冷静さを取り戻した。天地がひっくり返ったとしても宮野を「さま」付けで呼ぶ茉衣子など想像の中にも外にもない。ましてや現実にあるはずもない。これは夢か。茉衣子が部屋の中にいることより、彼女の言葉使いに衝しよう撃げきを受ける佳由季だったが、妹と違って佳由季は再び布団をかぶろうとはしなかった。この現象が夢であると認めるより現実を疑うほうが、この学園では正しい対処方法だからである。

　佳由季は、丁てい寧ねいな作法でティーバッグをカップに落とし込む茉衣子をよくよく観察した。寝起き直後のぼやけた視界では見て取れなかったところが見えてくる。

　それは確かに光こう明みよう寺じ茉衣子にそっくりだった。ただし違うところもある。言うまでもなく茉衣子は「宮野さま」なんて言葉を紡つむぐくらいなら舌を嚙かむに違いない。つまりこの茉衣子に見える少女は茉衣子ではない。

「いやですわ、高たか崎さきさま。そんなにわたくしをお見つめにならないで……。わたくしのこの身は、宮野さまのものなのですから」

　頰ほおを染め、恥ずかしげに長い睫まつ毛げを伏せるその姿は、やはり茉衣子にはあり得ないものだった。言うにことかいて宮野さまのものはないだろう。決定打だ。

「そういうことだ、寮長殿！」

　宮野はその茉衣子からカップを受け取り、紅茶を一息で飲み干してから、

「そこの茉衣子くんは私のものなのだ！　ゆめゆめ懸け想そうなどするのではないぞ！」

「しない」

　佳由季は頭をかき回して、ようやくベッドから足をフローリングの床に降ろした。おかげで目がきっぱりと覚めた。

　その茉衣子と、いつも学内をちょろちょろしている見知った茉衣子と違う点がぽつぽつと判別できるようになってきた。

　いそいそと給仕に励む茉衣子は、背後に後光でも背負っているような、妙な輝かがやきを伴っていた。おまけに全身に紗しやのようなソフトフォーカスがかかっている。表情はあくまで優やさしく柔らかく、あの硬質な美び貌ぼうは誰だれにも親しみやすい物静かな雰ふん囲い気きでもって、取っつきやすさが三倍以上になっていた。

　それ以上に、その茉衣子の宮野を見る目つきがとことん異常だった。地上に降こう臨りんした最高神を見る敬けい虔けんな巫み女このような瞳ひとみの輝かがやき。いっさいの尊そん崇すうと尊敬を高純度でブレンドした、清らかな乙女おとめが国家的英雄を見つめる眼まな差ざし。

　佳よし由ゆ季きでなくても、この現実を疑ってしかるべきであった。それは、宮みや野のにとってすこぶる都合のいい、光こう明みよう寺じ茉ま衣い子この顕けん現げんなのである。

　佳由季は宮野に尋ねた。

「どこの世界から呼び出した？」

「どこからも喚起したりはしておらん。目覚めたらそこに三つ指ついて座っておったのだ。おそらくこれは天界の神々が私に使わしもうた、偉大なる奇き蹟せきの発現であろう！　私はこの奇蹟を目をして、健全な精神的高こう揚ようを覚えずにはいられん！　おお神よ！　そんなあなたにゴッドブレスユー！」

「お前は何様だ」

　佳由季は後頭部の襟えり足あしを無む意い識しきに撫なでつけて呟つぶやいた。

「それで、今度は何が起こったんだ？」

　佳由季はその茉衣子が差し出したティーカップを受け取りながら、朝日の方角へと視線を向けた。逆光の中に校舎が黒い影の面を浮かび上がらせていた。







「それはわたくしの衣い装しようです！　あなたが着ることは許しません！」

「あなたの許可などいりません。これはわたくしの衣装です！」

　定番の黒衣を引っ張り合って可か聴ちよう音おん域いきギリギリの高音を発しているのは茉衣子が二人。とうに制服に着替え終えた若わか菜なは、首をふらふらさせて見物している。若菜の目の前で繰くり広げられているのは実に低次元な争いだった。どこまでも同じである二人の茉衣子は、今日着るべき衣装までも同じ物を指名し、どちらがそれを着るかでモメているのだ。

　ちなみに茉衣子の普ふ段だん着ぎは黒衣しかない。若菜の目からどれも同じに見えるのだが、細かいデザインは一着ごとに異なっており、その日の気分と状況にあわせて選択するのが茉衣子の朝の重要儀ぎ式しきなのだそうだ。有意義な一日を送る上で、それはたいへん高尚で崇すう高こうな儀式であると茉衣子は考えているらしい──のだが、やはり若菜にはどうでもいいことだった。

「どれでもいいと思うんだけどなあ。そだ、たまには制服着たら？　似合うよ、茉衣子ちゃん」

　茉衣子と茉衣子は同室の相方に横目を流し、声を揃そろえて、

「いやです」

「そうお？　じゃあ、あたしの服貸してあげようか？　この前のワンピなんてどうかなあ。あれも可愛かわいかったよ」

「あれは変装用にお借りしただけなのですわ。わたくしの趣しゆ味みではございません」

「ふうん。でもさ、早く服着なよー。そろそろ食堂に行かないと混み混みだよ」

「そうですわね」と茉衣子はうなずき、自分の顔に向かって、

「さあ、さっさとその手をお離しください。これはわたくしが着るのです」

「同意いたしかねます。わたくしこそが着るべきなのです。わたくしが今日まとうべきはこの衣装なのですわ」

「わたくしにとっても同じこと。とうてい引き下がることなどできようはずもありません」

　黒猫のケンカみたい、と若わか菜なは思い、無益な意地の張り合いをしている二人を半分閉じかけの瞳ひとみで見つめる。また眠くなってきた。

　若菜は、あくびをこらえて、

「お腹なかすいたなあ」







「さて、では食堂まで参ろうか！　茉ま衣い子こくん、寮りよう長ちよう殿、用意をしたまえ！」

　宮みや野のががなりたて、茉衣子がその白衣に寄り添うように立ち上がり、佳よし由ゆ季きはとっくに立っていた。言われなくてもすでに着替えはすましている。朝食を摂とるのは彼の毎朝の日につ課かであった。朝っぱらから他人の非常食を無断飲食し、さらに正規の朝飯まで喰くおうとする行為についてはツッコミを入れないことにする。天然ものが養殖に勝るのは、何も食い物に限った話ではなく、それはボケ人間もそうだった。ブラックホールでも降着円えん盤ばんからエネルギーを放つというのに、こいつに投げたセリフは吸い込まれたが最後、永遠にどこともしれない深い穴の中を永遠に落下し続ける。

　しかし、これだけは言わずにはいられなかった。

「できる限り、僕ぼくとは離れて歩いてくれ。それから、お前たちも離れて歩け。少なくともこの寮の中ではな」

「なぜだろう」

「なぜなら、ここは男子寮で女子は原則的に入ってはいけない決まりになっているからだよ。少しなら僕も大目に見ないこともないが、これじゃまるで朝帰りのカップルじゃないか。それも僕の部屋でだ。控えめに言いたくても言いようがない。風紀上の大問題だろうが」

「なに、気にすることはない！」と宮野は右手を振り上げた。本当は左手も上げたかったのだろうが、茉衣子が己の両腕を絡からめていたのだった。

「私は気にしない！　ゆえに寮長殿も気にする必要はない！　実に簡かん単たんなことだ。誰だれかが気にしたとしても私はそのような意識の存在を拒否するのだ。金を払う前にキャンセルすれば支払い義務は生じない。それが商行為法上の判例だ！」

「そんな法律相談を聞いてるんじゃない。僕はだな……」

「行こう、茉衣子くん。学食が我々を待っている。想像せよ！　そこにはまだ見ぬ素す晴ばらしき料理が並んでいるのだ。いざ光陰のごとく赴くのだ！」

「はい、宮野さま」

　楚そ々そとうなずく茉ま衣い子この姿。宮みや野のを見上げる瞳ひとみにはいっさいの曇くもりも躊ちゆう躇ちよもなく、迷いも逡しゆん巡じゆんもなく、それを見せつけられている佳よし由ゆ季きにとっては、まるで悪夢のようだった。不可解という以前に気味が悪い。茉衣子のどこを探してもこんな反応は水素原子一個分もないだろう。

　茉衣子そっくりの茉衣子でない存在は、佳由季に一礼してから、水素に出会った弗ふつ素そ原子のようにくっついて、部屋を出て行った。

　やはりこれは悪夢だ、と佳由季は思った。かつての春はる奈なと自分が、他人からは今のこいつらのように思われていたのではないかと考えて、嫌いやな汗が滲にじんできたからだった。弗化水素は猛毒であることだし。







　結局、勝敗を分けたのはジャンケンでも黒くろ髭ひげ危機一髪でもなく、クジ引きであった。ジャンケンでは永遠にあいこが続きそうな気け配はいだったし、あいにく黒髭の用意はなかった。若わか菜なの持ってきた割り箸ばしに印を付け、それを引くことでこの日その服を着る茉衣子がやっと決定したのだった。どちらが先に引くかで一ひと悶もん着ちやくあったのだが、それには触れない。服選び段階と同じことの繰くり返しであるから。

　茉衣子が二人と高たか崎さき若菜は、普ふ段だんより遅めに部屋を出た。わずかに機き嫌げん良く黒衣の裾すそを脚にまとわりつかせているのが当たりクジを引いた茉衣子で、他人の目にはほとんどどこも違うようには見えない黒衣を着て口を尖とがらせているのがハズレの茉衣子だった。

　ただし、二人の容よう貌ぼうはその黒衣の違いよりも違いがない。若菜は容姿によって彼女たちを区別することを早々に放棄したようで、学習机の引き出しからリボンを取り出し、

「これ付けててよ。どっちか一人呼ぶとき困るからさあ」

　若菜は茉衣子二人を膝ひざを揃そろえて座らせて、流りゆう麗れいな黒髪を一房すくい上げると、そこに色違いのリボンを結んで留めた。片方は右側に水色の、もう片方は左側にピンク色の。

　それが二人を分ける唯一の違いとなった。

　普段より遅めに部屋を出た三人は寮りようの通路を小走り。

「茉衣子ちゃん、いそがないと席なくなっちゃうよ。ご飯もなくなっちゃうよ。はやくはやく」

　いつもと同じ、スマイルマークのような顔の若菜だった。

「若菜さん、あなたはこれが不ふ思し議ぎなことだとは思わないのですか？」

「え、どうして？」と若菜。

「どうしてではないでしょう。わたくしが二人に分裂しているのですよ」

「分裂ではありません。先日の侑ゆう里りさん的な状況下にわたくしは置かれているのですわ。つまり想念体による偽にせ物もの出現です」

「ということは若菜さんは類るいさん的状況ですわね」

「類ちゃん？　……って蒼あおノ木き類ちゃんのこと？」

「知っているのですか？」

「おんなじクラスだからね。配はい膳ぜん当番も一いつ緒しよ」

「なるほど……。それは盲点でした。あなたにも聞き込むべきだったかもしれません」

「なんのことー」

「もう終わった話です。それはいいのです。まさかわたくしが第二段階のスタート走者となるとは思いませんでしたわ」

「だからー。なんのことー？」

「気になさらないでください。このわたくしたちを見て、別に意見がないのなら説明してもやはり無意見でしょうから」

「んー？　そうなの？」

「そうでしょう」

「そうです」

　などという会話をしているうちに、三名は玄関まで辿たどり着き、靴に履はき替えた。実はこの時、茉ま衣い子こは異常状況が自分にだけ落ちてきたのではないと気づくことができたのである。しかし自分の写し身に気を取られていたそれぞれの茉衣子は、「いつもより玄関が混雑しておりますわね」くらいの印象しか持たなかったし、若わか菜なも普通に振る舞っていた。

　三人は燦さん然ぜんと輝かがやく陽光の下、間近に見える高等部校舎へと進軍する。食堂へ続く道は、同じく朝食を求める生徒たちでごった返していた。遅れ気味に寮りようを出たのに、歩いている生徒が多いのはなぜか、そろそろ茉衣子も気づいてよかった。が、相変わらず彼女は互いの姿を盗み見るのに忙しく、若菜はほわほわと歩くのみである。

　そんな彼女たちも、今け朝さの開幕がいつにも増しておかしいことに、ようやく、やっと気づくときがきた。

「わあ？」

　最初に声を出したのは若菜だった。丸い目をさらにまん丸にして、目の前に広がる光景に立ち止まる。さすがに茉衣子たちもそれを見た。

「なんでしょうか、あれは？」

「はて。なんだか……妙に人が多いですわね」

　いかにも、多くの人間がひしめき合っていた。食堂からはみ出した列は長ちよう蛇だを形成し、長く長く伸びている。その列に次々と新たな生徒たちが追加していき、さらなる人の列を作り続けていた。見る間にそれはとうとう列とすら呼べない物に変形していき、ただの人の群れ、広大な群衆へと面積を増やしていくのだった。

「……妙に人が多いのではなくて、多いから妙なのでしょう。こんな混雑は未いまだかつて見たことがございません」

「それには同意します。これは……明らかに定員超過ですわ。多すぎます。中高大の全生徒に総動員をかけても、よもやこれだけの人ひと混ごみを作ることはできないでしょう」

　自分もまたその人混みの一員となりながら、茉ま衣い子こたちは不ふ審しんげに眉まゆをひそめた。一人、若わか菜なだけが、

「すごいね。ごはん、余ってるかなあ」

　のんきな感想を告げた。

「あなたという人は、なんとシステマティックなかたなのでしょう」

　うらやましい、と茉衣子たちは思うのだった。若菜の脳のう天てん気きぶりを自分にも分けて欲しいものだ。そうすれば、朝起きたら自分がもう一人増えていたなんてのも、たいしたことではないと思い込めるかもしれない。

　と、そこで茉衣子はふと若菜の朗らかな横顔を眺めた。この妹のような少女は、先月まで双ふた子ごの姉妹がいた。存在しているのかしていないのか定かではない半はん死し半はん生しようの存在ではあったものの、若菜にとってあの幽ゆう霊れいは確かに生きてそこにいたに違いない。若菜は、その姉妹──春はる奈なと自分の区別が付いていなかったのではないかと茉衣子は考えることもある。自分の兄に甘える性質を春奈にまかせ、そこから一歩引くことで、自分の中の一部あるいは半分を自我から切り離すことで、逆に自我を保っていたのではないか、と。

　どうせ訊きいてもハテナマークを乱舞させるだけでしょうから訊きませんけども。

　茉衣子はそれぞれ、若菜が自分に結びつけたリボンを無む意い識しきにいじりながら、場違いな思索にふけっていた。

　押し合いへし合いは続行中である。山のような学生の、そのうち半分は、どうやら異変を感じてはいるらしいが奇妙に落ち着いていた。残りの半分は足を止めて茫ぼう然ぜんとしているか、すでにあきらめの顔つきになっている。転入したばかりのＥＭＰ学園初心者でもない限り、この学校には不ふ思し議ぎなことなど何もないのだと知っている人間がほとんどだ。いきなり人口が倍増したような光景も、そういうこともあり得るだろうと思ってしまえば不思議でもなんでもない。ところで不思議とは「不・思議」の意味だと思うのですが、思議ってなんなのでしょうか。

　そんなことを考えていたのがよくなかったように思われる。茉衣子は、背後から忍び寄る不ふ穏おんな影二つになかなか気づかず、唐突に空中を伝でん播ぱしてきた声に飛び上がった。

「おお！　そこにいるのは茉衣子くんではないか！　素す晴ばらしき朝が来た！　希望の朝と言っても過言ではない！　私の学園生活でこれほど快活な午前中はなかったかと思うほどだ！　ハバナイスディ！」

　こんな胴どう間ま声ごえを声帯から振り絞るのは、茉衣子の記き憶おくには一人しか該がい当とうしない。二人茉衣子は、握りしめた鉛筆に毛虫が這はっていた時のような顔をいそがしく緊きん急きゆう措置として作り上げ、それから嫌いや々いや振り返った。

　振り返らなければよかった、と思った。

「なっ！」「ななっ!?」

　かくん、と音がしたかと思うくらい下した顎あごが伸びきった。茉ま衣い子こたちは自らの目の機能のすべてを疑う。水すい晶しよう体たいか網もう膜まくか視神経かに何らかの異常が発生したに決まっていた。でなければ、こんな映像を脳が認にん識しきするはずがない。あり得べからざる組み合わせの二人がそこに立っていたのである。それも、まるでシリウスＡとその伴星のように寄り添っているのだ。

「バカな！　そんな……」

「な、なんということを……！」

　絶句する茉衣子たちを尻しり目めに、風もないのにバッサバッサと白衣をはためかす宮みや野の秀しゆう策さくが哄こう笑しようを発し、その腕にしがみついてる少女がつられたように微笑を広げた。

「あれ？　あれ？」と、首の水平移動を繰くり返した若わか菜なが不思議そうに見比べた。「茉衣子ちゃん？　だよねえ。茉衣子ちゃん、また増えたの？」

　リボン付き茉衣子二人は絶句継続中、身体からだの周囲に得え体たいの知れない輝かがやきを放つ茉衣子は無言で宮野を見つめていた。

「プラナリアではないのですから」

　先に口がきけるようになったのは水色リボンの茉衣子だった。

「人を単細胞生物のように言わないでください……」

　力のない声で、ピンク色リボンの茉衣子も言った。

「目覚めて以来、なにやら寒気を感じておりましたが、まさかこのようなことに……」

「何を言っておるのかね、茉衣子くん！　いやさ！　ニセ茉衣子くんズ！」

「に、にせ……」

「そうとも！　私の前に真実の茉衣子くんが降こう臨りんしてくれたのだ！　真実の前にはいかなる偽りも色を失い虚むなしく消え去るのみなのだ！　見たまえ！　この私の茉衣子くんの真なる可か憐れんさを！　これこそが私の茉衣子くんなのだ！」

「噓うそです！」と水色茉衣子。桃色茉衣子も叫ぶ。

「本物はわたくしです！」

「いいえ、わたくしです！」と水色茉衣子。

「わ」と若菜。「茉衣子ちゃんが三人。うーん。目が変になりそうだね」

「そこの偽にせ物もの、班長から離れなさい！」

　ピンクリボン茉衣子は全身の柔やわ毛げを逆さか立だてながら絶叫すれすれの声を出し、水色リボン茉衣子も全身の毛穴から殺気を吹き出しながら裏返った声で、

「と言ってもわたくしが嫉しつ妬としているからではありません！　我慢なりません！　わたくしの身体が班長などに密着しているなんて！」

「はっはっはっ」と宮野は快活に笑い、

「ニセ茉衣子くんたちどもよ！　キミたちが何を言おうと私の茉衣子くんの耳には東の風も同然だ！　私の声しか届かないのだからな！」

「何が私の茉ま衣い子こくんですかっ！」

　茉衣子（水色）は地面を踏みつける。

「わたくしの身体からだを自由にする権利が班長にあるはずがありません！　道理に反します！」

　茉衣子（桃色）も地じ団だ駄だを踏んだ。

「そんなのがわたくしであるはずがありません！　真のわたくしなら、班長の腰に手を回すくらいならその手首を切り落とします！」

「言うまでもないことだが」と、宮みや野のは勝ち誇る。「ニセ茉衣子くんなどの声は、私の耳にとっても東とう風ふうだ。聞く耳を持たん！」

　茉衣子が計三人と若わか菜なと宮野の周囲に人だかりができ始めていた。よく見れば、その人の輪わの中には同じ顔をした生徒たちが何組か混じっていたのだが、茉衣子たち（水・桃）は観客たちを観察、発見する余裕などありはしない。全身を紅こう潮ちようさせて怒りと恥ち辱じよくに打ち震ふるえていた。

　宮野はまだ言っている。

「見たまえ！　この私の茉衣子くんを。こちらの茉衣子くんが『優』なのだとしたら、キミたちは『可』だ！　長年の付き合いに免じて『不可』ではないことにしておこう！」

　ざわめく人垣の一角が崩れ、高たか崎さき佳よし由ゆ季きが積雪をかき分けるようにまろび出てきた。

「あーあ。酷ひどいことになってるな」

「あ、兄さん」

　若菜が手を振るのに無言のうなずきを返し、

「人が増え気味だと思っていたが、何も一晩でこんだけ増えることないじゃないか。部屋が足りないどころか、立りつ錐すいの余地もないぞ。これは寮りよう長ちようの僕ぼくに対する誰だれかのイヤガラセか？　どっから湧わいてきたんだ？」

「茉衣子ちゃんはベッドで湧いてたよ」

　にこやかに答える若菜に、

「……人を浜辺のアサリみたいに言わないでください……」

　息も絶え絶えになっている茉衣子（水・桃）である。

　朝から二人組となった自分の真偽がどうでもよくなってきた。巨大な問題を前にすれば、そんなことは些さ末まつな問題でしかない。

　余計な茉衣子の出現は一パターンではなかった。さらにもう一パターン、自分が現世に降りたっている。ましてやそれが宮野の近辺に堕天したこの現実。そしてその堕だ天てん使し茉衣子は、宮野に絶対の服従を誓っているように見えるのである。

　二度あることは三度あり、それ以上ある可能性もある。この学園に存在する「光こう明みよう寺じ茉衣子」は、いったい何人いることになっているのか。

　リボン付き茉衣子の二人は、自分の想像に戦せん慄りつした。一人で充分なのに二人いて、三人目までもが登場した。これ以上増えないという保証は誰がしてくれるのだろう。

「……そうですわ」

「あのかたなら……」

　茉ま衣い子こ（水・桃）は同時に一人の女子生徒を想起した。彼女はすべてを知っているはずだ。この現象の原因も、ひょっとしたらどちらが本物の茉衣子であるかということも。

　失われた全身の気力を奮ふるい立たせ、茉衣子（水・桃）は拳こぶしを握りしめた。精神的活力のすべてを動員し、酸さん素そを深々と呼吸する。幸い山中の学園では充分な酸素に事欠くことはない。

「若わか菜なさん。朝食は一人で摂せつ取しゆしてくださいませ」

「わたくしは今すぐ行かねばならぬ所ができました」

　茉衣子二人は群衆に背を向け、向けたつもりが人の壁かべに直面し、ガンを飛ばしながら二人並んでずかずかと食堂入り口から離脱した。

　その背に追いすがるように、高たか崎さき兄がついてきたのはどういうつもりだろう。

「僕ぼくも真ま琴ことに話がある」

　佳よし由ゆ季きはスラックスのポケットに両手を入れてぶらぶら歩き。

「お前……お前たちもそうだろ？」

　茉衣子（水・桃）は返答せず、髪の乱れすら気にすることなく歩き続けた。目指すは高等部校舎最上階、生徒自治会長室の植物園だった。













○六章







　修理されたばかりの校舎を歩く道すがら、茉衣子たちは交互に佳由季に話しかけた。

「そう言えば班長はあなたの部屋を間借りしているのではありませんでしたかしら？」

「ああ」

「では……あの、班長にくっついていたわたくしの偽にせ物ものがいつどうやって出てきたのかご存じなのでは？」

「さあな。朝起きたら僕の部屋で紅茶淹いれてた。どこから出てきたのかは知らない。本物のお前でないことはすぐに解わかったけどな」

「まあ、それは何な故ぜです。あ、解りました。真実のわたくしはあのような偽物よりもっと気高く美しく魅み力りよく的であるからですね？」

「いや、お前なら目覚めの僕に向かって優しく微笑ほほえみ『紅茶はいかがです？』なんてことは、気が狂ったとしても言わないだろうからな」

「……高崎さまはわたくしをどんな人間だと思っているのです。ひょっとしたら、優しく微笑んだり人に紅茶を勧めたりしない女だと、勘かん違ちがいなさっておられるのではないですか？」

「お前の印象を四文字熟語で言うと、そうだな。傲ごう岸がん不ふ遜そん」

「毀き誉よ褒ほう貶へんのいずれなのです、それは？」

「貶けなしも褒ほめもしてない。それがお前だってことだ。そうでないから謎なぞのあの娘こはお前じゃない。簡かん単たんなことだろうが」

「まあ。その物の言い様ざま、どことなく班長を思わせます。お気を付けなさいませ、高たか崎さきさま。付き合う人間を選ばなければなりませんことよ。いくら高こう潔けつな魂でも、堕だ落らくに交われば知らず知らず零れい落らくしていくものなのです」

「堕落か零落かは知らないけど」佳よし由ゆ季きは茉ま衣い子こに目もくれずに言った。「影えい響きよう力りよくの大きい奴やつの身近にいたら、何らかの作用を受けるのは確かだな。肯定するにしろ否定するにしろ、そいつに対して感想を抱くことになるだろうから」

　最上階の踊り場で、佳由季は茉衣子たちを振り返り、

「それはお前を見ていたら解わかるさ」

　佳由季の視線が二人の茉衣子の間を往復する。茉衣子は、その目が自分ではなく、より正確を期すならば自分たちの髪を結んでいるリボンに注がれているのに目ざとく気づいた。

　もともと若わか菜なの物だし、その兄に見覚えがあってもおかしくないか、と納得する。

「それよりも高崎さま、あなたはこの事態を予測していたのですか？」

　佳由季は薄うす暗ぐらい廊下を歩きながら、

「してるわけないだろ。まあ、なんとなくおかしな気け配はいは感じていたけどな」

　寮りようの部屋不足問題について、佳由季は簡単に説明した。

「すると、わたくしが人間消失について考えていた頃ころ、あなたは人間増加に頭を痛めていたのですか。なんだか……」

　いるはずの人間が簡単に消えたり、いないはずの人間が自然に増えたりするわけがないから、二つの事件の大おお元もとには想念体がかかわっている。想念体という要素が二つの点の間に線を作っているのだ。それはもう知れたこと。茉衣子が新たに思ったのは、『果たしてその点は、二つで治まるのか』ということだった。

　間もなく会長室の前に到着した。茉衣子（水・桃）は、佳由季がドアのノブに手を掛けるのを見守り、軽い舌打ちの音を聞いた。

「鍵かぎがかかってやがる」

　佳由季は顔をしかめ、高級木材製のドアを乱暴にノックした。

　なかなか返答がない。茉衣子たちが真ま琴ことは留守なのではないかと考え始めたとき、

「なーにーかーなーあ？」

　緩ゆるやかに開いた扉の向こう、緑の園そのを背景にして真琴がこちらに身を乗り出してきた。その真琴を見て、茉衣子は口元を押さえ、佳由季は露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「またあんた？　なにさ。あたしの人気はそんなに高こう騰とうしてるってわけ？　それとも、また変な事件の話？」

　それから茉ま衣い子こに目を止めて、

「どしたん？　この前といい今日といい、珍しい取り合わせねえ。ユキちゃんと茉衣子ちゃん……と、茉衣子ちゃん？」

　くくく、と真ま琴ことは喉のどを鳴らした。

「あらんあらん。やっぱりあんたも増えちゃったのね」

「あんたも？」佳よし由ゆ季きと茉衣子（水・桃）の声が揃そろった。

「あたしさあ、今すんごく忙しいのよねえ。今度にしてくんない？　じゃーまたねー」

　閉めようとする扉の間に佳由季が割り込んだ。

「待て」

　佳由季は苦にがい声。

「いやだよーん。脚どけな」

「黙だまれ。僕ぼくは嫌いやな予感がしてきている」

　真琴と佳由季の掛け合いを、茉衣子たちは目と口を開きつつ眺めていた。

　真琴の恰かつ好こうが妙だった。いつもの制服を着ているのは同じだが、その乱れようが尋じん常じようではなかった。胸元のリボンはどこかに消え去り、ブラウスははだけられたまま、ちゃんと嵌はまっているボタンのほうが少ない。スカートもずれてるし、豊かなポニーテールも寝起きのようにボサボサ。しかもよく見ると目の下あたりがうっすらと染まっている。

　上気気味の顔色で、真琴はチェシャ猫のように歯を見せた。

　茉衣子（水・桃）は真琴の身体からだからむせかえるほどの艶えん香かが放射されているような気分を覚えて、半歩ぶん、後ずさった。

　佳由季は憮ぶ然ぜんと、

「お前、何してた。中に誰だれがいる」

「あんたには関係ないことでござんす。さあ、帰った帰った。あたしは続きに取りかからんといけんのよ。はい、さいなら」

「だから待てこら」

　茉衣子には佳由季が必死になっている理由が解わかるような気分がした。実際、自分もさっき、とんでもなく不快感を感じて精神死する一歩前だったのだ。あれと同じ事が、高たか崎さき佳由季の身にも降り注いでいないとは決して言えない。おまけに、宮みや野のと真琴はどこか似たところがあるのだった。

「しゃあないわねえ。どうしてもって言うのなら入れてあげるわよ。どんぞ」

　ニヤリと笑って真琴は扉を開け放ち、立ちふさがる真琴を押しのけるように佳由季が強引に身体をねじ込んだ。森の中にいるようなオゾン臭を嗅かぎながら、茉衣子たちも佳由季が向かう緑の中へとついていく。

　植物が枝葉を謳おう歌かさせていないのは応接セットと無人の会長机の周囲だけだ。一いつ瞬しゆん見失った佳よし由ゆ季きの背はすぐに発見できた。彼は、応接スペースの手前で、ただ立ちつくしていた。

「まあ！」と茉ま衣い子こ（水）は口を押さえ、

「まあ！」と茉衣子（桃）は両手を握り合わせた。

　やっぱりいるだろうと思っていた、その通りの人物が革かわ張ばりのソファに座っている。だらしなく脚を伸ばし、しどけなくもたれ掛かっている『彼』は、佳由季と茉衣子二人を見て、口元を緩ゆるめて静かに微笑ほほえんだ。

　茉衣子（水・桃）は深く深く、佳由季の心情を察して、心の中で祈りの文句を唱えた。

　あなたの精神に尽きることのない安あん寧ねいと平へい穏おんが訪れますように。

　無む駄だだろうとは思ったが。

　沈ちん黙もくを守りながら『そいつ』を見つめている佳由季の横顔から、茉衣子は『そいつ』へと目を転じ、じっくりと観察した。二人掛けソファを占領し、気だるげに微笑する彼の名を茉衣子は当然知っていた。

　高たか崎さき佳由季が、悠ゆう然ぜんと微笑んでいるのだった。







　嫌いやな予感はしていたが、どうやら最悪の予想が的中したようだった。悪夢は第二段階を用意していた。二段構成の、これが幕開けに違いない。

　佳由季は心の内側がヘビースモーカーの肺はい粘ねん膜まくのように真っ黒になっていくのを自覚した。

　目の前に自分がいて、こっちに向けて気色の悪い笑みを浮かべている。おまけに服装もあやしい。ついさっきの真ま琴こと同様に、こっちの自分もまたシャツをはだけている。少年アイドルの女性ファン向けサービスショットか。アホか。

　ジゴロ風の雰ふん囲い気きで、佳由季でない佳由季はアンニュイに寝ころんでいるのだった。

　無数の葉っぱをかき分けて真琴が茉衣子たちの後ろから姿を現した。お得意のニヤニヤ笑い。

「ま、こういうことなの。ユキちゃん、ゴメンね。あたし、浮気しちゃったあ」

「あのな……」

　佳由季はカブトムシの幼虫を嚙かんだような顔をして、

「なんだ、こいつは？」

「あんた、自分の顔くらい覚えておきなさいよ。それが誰だれだかも解わかんないの？　あんたに決まってんじゃん。ちょっと違いがあるかもしんないけどさ。それはあたしの頭にあるあんたのイメージだからねえ。でも、ほとんど一いつ緒しよでしょ？」

　言って、真琴はそいつの横に身体からだを滑り込ませるようにしてソファに座り、そいつの首に腕をからみつけた。

「いいわよう。このユキちゃんはとってもお上じよう手ず。あんたとは大違い」

　佳よし由ゆ季きの声はどこまでも曇くもっていた。

「僕ぼくはお前に下へ手ただと言われる何かをした覚えはない」

「あんたさあ。お春はるちゃんがどっか飛んでっちゃってフヌケになってるのはよっく解わかるけどさ。このあたしの健康美を見ても何とも思わないわけ？　一人発散行為のしすぎなんじゃないの？　あーさみしいことでちゅねえ。たまになら相手してやってもいいわよん、て散々言ってんじゃん。前回の借りもあるしねえ。ほら、身体からだで払うわ」

　解っているくせに、と佳由季は思う。真ま琴ことには彼の考えていることなど、深層心理まで筒抜けになっているはずだ。だから何も言う必要はない。

「それが通用するのはあたしの前だけよ。あんた、一般社会に復帰しても、そういうふうに生きていくつもりなの？　お馬ば鹿かさん」

　佳由季は黙だまっていた。こうなったら意地でも黙り続けてやる。

「座ったら？」

　やなこった。こいつの指図は受けないことに決定した。

　空気を読んだのかどうか、茉ま衣い子こ二人が進み出て真琴とニセ佳由季の向かい側に腰を落ち着けた。

「真琴さん」と片方が口を開き、もう片方が、
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「先ほどおっしゃっていた言葉に、わたくし、引っかかりを覚えたのですがご指摘してもよろしいでしょうか」

「どーぞ」

　真ま琴ことはニセ佳よし由ゆ季きの露あらわな鎖さ骨こつを指でなぞりながらウットリと答える。

「そちらの高たか崎さきさま……なんと申しますか、男だん妾しようのような高崎さまはどこから現れたとおっしゃられました？」

「さぁ」真琴はニセ佳由季の首筋に唇を寄せつつ、「なんつったっけねえ」

　茉ま衣い子こたちは同時に身を乗り出して、

「頭の中にあるイメージがどうとか、と」

「そうだけど、それがどうしたわけ？」

　真琴はニセ佳由季と粘っこい視線を絡からめ合いながら、

「あんたもとっくに解わかってることでしょ。この前、人型想念体が消えて騒さわいでたのあんたたちじゃん。あたしはどうでもいいって言ったのにさ」

「では……では、これもまたアレと同じ現象で間違いないのですね？　想念体が人の姿で現れた……と」

「それどころか」茉衣子は驚きよう愕がくに背を波打たせている。

「その想念体には、自分が想念体だという自覚がないのですね？　自分のことを、本当に自分だと思っているのですね？」

「そうよん。ね、ユキちゃん。あんた本物だよねえ？」

「そうとも」と応こたえたのは真琴の愛妾となっているほうの佳由季だった。立ったままの佳由季は、その声が自分とそっくりだと知って、改めてイラついた。

　ニセ佳由季は真琴の髪を愛いとおしく指でさわり、

「僕ぼくの愛はキミのものだ」などというロクでもないことを囁ささやきかけている。

　佳由季同様に茉衣子たちもうんざりしていたようだが、気を取り直したか、

「これらの想念体は、つまり他人によってイメージされた人物像が結実したものなのですね？　たとえばそこであなたに愛の言葉を垂たらしている高崎さまは、あなたが理想とする高崎さまの虚像でございましょう」

「そうかもね」と真琴。

「それが答えで相違ありません。ああ、ということは班長は、あのようなわたくしが理想なのですわ。あんなふしだらな女としてわたくしを見ていたとは！」

「おそらく今まで班長はわたくしを眺めながら、心の中でわたくしをあのように弄もてあそんでいたに違いありませんわ。空想とは言え、許せません！」

　憤いきどおりはもっともだが、と佳由季は思った。肝かん心じんな話を茉衣子は忘れつつあるようだ。

「おい」

　しぶしぶ、佳よし由ゆ季きは話を修正することにした。

「ということは、そこにいる二人の茉ま衣い子このどちらかは想念体なんだな」

　不気味なほど同じタイミングで茉衣子二人は佳由季を見上げる。

「でも、どっちとも本物だと思っている」

　うなずく二人。

「そして僕ぼくから見ても違いがわからないほど似ている」

　茉衣子は佳由季の言葉に耳を傾けていた。

「ちょっとおかしくないか？　僕の部屋に出た茉衣子は宮みや野のの妄もう想そうが生み出したんだろう。それはすぐに解わかる。あの茉衣子は元の茉衣子からかけ離れていたからな。そこで寝ている僕のニセ野郎もそうだ」

「そうですわね」と茉衣子（桃）がうなずいた。「こちらの高たか崎さきさまは、どう見ても普ふ段だんの高崎さまより二割くらいハンサムに見えますから」

「真ま琴ことさんの目には、このように高崎さまが見えているのでしょう」と茉衣子（水）。

　佳由季は言う。

「でも僕は、この二人の茉衣子の区別がまったくできない。顔も性格も言いそうなセリフ、全部同じだ。これは何でだ？」

「さーてねえ」

　真琴はニセ佳由季の胸元をまさぐって、

「あたしにも解んないね。お二人さんの精神波もまったく同じなわけ。まったく、そこまで似なくてもいいのにってくらい同じねえ。外じゃ想念体のコピー人間がうじゃうじゃいるんでしょうけど、こんくらい似てる場合はほとんどないんじゃない？」

　茉衣子は二人して眉まゆを吊つり上げる。

「もしや、ここにいる」と、お互いを指差して、「このわたくしのコピー人間は、わたくし自身の頭から湧わいて出たものなのですか？」

　違うだろう、と佳由季は考える。自分の中の自分像を性格に捉とらえられる人間は滅めつ多たにいない。茉衣子の想像する自分の姿は、茉衣子自身とはかけ離れているものになっているはずだ。彼女にとって自分とは、『もっと聡そう明めい』な人間のはずであり、ここにいる二人は本人の思い込む自分像とは違い、他者から見た茉衣子そのものである。誰だれが生み出したのかは知らないが、どちらかは他者による想起の賜たま物ものだろう。

「そうか」

　そこまで考えて、佳由季は解答を発見した。

「若わか菜なだ」

「は？」と、茉衣子は揃そろって雛ひな鳥どりのように佳由季を見つめた。

「どういうことですの？」

「お前たちのどっちかは、若わか菜なの頭から飛び出てきたんだよ」

　佳よし由ゆ季きは教えてやった。

「あいつの頭の中には余計な風が吹いていない。吹き抜けになってんじゃないかと思うくらいだ。若菜は、誰だれか見てもそいつをそっくりそのまま受け取って、余計なものを付け加えたりしない。あいつはそういう奴やつなんだ、昔からな」

「するとわたくしは、若菜さんからこのような感じに思われていますの？」

　茉ま衣い子こたちは顔を窺うかがいあった。佳由季はそれを眺めて、

「というよりは、僕ぼくにもそう見えるな。お前たちは茉衣子に違いないさ。どこにも欠けたり増えたりしている部分がないんだから」

　それでも僕の中から出てくるんだったら、もっと違う茉衣子になっていたように思うけど。佳由季は朝イチで見かけたフォーカス処理したような茉衣子を思い出す。あそこまでデフォルメはしないが……、それはまあ、よいだろう。

「真ま琴こと」

「何さ、バッタもん」

「最近、人が増えていたのはこのせいだったんだな。想念体が生徒に化けていたわけだ。能力喪失で出て行った奴が戻ってきたんじゃない。そいつのコピーが出現していたんだ」

「そうみたいねえ」

「いつからだ」

　佳由季は真ま面じ目めな声で問う。

「その現象が爆ばく発はつ的に発生したのは今日だろう。でも、それまでにもちょくちょくあったはずだ。お前はそれを知っていたな？」

「さあねえ。どうかしら。あたし、解わかんない。つか、どうでもいいわあ。だって今のあたしはとっても幸せ。他ほかに考えることなんて何一つないわねえ」

　佳由季に当てつけるように真琴はニセ佳由季の腕に、はだけた胸を押しつけた。

「ね、ユキちゃん、耳かきしてぇ」

「いいとも、真琴」と、そいつは言った。

「この状況をなんとかしろ」と、言った佳由季に、

「なあに、あんたら。あたしを打ち出の小こ槌づちかなんかと勘かん違ちがいしてんじゃないの？　困ったらあたしに訊きこうとか考えてんじゃない？　ははん、お・こ・と・わ・り。あたしはねえ、今とっっってもいそがしいわけ。見れば解るっしょ？」

「解りたくないね」

　佳由季はつっけんどんである。それはそうだ。自分の顔した奴が、真琴の頭を膝ひざに載せて耳かきしてるんだから、上じよう機き嫌げんになるほうがおかしい。

「そうだ、あんたたちさ、コーヒー飲む？」

　いらない、と三人が言うより早く、真ま琴ことは指を鳴らした。まるでホテルのラウンジで給仕を呼ぶような仕し草ぐさ。

　部屋の奥、ゴムの木の木陰から、また新たな人影が登場した。

「…………！」

　茉ま衣い子こ（水・桃）は、もはや言葉もない。

「お呼びですか、真琴さま？」

　そう言いながら盆を抱えてやって来たのは、黒いエプロンドレスをまとった光こう明みよう寺じ茉衣子その人だった。







「なんちゅうことでございましょう！」

「いったいわたくしのコピーは何人増殖すれば気がすむのですかっ！」

　廊下をふらふらと蛇だ行こうしながら、茉衣子（水・桃）はやり場のない怒りを音声に代えて発散させている。

　その後ろをあきらめの表情で歩いてる佳よし由ゆ季きがいた。これはどうしようもないな、と彼は考えていた。

　真琴は事態を収拾させるつもりがまったくないようだった。

　彼女にとっては、あの「言うことをよく聞く」高たか崎さき佳由季の分身がいたほうが何かと都合がいいのだろう。何をさせる気なんだ、たまったもんじゃないな、と佳由季は真琴に寄り添ってとろけた顔をするニセモノを思い出した。

　どうやらコピーたちはランダムに発生しているようだ。現に、佳由季の頭からは何も飛び出ていない。それは佳由季がＥＭＰ能力がないからなのかもしれないが、茉衣子の頭からも誰だれも発生していないらしい。真琴は二人も生み出しやがった。さすがは変態女だ。

　もし全校生徒が一人ずつコピー想念体を発生させたのであれば、一気に人口が倍になることになる。なってるのかもしれない。だが混乱に陥っていた寮りようと、食堂の人波をざっと換算してみると倍は言い過ぎだ。三割から四割増しってとこか。それでも充分な数字だな。

　いまさら食堂に行っても、もう何も残っていないだろう。それにこの分では、授業どころではなさそうだ。居場所にすら苦労しそうだ。

　佳由季は、まだおのが不幸を嘆き続ける茉衣子たちに言った。

「じゃあな」

　さっと振り向いた二人は、同音で、

「どこに行こうと言うのですか？」

「寮だ」

　佳由季は答えた。

「こう言うときは寝ちまうに限る。ベッドに横になって目を閉じるのさ。起きてても悪夢を見るのであれば、眠って見る夢はいい夢になるだろうよ。でないと収支があわないだろうが」

「そんなっ！　わたくしたちはどうなるのです！」

「真ま琴ことさんがあのようなていたらく、この学園の治安と秩序と平和は誰だれが守るのですか！」

「宮みや野のあたりが喜んでやるだろ」

　背を向ける佳よし由ゆ季き。

「喜びすぎです！　班長はこの状況を楽しみしゃぶり尽くす気ですわ！　ああっ、あのわたくしもしゃぶられるのではないでしょうか!?」

「恐るべき所業です！　非人間です！　想像したくありません！」

「しなければいいだろ」

　そう言い捨てて、佳由季は茉ま衣い子こに別れを告げた。







　真琴は骨抜き、高たか崎さき兄が舞台を降りて、宮野もあの調子。

　このままではいけません。とってもいけません。曲がりなりにもわたくしと同じ姿をした存在が、一人は班長の愛人扱い、一人は会長代理のメイド扱いとは。

　そしてもう一人が、心の痛みを共有するものの、何となく気に障さわる写し絵として横にいる。

　不意に茉衣子の胸に暗雲が押し寄せた。

　これでもう打ち止めですわよね？　わたくしがさらに増えているなんてことはないですわよね。恐ろしい。

　ぶるるっと震ふるえておいてから、茉衣子は同じ仕し草ぐさで顔を見合わせた。相手も同じことを考えていたと見えて、白い顔に精神疲労を反映させている。

「どこへ行きましょう」

「……部室へ行くのがよいのではないかしら」

「部長たちはまだ戻って来ないのですわね」

「まだです。いても役には立たないとは思いますが」

「この時期にいるのはわたくし以外では一人だけですわ」

「類るいさんもおりますわ」

「猫娘に何を訊きくつもりです？」

「それでもいないよりはマシでしょう」

「少なくとも班長よりはマシな人間です」

「行きますか？」

「行きましょう」

「そうですわね」

「ええ」

　肩を落とし、しょんぼりと茉ま衣い子こは階段を降りていく。本来なら一限が始まっている時間だったが、途中ですれ違う生徒の数がやたら多い。全校生徒の半分くらいは授業にも出ずウロウロしているだけのように思われる。しかし、それはコピーによる増加分を考こう慮りよに入れていない単なる印象なので、実態は解わからない。本体は教室にいてコピーが彷ほう徨こうしているのか、あるいは逆か。もしくは、こんな時に勉強しようなどという奇特な人間が少ないだけなのかもしれない。

　茉衣子たちもその一員であるのだが、本人たちは自分が奇特だとは思いもしていない。彼女はいつでも状況観測サイドにいる人間のつもりだった。自分にはその力があるという自負もあった。

　それが揺らぎ始めてきた。もうすでに三人もの自分でない自分に出会った今となっては、茉衣子は自分が観測される番になったことを知らずにはいられない。

　リボン付きの二人の茉衣子は悄しよう然ぜんと校舎を歩く。死しに神がみとはぐれた幽ゆう霊れいのように。

　通りすがりの生徒たちは、二つの黒衣姿を目にした途と端たん、時期はずれの冷気を感じて道を空け、不吉なものを目にしたように急いで違う方向を向く。そんな周囲の反応すら茉衣子（水・桃）の目には入らず、ただ幽ゆう鬼きのように高等部内をうつむき歩くのだった。

　何万里もの距離を歩いたような気がするが、気が付けば〈妖よう撃げき部ぶ〉部室前に立っていた。ぼんやりと、茉衣子たちはドアに刻まれる呪じゆ句くに目を留めた。『汝なんじ、沈ちん黙もくする能あたわざるべし』という意味のラテン語が書いてある。先日と内容が違うような気がするが茉衣子たちは気にしない。これはそういうドアだ。辞書なしでラテン語なんか読めないこともあった。なにより、今はどんな呪じゆ文もんにも興きよう味みはなかった。

　ノックをすると短い返事。観かん音のん崎ざき滋しげるの声だった。わずかながらの安あん堵どが指先を震ふるわせる。

　扉を開く。

　その途端であった。

「遅かったではないかっ！　茉衣子くんいやニセ茉衣子シスターズ！」

　宮みや野の秀しゆう策さくの妨害電波のような声が茉衣子の衣服を震しん動どうさせた。

「ずいぶん冴さえない顔をしているようだが、どうしたのだ？　自分同士で慰なぐさめ合えばよいではないか！　キミはもう一人ではない！　いっぱいだ！　これからは各家庭に一人ずつ、茉衣子くんが常備される時代なのだ！　宝瓶宮時代アクエリアン・エイジの影えい響きようはすでに出始めているのだ！」

　わなわなと震える茉衣子（水・桃）の前で、宮野は茉衣子（優）の身体からだを引き寄せた。宮野を尊敬の眼まな差ざしで見つめるニセ茉衣子は、うっとりと目を閉じる。

「これは侮辱です！　屈辱です！　精神的陵りよう辱じよくです！」

　わあわあ喚わめき立てる茉衣子たちに、宮野は高らかに哄こう笑しようした。三十秒ほど、ひとしきりバカ笑いを堪たん能のうしてから、

「そっちの茉衣子くんたち。キミたちが何を言おうが、私の茉衣子くんは彼女一人なのだ。ようく見比べてみたまえ。だいたい百二十％増で、私の茉ま衣い子こくんがぶっちぎりの茉衣子くん・ザ・ベストだ。茉衣子オブ茉衣子Ｓなのだ！」

　呵か々か大たい笑しよう。

「私の言いたいのはそれだけだ！　さらばだパチモノ茉衣子くんズ！　また会う日まで健すこやかにな！　ボーイミーツガールアンドグッドバイ！」

　悪役としか思えないアブラゼミでも遠えん慮りよするような笑い声も高らかに、宮みや野のは茉衣子（優）と手に手を取って退場した。遠ざかっていくバカ笑い。

「あっあっあっあのアホ班長！」

「なんですかアレは！　何で班長がここにいたりしたのです！」

　テーブルに肘ひじをついていた観かん音のん崎ざき滋しげるは、顔を真っ赤にする二人の茉衣子を驚おどろきの表情で眺めていた。しばらくしてうなずく。

「あー、なるほど。道理でさっきの光こう明みよう寺じは変だと思った。頭がおかしくなったのかと思ったよ。いやビックリしたね。まあ、今もビックリしてるんだけど」

　滋は笑いを堪こらえる顔になっている。

「ホント、なるほど。そういうことか。キミも増えてしまったのか。へえ。なんと言うべきだろうね。で、どっちが本物の光明寺なんだい？」

　茉衣子（水・桃）の絶叫はユニゾンを奏でた。

「わたくしです！」

　それにしても宮野には呆あきれる。あの対たい魔ま班はん班長は、茉衣子にイヤガラセをするためだけにここで待っていたのだろう。それ以外何もしていない。

「なんて無意味な！」

「わたくしをオモチャのように見せびらかして回っているのですわ！」

「何を考えているのでしょう！」

「この世の悪あく罵ばでは班長を示し表すことができません！」

　茉衣子（水・桃）は髪を逆さか立だて、肩で息をし、手を振り回して怒りを表明した。

「まあまあ」と滋。「あの班長さんも悪気があったわけじゃないだろう。ただ稚ち気きが過ぎているだけだよ」

「過ぎすぎです！」

　茉衣子（水・桃）は床を転がり回りそうな勢いでうずくまり「うううう」と呻うめきつつ、もがいた。ゾンビになる直前の心理とはこのようなものではないかと疑う始末である。

「なあ、光明寺。気にすることはないんじゃないかなあ。それだけ班長氏は、キミのことを想おもっていたってことだろ」

「……お門違いの想われ様ですわ。あれではまるで、わたくしが性せい奴どのようではないですか」

　滋は髪を揺らして笑う。

「どうしてそこまで言うかな。無む邪じや気きなもんだよ。彼には悪気はないように感じるね。光こう明みよう寺じを単に気に入ってるんだと思うけど？」

　滋しげるは頭の後ろで両手を組んだ。

「それにさ、俺おれだって光明寺を見ればこんな娘こにそばにいて欲しいと思うね」

　茉ま衣い子こたちはよろよろと起きあがり、滋に視線を注いだ。

「一人余っているというのなら俺にくれないかい？　ちゃんと世話をするよ」

「……人をスズムシか何かみたいに言わないでください。わたくしは愛あい玩がん動物ではないのです」

「なんなら愛玩してもいいけど」

「断固としてお断り申し上げます。サブイボが立ちますわ。わたくしは自分の足で地を踏みしめ、自分の力で生きていくのです」

「ならいいけど」

　茉衣子たちは口で息をしながら座る椅い子すを探した。開いていたパイプを引き出して、二人並んで腰を降ろす。呼吸を整えていると、

「茉衣子さぁん……！」

　扉が控えめに開き、情けない声を弱々しく張り上げて来たのは蒼あおノ木き類るいだった。先日付で〈妖よう撃げき部ぶ〉部員になった一年生である。

　類は泣きべそ一歩手前の表情を浮かべながら、

「侑ゆう里りが、侑里がー……。あれ？」

　とまどいの顔で立ちつくす。茉衣子（水・桃）は動きすぎた老ろう婆ばのような疲れた声を出した。

「侑里さんがどうしたのです？」

「また出たとか言うのではないでしょうね」

　類は口を開けて喉のどの奥まで見せつけたまま、

「ど、どうしてわかっ……。というか、どうして茉衣子さんも二人……。ひいっ」

　脅おびえたように滋の方へと逃げていく。

「…………はう」と茉衣子たちはため息。額ひたいに指を当てて首を落とした。「これ以上、妙なことが持ち込まれるのはごめんですわ」

　滋が訊きいた。

「えーと。志し賀が侑里さんだったよね。彼女がまた出てきたのかい？」

「はっはっはい！　そうです！　朝起きたらいましたっ！　それも、またすんごい優やさしい侑里で、その……。だから、あれは侑里じゃない侑里なんですっ！」

　たらたらと汗を垂たらして訴える類に、茉衣子（水・桃）は、

「話がどんどんおかしくなってきましたわ。もう、うんざりです」

「わたくし、すでにうんざりしております。何が増えてもおかしくない世界になりつつありますわ。いいではないですか、友達の復帰を喜べばいいのですわ」

　類るいはじりじりと横歩きで滋しげるの後ろに隠れるように、

「あのそのでも……。へへへ変……ですよね……。茉ま衣い子こさんも何か……その」

「わたくしが変だというならば」

「変な物など世界には存在しなくなります」

　力無く、うなだれる茉衣子たち。滋だけはいつも通りに、

「類さん。気にしなくていいよ。光こう明みよう寺じはちょっとしたカルチャーショックに打ちひしがれているだけだからね。類さんも経けい験けんがあるだろ？　この学園に最初に来たときの頃ころを思い出せばいいのさ。常じよう識しき外のことがまかり通るのが不ふ思し議ぎに見えたあの頃にね」

　茉衣子たちはブツブツと、

「それにしたって程度というものがあります。この学校がいくら能力的異常者の群れだったとしても、いきなり月が二つに増えたりすることはございません。地球の自転が逆になったりはしないものです」

　類はおどおどと、

「あのう……あたし、どうすれば……」

「普ふ段だん通りにしていれはいいんじゃないかな？　たぶん、前回の侑ゆう里りさんが自然に消えたように、今度の侑里さんも自然に消えると思うね」

　類は目線を上げ、首を傾かしげて、

「じゃじゃあ、また一ヶ月くらい……かかるの、で、ですか」

「よくは知らないけど、侑里さんの場合はそれくらいじゃないかなあ」

　茉衣子二人はまた揃そろって叫ぶ。

「すると、わたくしの偽にせ物ものたちも一ヶ月はこのままなのですか！」

　さて、と滋は両りよう掌てのひらを上向かせる。

「それは解わからないね。と言うかさ、光明寺だけじゃなく他ほかにもたくさんいるだろう？　増えちゃった連中が。残念ながら俺おれのとこには誰だれも現れてくれなかったけどね。光明寺個人よりも、もっと問題にすることはあるんじゃないかな」

「何です？」

　と茉衣子たち。自分たち以外のことなど問題にもならないと言いたげだった。

「世界的に見ても、人口の急きゆう激げきな上昇は重要な社会問題だよ。たとえば食料の問題をどうする？　俺は朝飯にありつくまで、けっこうな浅ましい闘たたかいを繰くり広げざるをえなかった」

　そう言えば、茉衣子たちもまだ起きて以来何も口にしていない。二人は同じ疑問を持つ。

「想念体でもお腹なかは減るのですか？」

「それこそ、自分に訊きいてみたらいいさ。キミたち二人のうちどちらかは確実に想念体だ。空腹のあるなしで本物偽物が解るんだったら、それで決定じゃないか」

「わたくしはお腹なかが空すいています。ただし食欲はさほどでもありませんが」

　茉ま衣い子こ（桃）が一足早く言う。

「わたくしも胃の中はからっぽです。食欲はありますが、今は何も喉のどを通るとは思えません」

「あのう……」

　類るいが上うわ目め遣づかいで滋しげると茉衣子たちを泳ぐ視線で見やる。

「……この前までの侑ゆう里りはちゃんとご飯食べてました。よく一いつ緒しよに食べたから本当です。に、偽物でも同じようにご飯たべるみたいです……よ……？」

「ふうん。だったらどこまでも人間と変わらないコピーみたいだねえ。では、どこで区別が付くんだろ。ひょっとしたら区別することもないのかな？」

　滋は考え込む仕し草ぐさで顎あごの先をかいて、

「まあ、それも些さ末まつなことだね。大前提の前の小前提だ。もっともっと大きな謎なぞがあるのにね。光こう明みよう寺じ、気づいているかな？」

「何をでしょう。わたくしのそっくりさんが他人によって下げ僕ぼくのように扱われている問題より、さらなる大問題があるとは思えませんが」

　滋は、ふふふっと肩を震ふるわせて、茉衣子の色違いのリボンを眺めた。

「それは、ごく単純な疑問だよ。真っ先に出るべき問題だ」

「早くおっしゃってください。前から言おうと思っていましたが、あなたの言うことは一つ一つが回りくどいのですわ。無能な探たん偵ていじゃあるまいし、さっさと言うべき事はどうか最初に」

「じゃあ、答えよう」

　滋は心持ち真ま面じ目めがかって、

「大前提となる問題は、『なぜ』このような事態が、今になって急きゆう激げきに発生したっていうのかってことだよ」

「なぜなんです？」

　茉衣子のオウム返しに滋は、

「知らない。真ま琴ことさんは何て言ってるのさ」

「あのかたはすっかり愛欲に溺おぼれているようでございましたわ。自分の言いなりとなる高たか崎さきさまを出現させて、その身体からだを貪むさぼるのに夢中のようです。淫みだらです。ほっとけ、とか言われました。もう、あんなことでは困るのです！」

「ほうっておけばいいんじゃないの？　あの人がそう言うのであれば、それが一番の対策なのかもしれないだろ」

　滋は背後でびくびくしている類に笑いかけて、

「類さんの時もそうだったろ？　別に俺おれたちが解決編を考える必要もなかった。いったいあれは何だったんだろうって今でも謎なぞのままにしておいたほうが良かった気もするしね。そうしたら恰かつ好こうの学園七不思議の一つになっていたかも」

「え……で、でも……」と類るい。

　滋しげるはあえて類の言葉を無視するように、

「類さんは消えた侑ゆう里りさんの謎なぞを知ることはできた。でも、それで心が晴れやかになったかというと違うだろう？　逆に、もし知らないままなら、類さんはまた再び現れた侑里さんを喜んで迎え入れていただろう。どっちが幸せだったかな？」

　茉ま衣い子こは黙だまっていられず、二人揃そろって口出しした。

「あなたの言い方では、バカみたいに何も知らなかったほうが幸せだというふうに聞こえます。知らぬが仏などという格言は、情報を秘ひ匿とくする側の勝手な言い分ですわ。知らない人間を見下ろして、ひそかに笑っているのです。わたくしは自分の知らないところで笑われたくありません」

「でもなあ、光こう明みよう寺じ。人間は全知にも全能にもなれはしないのだから、決して知ることのできないものは必ずあるんだよ。ある特定分野の物事を誰だれよりも知っているつもりだったとしても、知ち識しきの上限に辿たどり着くことはできない。なぜなら上限なんてものは存在しないからさ。それは人間が勝手に作り上げた尺度でしかない。顕けん微び鏡きようで宇宙の広さを測ろうとしているようなもんだよ」

「何一つ解わかりません」

　茉衣子たちは網あみにかかったフグの稚魚のようにむくれた。

　滋もまた自分の話に拘こう泥でいすることなく、さり気なく床に置いてあった紙袋を取り上げて、

「ところで光明寺。朝飯喰くった？　食堂があの有様だったからな。購こう買ばいの知り合いに手を回して食料を横流ししてもらったんだ。どうだい、類さんも。一いつ緒しよに食べようか」

　茉衣子たちは慎つつましく黙っていたが、滋が袋から取り出す数々のパン類を二つの胃袋は歓声を上げて待ちわびているようだった。







　それは『なぜ』なのか。高たか崎さき佳よし由ゆ季きの脳裏にも、その疑問は暗くら闇やみに一匹だけまぎれこんだ蚊かの羽は音おとのようにまとわりついている。

　学園内は数ヶ月早く来た学園祭のような雰囲気があちこちで弾はじけたり、再び充満されたりしているようだ。騒さわがしい。先月のあの夜以来だ。未確認飛行物体が墜つい落らくして講こう堂どうを押しつぶした夜、高等部校舎の一角が燃もえ上がった日の前夜。佳由季に覆おおい被かぶさっていた学園での存在理由が消え去ったのは、その翌日だ。

　あの夜、この男子寮りようＢ棟も破は壊かいの限りをつくされた。攻性の想念体と宮みや野ののインチキ魔ま術じゆつによってだ。佳由季は三階の自室へと通路を歩きながら考えた。

　突とつ貫かん工事の修理費にいくらかかったのかは知らない。どこからか作業員の大群が来て、いつの間にか直してしまった。校舎も講堂も。

　まるで、何もなかったことにしようと誰だれかが指示したかのようだった。

　春はる奈なもいなくなった。

　しかし佳よし由ゆ季きはまだこんなところにいる。それは何な故ぜなのか、彼自身解わかっていない。真ま琴ことと日ひ比び木き会長がいろと言ったからか？　僕ぼくの意思はどこにある？　それとも自分の意思なんてもう何年もなかったのか。春奈が化けて出た、六年前からあの日まで。

　状況に流されることに慣なれすぎてしまったのかもしれない。だとしたら、そろそろ自分で何かを判断する時期なんじゃないか？　僕の手足にぶら下がっていた錘おもりはすでにしてもうない。もっと軽々と動けてもいいはずなのに、このボンヤリ感はなんだろう。

「それはですね、高たか崎さきさん」

　どこかで聞いた声が佳由季の鼓こ膜まくを打つ。

「あなたがガッカリしているからですよ。それもまたあなたの意思ではないでしょう。ですが、表層意い識しきは納得していても、深層心理は欺あざむけません。あなたが気づけぬほど深い場所で、あなたの一部はしっかりと落胆しているのです」

　佳由季の部屋の扉にもたれて腕を組んでいるニヤケた顔にも見覚えがある。そいつは、ただ笑うだけならばタダですむことを知っているような笑顔で、

「なかなか面おも白しろい事態になっているようですねえ。僕も本格的に転校したくなってきましたよ。実際、あの地じ獄ごくを擬ぎ人じん化したようなテレパスさえいなければ、さくさくと第三ＥＭＰのお世話になることを決心していることでしょう」

「そうすればいいだろう」

　佳由季は無感動に言った。そいつはますます笑顔を広げ、

「僕の不ふ肖しようの妹がご迷惑をおかけしているようで、まことにすみませんね」

「そう思うのなら、連れて帰れ」

「それはできませんね。彼女はこの学園での役割を楽しんでいるようですから。あなたにとっては迷惑でしょうが、兄である僕にとっても大迷惑なんですよ。実妹ながら、どうにかならないものですかねえ。僕はあなたに彼女の性格矯きよう正せいを依頼したいくらいですよ。僕はもう手を引きました」

　そいつはひらりと片手を振った。ゴミ箱に空き缶かんを投げる手つき。

「そんなわけで僕は妹の現在未来の人格形成には無関係です。あなたがそうだったようにね」

「何をしに来た」

　佳由季は表情を変えない。

「物もの見み遊ゆ山さんです。今回は何も企たくらんでなどいませんよ？　あなたにはもう利用価値はありません。ああ失礼、これは僕の意見ではなく『我々』の意見です。僕個人としては、まだあなたに興きよう味みがあります。純粋な意味での興味でしてね。ただの興味本位とも言いますが。今ここで実行されている現象を、あなたがどう思っているのか、それを知りたいと思いまして」

　抜ぬき水みず優ゆう弥やはそう言って、わざとらしく首を振った。













○七章







「それにしてもよく似てるな。同じにしか見えない。うん、どこまでもそっくりだ。違うのはリボンの色だけだね」

　滋しげるは楽しそうに二人を見て言った。

「不本意です」茉ま衣い子こ（水）は、購こう買ばい部の開発班が面おも白しろ半分に作ったとしか思えない激げき辛から焼きうどんパンを食べながら、茉衣子（桃）は三色チーズハムサンドを食べながら頰ほおを膨ふくらませた。

「それによく見て下さい。服が違います」

　微妙すぎて本人にしか解わからないような違いである。

「俺おれもここに来るまで、いろんな偽にせ物ものみたいな連中を見かけたけど、キミたちほど見分けがつかないのは初めて見たよ。普通、どこか違うもんだけどね。頭で思い描く人物像が実際のその人と一致することは稀まれだ。外見的なものならまだ似せることができるかな？　でもこの光こう明みよう寺じの場合は中身も一いつ緒しよだな。よほどキミを正確に捉とらえている人の頭から生まれたんだろうなあ」

「若わか菜なさんにそのような観察眼があるとは意外でしたわ」

「わたくしにはまだ信じられません。これがわたくしと同じだなんて」

「これとは何ですか。わたくしにとってはあなたこそが『これ』です。偽にせ物ものです」

「違います。わたくしは本物です。わたくしはそれを知っているのです」

「わたくしだって知っています。自分が偽物ではないということを」

　テーブルの隅で、しそ巻きアジフライロールを握りしめている蒼あおノ木き類るいは、きょときょとと二人分の茉ま衣い子こを恐こわそうに眺めていた。二人の茉衣子ともが本物でないのが明らかな以上、どちらかは偽物で間違いない。どちらに声をかけたらいいのか、迷う顔つきの類だった。

　茉衣子たちはほぼ同時に食べ終わり、ほぼ同時に類に、

「そこのあなた。あなたはどちらのわたくしが今までのわたくしだと思いますか？」

「ええっ!?」

　仰のけ反ぞるようにして驚おどろく類の手からロールパンが落ちてテーブルに転がる。

　四つの真っ黒な瞳ひとみが、類の怯おびえ顔に向けられていた。

「あ……あのうそのう、そそ、そうですね……えーと」

　茉衣子（水・桃）は黙だまって耳を澄すましている。類の横顔に一筋の汗が流れ落ちる。コワイヨウ。

　類は瞬しゆん時じに計算した。どっちを指しても、指されなかったほうが怒り出すのは目に見えている。休火山の噴ふん火か口こうにバンカーバスターを撃うち込まなければならないような気分だ。しかも、もし指したほうが偽物で、ゆくゆくそれが発覚した時、最終的に残った本物からどんな目で睨にらまれるのか、想像するだけで下半身がむず痒がゆくなった。

「さあ、どっちなのです？　正直におっしゃいなさい！」

　迫り来る茉衣子たちの強烈な視線。恐怖のあまり類の意い識しきが遠のきかけた。それを救ったのは、当然ながら滋しげるしかない。

「そんな恐い目で見たら類さんが石化するよ。類さんも気にしなくていい。指摘できるわけないもんな。そこまで同じなんだ、光こう明みよう寺じも双ふた子ごができたと思ってさ、悠ゆう然ぜんと構えていたらどうだい？」

「いいえ、わたくしは地上に一人で充分です。コピーロボットなんていらないのです」

「それに一人ならまだしも、すでにわたくしは三人目と四人目にも会いました。腹立たしいと言ったらありません」

「おまけに一人は班長の愛人となって快楽のため息をついているのですよ！　これが許せますか!?　暴挙ですわ！」

「もう一人は真ま琴ことさんの小間使いですし、あの人々はわたくしをどういう目で今まで見ていたのです!?」

　治まりかけていた火山が噴火の兆候を現し始めていた。茉衣子（水・桃）は、顔面に激げつ昂こうの紅を差して両手を振り回す。さすがに滋も呆あきれたように肩をすくめるだけ。

　類るいは思わず、

「あ、あたしだったらちゃんとした茉ま衣い子こさんを出しますよ……」

　何なに気げなく、しかし恐る恐る言ったセリフは思わぬ効果を生んだ。

「あたしだったらですって？」

　茉衣子たちがピタリと動きを止めた。その顔から赤味がしゅるしゅると消え落ちていく。

「……類さん。今、あなた何とおっしゃいました？」

「ええっ？　あたしだったら──」

「皆まで言わないで！」

「え、その……すみません……」

　茉衣子（水・桃）は、霊れい界かいからの業務報告のような声で、

「滋しげるさん。少しお訊ききします」

「なんだい？」と滋は聞き返す。

「今け朝さ、ここに来るまで……ひょっとして、ひょっとしてですわよ？　万が一と思いますが」

「うん」と滋。

「わたくしでないわたくしをどこかで見かけはしませんでしたか？　この隣となりにいるわたくしではなく、会長室でメイドをしているわたくしでもなく、班長の愛人と化したわたくしでもない、別のわたくしを」

「見たような気がするね。今にして思えば」

　滋はあっさりと答え、ガーンという音が部屋の中を駆けめぐった。立ち上がった茉衣子（水・桃）の勢いに負けて、椅い子すが二つ仲良くひっくり返った音である。

「どこで！　いつ！　どのように！」

「そして誰だれと！」

　滋は人の悪そうな具合で笑って、

「さあて。それは自分の目で確かめたほうがいいんじゃないかなあ」

　含みを持たせた言い方が、茉衣子（水・桃）の身体からだと髪を揺るがせる。それを見て、類は足元に迫った溶岩流から逃れるように摺すり足で後ずさった。







　招かれざる客人は、たいてい図ずう々ずうしい。だから招きはしないのだが、なぜか当然のような顔をしてやってくるのである。宮みや野のや、この抜ぬき水みず優ゆう弥やのように。

　佳よし由ゆ季きが見つめる前で、優弥は五月さつき晴ばれの空のように爽さわやかな顔をして万年コタツに肘ひじを載せている。ちらちらと戸棚あたりに視線をくれているのは控えめな飲物の要求だろうが、佳由季に優弥を歓待する義理など完全になかった。

　男同士で向かい合い、黙だまり続ける雰ふん囲い気きに先に敗北したのは佳由季だった。とうとう彼はため息をついた。そうしておいてから優ゆう弥やに、

「何の用だ」

　無感情な声での質問に、優弥はあくまでも爽さわやかに答えた。

「ですから単なるご機き嫌げんうかがいですよ。たまには顔を見せておいたほうがいいかと思いまして。忘れられないように」

「僕ぼくはお前の顔なんざ二度と見たくないと思っていたが」

「そうでしょうね。あなたが思い出したくないと思うだろう場面に僕もいましたからね。僕の顔を見れば自動的にその記き憶おくが思い起こされるのでしょう？　なかなか忘れがたいシーンでしたからね」

「解わかっているんなら来なければいい。僕が歓迎するとでも思ったか？」

「いえ全然。告白すると、物も言わずに殴られるくらいの覚悟はしていたんですけどね。なんせ、僕はあなたを殺害したような気がしていましたから。殺される以外の仕打ちには耐えようと決意して来たんですよ？　これでも」

　相変わらず優弥は佳よし由ゆ季きの無む二にの親友であるかのように微笑ほほえんでいる。殴られるのを覚悟してきた人間の表情ではない。優弥は知っているのだろう。

「ええ、知っています。あいつを殴らなかったあなたのことです。どうせ僕を殴るつもりもないのでしょう？」

「ぶん殴ってどうにかなるんだったら殴ってやらんこともない」

　ふふ、と優弥は唇を吊つり上げ、

「過去は戻りはしませんし、戻ったところで同じ事の繰くり返しです。花か瓶びんを割るのは簡かん単たんですが、元通りにするのは手間がかかります。ましてや破片をじっと観察しているだけではなおさらで、破片が勝手に動いて元の形にくっつくなんてことは宇宙の終しゆう焉えんを迎えるまで待ったところで無む為いに終わるでしょう」

「それで？」と佳由季は言った。「だから用を言え。ないなら消え失せろ。ここんとこ僕はあんまり機嫌がよくない。さっきも不機嫌な光景を目にしてきたところだ」

「我が不ふ肖しようの妹のすることです。かわいげがないのも昔からですしね、水に流してやってくれませんか？　あなたが気に入っているのでしょう。これも昔から、オモチャの選えり好みにはうるさい奴やつでして」

　とっておきの冗じよう談だんを言った自信でもあるのか、優弥は自分でひとしきり声もなく笑うと、

「さて、現在の第三ＥＭＰが取り巻かれている状況ですが」

　おもむろに切り出した。

「外から見ると解りますが、変なフィールドが学園をすっぽり覆おおっています。フィールドで解ります？　まあ適当な日本語がないのでそれっぽい横文字使ってますが。そうですねえ、ＥＭＰ場、とかそういう感じでしょうかねえ」

　優ゆう弥やは目線を部屋の窓付近に向けた。

「空気が濃こいとか、圧力が濃いとか、そういう比ひ喩ゆで解わかりますか？　あの愉快な班長さんはＥＭＰ粒子とか言ってましたっけ。そういう具合のものです」

　佳よし由ゆ季きは腕を組んだまま動かずに、

「それがこのニセモノ騒さわぎの元か」

「まあ、そうですね。本来なら通常の想念体で出てきて騒がしい白い人とか黒いかたとかに駆除されるのが筋なんでしょうが、どういうわけか無む闇やみに拡散してしまったみたいですね。それも一気かつ大規模に」

「なんでそんなことが起こるんだ？」

「さてねえ。僕ぼくにも解りませんねえ。誰だれかの気まぐれか何かではないですか？」

「誰のだ？」

「知っているのなら、ここに来る前にその方の所をうかがっていますよ。僕らにとって機き嫌げんを取るべきは、まさにその彼、または彼女ですからねえ」

　以前と同じだ。優弥はすべてを前もって調べているような口調で話す。それが佳由季は気に入らない。あらかじめ解答を知る者にとって、問題の意味すら解らない人間を見るのは無上の快感なのだろう。くだらない、と佳由季は思う。

「真ま琴ことはお前が来ていることを知っているのか？」

「さて。妹は現在のところ、自分の悦楽を謳おう歌かするのに全力を挙げているようですからね。あなたも罪作りな。せめてあなたが我が妹を適当にでも何とかしてやっていたら、彼女も虚むなしい一人箱庭遊びに精を出すこともないんでしょうが」

　優弥はほがらかに、

「《黙示録》は僕の存在に気づいていますよ。その程度の能力は奴やつにもあります。何も言ってこないのは、僕がここで何をしようとどうでもいい結果にしかなり得ないからでしょう。どうせ、ここでお茶も出てこない茶飲み話をするしかありませんから」

「悪かったな。でも茶を出すつもりはないね。春はる奈ながいたら白さ湯ゆくらいは出してくれたかもな」

「残念です」

　また、あの残念そうでもない笑顔。

「それにね、高たか崎さきさん。ここにいる僕が、真実の『抜ぬき水みず優弥』ではないかもしれない、というのはどうでしょうね。だから《黙示録》も僕の相手なんかしないという理屈は、さてさて否定できますか？」

「お前がコピー野郎だと言うのか？」

「その可能性は消せないという話です。これはあなたにとっての話ですよ？　もしここにいる僕があなたのイメージの具現化だったのなら、あなたには僕と僕の偽にせ物ものとの区別はつかないはずです。あなたが持つ僕の印象そのままの姿が、すなわち今ここにいる僕なのですからね。あなたは自分が僕ぼくを生み出したのではないと断言することはできますか？」

「僕はお前の顔なんか見たくなかったし、出てこいと念じたわけでもない」

「そうですよねえ。でもねえ高たか崎さきさん。現在この学園で流行しているコピー型想念体は、別に意図して出現させられたものではないですよ。いくらかは親しい、あるいは親しくしたいと考えていた人間が、考えた属性そのままの姿で出ている側面は確かにあります。でもね、高崎さん」

　優ゆう弥やは言葉を句切り、演出のように微笑ほほえんだ。

「では、なぜ春はる奈なさんは出てこないのですか？　あなたが一番出てきて欲しいと意い識しき無む意い識しきの区別なく想おもっているのは、あなたのあの哀れな妹さんではないですか？　あなただけじゃない。あなたのもう一人の大切な妹、若わか菜なさんが真っ先に望むのは、片割れである春奈さんではないでしょうか？　どう思われます？」

　佳よし由ゆ季きはどうにか冷静を保っていた。

「僕も若菜も、あいつはもう死んでると解わかってた。何年も前に、僕たちの目の前で死んだんだ。それは現実で、強固な日常での話だ。春奈が幽ゆう霊れいモドキになったのは、だから非日常で非現実なことだ。はなっから間違っていたんだ」

「しかしＥＭＰ学園に常識は通用しない。それは間違いのないことです。日常ではコピー人間が大量発生することはありませんね。それにねえ高崎さん。幽霊か霊体かＰＳＹネットの歪ゆがみだか、そんな理屈はどうでもいいでしょう？　春奈さんはずっとあなたの側そばにいた。つい先日まで、あなたの周りを飛んでいた。あの健けな気げな妹さんを、あなたはなかったことにしたいのですか？」

「いいや」

　佳由季は右の掌てのひらに視線を落として、それが握られるのを見た。殴ってなどやるもんか、と彼は決心している。優弥はわざと挑発するようなことを言っている。

「春奈が何をしたかったのかは知らない。たぶん何もするつもりはなかっただろうな。ただの悪戯いたずら好きの子供だった。あいつの時間は六年前で止まっていて、僕や若菜の時間は流れていた。それだけのことだろうさ」

　優弥の表情は変わらない。

「前にも言ったような気がしますけど。偶然として認識される事柄の裏には必然性があるのですよ」

「ヒマな哲学者気取りどもが言いそうなことだ」

「詭き弁べんかどうかは別にして、僕は今のこの学園で発生している現象に興きよう味みを持っているのですよ。いえ、純然たる興味です。前回のように何も企たくらんではいませんよ？　これは僕の本音です。だから僕が今ここにいるのは個人的な探求心の果てだとお考えください」

「信じられるか」

　忌いま々いましそうに言う佳よし由ゆ季きに、優ゆう弥やはうっすらと笑う。

「春はる奈なさんの件は残念でした。正直、僕ぼく自身も残念に感じているのですよ。あなたのあの妹さんとは、あまりにも短い時間しか話すことができなかった。内心忸じく怩じたるものがあるのです、僕にはね。彼女とはもっと話すべきことがあったのに、それができなかったのは無念としか言いようがありません」

　佳由季は適当に返答した。気の利きいた言葉が思いつかなかったからではない。

「そうかい。それは気の毒だったな」

　何も考えたくはなかった。佳由季にしてみれば、春奈の消失は誰だれを責めることでもない。責めるべき野郎がいたら、とっくにそいつに往復ビンタの三十発は決めている。あれは、誰を責めようもない、ただ佳由季を混乱させるだけの事件だった。もしここにもう一人の自分がいれば、彼はそいつを躊ちゆう躇ちよなく殴っていただろうが。

　優弥は滑らかに舌を回している。

「ＥＭＰ能力は明らかに進化の過程にある現象ではありません。人類にとってまったく必要ではない。火をつけるためにはマッチを擦するかライターを使えばいいだけですし、遠くまで高速で行くためには自動車なり電車に乗ればいい。超能力が突然変異を基き盤ばんとする自然淘とう汰た、環かん境きよう適合の一いつ環かんとして生まれたのではないというのは歴然としています。我々はこの能力を無意味とする世界で生きているのです。結局、この能力は世界にとって不必要な力なのですよ。では、なぜこんな力が発生することになったのでしょうか」

「さあてね」

「僕も解わかりはしませんが、でもいつの日か理解したいと考えます。僕は春奈さんがその取っかかりになってくれるのではないかと期待していました。あのかたは、その核心の最も近いところにいたはずです。ＰＳＹネットワークにヒントがあったのではないかと僕は考えるのですよ。ですから僕は正直、とてもガックリしています」

　微笑ほほえんだまま、優弥は言うのだった。

「僕に春奈さんのような妹がいればと今でも思います。僕の妹が真ま琴ことのような奴やつであるのは、自分の意思ではどうにもならない運命みたいなものですからねえ。まあ、隣となりの芝しば生ふが青く見えているだけかもしれませんけど」

　無論、佳由季は真琴の方がよりいい妹であるとは思わない。

「お前が真琴の兄貴ってことは、僕よりも年上なんだな」

　しかし優弥はささやかに首を振った。

「妹とは年子ですが学年は同じなのですよ。ですからあなたとも年度で言えば同列です。双ふた子ごではありません。残念ながらね」

　せめてもの慰なぐさめだった。真琴が一卵性双そう生せい児じで、あんなやつが二人いたなら佳由季が真琴から受ける精神的苦痛も二倍になっていただろうからな。間違いのない予想図だ。それから思った。誰だれか真ま琴ことのコピーを、もっとまともな性格をした真琴を生み出していないだろうか、と。そのとき、部屋の扉がガンガン鳴り始めた。

「おおっ！　なぜだっ！　鍵かぎがかかっておるぞ！　おおい寮りよう長ちよう殿！　私のＩＤではこの扉は開かぬ。施せ錠じようなどしてもらったら困るのだよ！」

　佳よし由ゆ季きが開けてやると、寮の廊下にお馴な染じみの白黒コンビが立っていた。ただし黒いほうは茉ま衣い子こ（優）である。彼女は朝と同じでソフトフォーカスの映像処理効果をふりまきながら、長身の白衣の顔を見つめてうっとりと瞳ひとみを潤うるませていた。

　佳由季が立ち上がり、ドアを開けて振り向くまでの時間で優ゆう弥やは消え失うせていた。宮みや野のに会いたくない事情があったのだろう。または幻影を見ていたかのどちらかだ。

　宮野は大おお股またで上がり込むと胡座あぐらをかいて座り込み、茉衣子（優）はしずしずと女郎花おみなえしのような笑みをこぼしながら入ってきて、佳由季が何かをいう間もなくティーカップを揃そろえ始めた。

「ふむ」

　宮野は唇の端を歪ゆがめて、

「何やら不ふ穏おん当とうな気け配はいが漂っておるな。寮長殿、時季外れの訪問者に心当たりは？」

「お前くらいだよ」

「私は年中無休だ。季節モノとはワケが違う。三百六十五日オールデイズカミングハッピーだとも！」

「お前の周りの人間もそうだといいんだけどな」

「そうに違いなかろう。私は幸福を振りまいて歩いているつもりだからな！」

「自分の寮への立ち入り禁止は解けたのか？　こんな状況なんだ、もう誰も気にしてやしないと思うぞ。とっとと帰れよ」

「それはできん」

　宮野は尊大に答えた。

「というのもだ。我が男子寮Ｃ棟には、私の偽にせ物ものが何人か出てきておるようだ。ならば、寮の自室は奴やつら目に譲ゆずってやるべきであろう。私のこの茉衣子くんはこの部屋で登場したからな。ゲンかつぎのためにもここに居座ることにする！」

　勝手に紅茶を淹いれていた神こう々ごうしい光をまとった茉衣子は微笑ほほえみ一番、

「高たか崎さきさま。どうぞ、粗茶ではございますが」

　カップを受け取った佳由季は、数分前まで優弥が座っていた場所を見つめた。あいつなら宮野を追い払ってくれるだろうか？







　茉衣子（水・桃）は愕がく然ぜんと錫すず製の人形のように立ちつくし、それからゆっくりと渡り廊下の真ん中でうずくまった。

「だいじょうぶかい？」

　滋しげるが背後で声を掛けてくれているが耳にも入らない。最大級のショックウェーブが茉ま衣い子こ（水・桃）の頭の中をかき回していた。それほど、ついさっき目もく撃げきした光景は途方もなく信じがたい。見たことを信じたくない。見たくなかった。

　二階の渡り廊下からは中庭と校庭の様よう子すがよく見える。芝しば生ふの緑が映える中庭には、ヒマそうな学生たちがヒマを持て持てあますように群れていた。こんな状況で授業に出るのもバカらしいと思ったのか、それとも自分の席にはすでに自分に似た誰だれかが座っていたのか、それとも外をうろついているのはコピーたちのほうなのか、そんなことは茉衣子にはどうでもいい。

「ああああ……」

　茉衣子は呻うめき声を上げて丸めた背中を震ふるわせる。しゃがみ込んだ二人の黒衣娘の後ろで、滋と類るいが立っていた。類はかける言葉を探すように目を宙に彷徨さまよわせ、滋がいたわりの声を出して、

「しょうがないよ、光こう明みよう寺じ。キミにはけっこう隠れファンがいたってことだね。ひょっとしたら喜ぶべきなのかもしれないよ。うん、ポジティブシンキングでいこう。それだけ人気者だってことじゃないか。なあ、光明寺。よかったじゃないか」

「ぜんぜんよくありません……」

　気の抜けた温ぬるい炭たん酸さん水すいのような声が床の上にわだかまった。這はいつくばった二人の茉衣子は、背中を波打たせて、

「なんて、なんて、なんて……恥知らずなのでしょう。わ、わ、わ、わたくしの偽にせ物ものが……こ、こ、こ、こ、こんなに……」

「……なぜわたくしがこんな仕打ちを受けねばならないのですか……ううう」

〈妖よう撃げき部〉部室を出て、学内探索を開始してからわずか五分も経たっていない。それでも、茉衣子たちを立ち眩くらませるには充分な時間だった。特についさっき見下ろした中庭の光景が最悪の決定打だ。満塁ホームラン一発でなぜか八点入れられたような気分であった。

「不ふ条じよう理りですわ……」

「精神崩ほう壊かいしそうです……」

　宮みや野のに付き従っていた頭のおかしい茉衣子（宮野的には「優」）の姿には真剣に嫌けん悪お感かんを抱かされた。真ま琴ことの合図で登場した茉衣子（メイド）には啞あ然ぜんとさせられた。傍らにいる茉衣子（水色リボン付きにとっては桃色リボン付きの、桃色リボン付きとっては水色リボン付きの）は、やはり自分とは思えないものの、あれらと比べれば格別にマシと言ってもいい。

　祈るべき神さえ教えてくれたなら、それがどんな邪じや神しんであろうと茉衣子は敬けい虔けんな巫み女ことなっただろう。これで自分の分身たちが終わりになってくれるのならば。

　もうこれ以上はやめにしておいて欲しかった。これだけでいい。よくないが、いい。お願いですのでこれだけで……っ！

　しかしそれだけではなかったのである。光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こは、自分が学園内の男子ないし女子生徒からそれなりに『想おもわれ』ていたことを知った。茉衣子のコピーと思われる人型が、割と広こう範はん囲いに出現していることが、部室からここに来るまでの間にもう観察済みであり、そのクライマックスが中庭芝しば生ふの様よう子すだった。

「ああ……」

　茉衣子二人は塩水に二時間くらい漬けられた一いつ反たん木も綿めんのように崩くずれ落ちている。

「滋しげるさん、類るいさん、わたくし死にそうです……」

　二人の茉衣子が見たものは、早い話が自分のコピーたちの姿だった。それも、いっぱい。なんということか、中庭では思い思いの黒衣をまとった『茉衣子たち』が、片手の指では足りないほどいた。あろうことか、その大半は男子生徒の傍らで立っていたり座っていたりしていた。

　なぜだか茉衣子たちと男子生徒たちはそれぞれ非常に仲なか睦むつまじげに見えた。そしてどうやら、それは錯さつ覚かくではないようであった。

「うらやましいね」滋は、崩れ落ちた茉衣子たちを慰なぐさめるつもりか、

「俺おれんとこにも誰だれか出てきて欲しかったなあ。いや、ま、光明寺でなくてもいいんだけど、やっぱり女の子がいいね。男出してもしようがないしね。うん、残念だ。明日になったら部屋に誰かいるのかな？　今日寝るのがちょっと楽しみになってきたよ」

　滋は顎あごを搔かきながら、

「でも、いやな奴やつだったら困るよね。これはどうなんだろう？　想おもい人が出てくることになってるのか？　それともランダムなのかな？　光明寺どう思う？」

　茉衣子たちは冷たい通路の床に両手をついて、ゼイゼイ言いつつ、

「……わたくしが知るよしもありません。あえて言うなら、知ろうとも思わないのですわ。……もう、もう、わたくし心臓が疲労して参りました……」

　類は心配そうに屈かがみ込んだ。

「あ、あの……ししし、しっかりしてください。茉衣子さん、そのう……」

　茉衣子（水・桃）は、両側から小柄な類の肩にしがみつくようにしてフラフラと立ち上がろうとし、二人の体重がまともにかかって、類はぺしゃりと転倒、茉衣子二人もまた俯うつぶせに突っ伏す。

「…………」

　類と茉衣子二人の三人は、しばらく無言で転がっていた。水揚げされたばかりのサヨリが三本、並んでいるような感じである。

「なあ、光明寺。そこまでショックを受けなくてもいいんじゃないか？」

　滋の声は笑っていた。

「予想可能な未来絵図だったじゃないか。それにみんな、光明寺と仲良くしたいのさ。ほら、何も男の妄もう想そうだけじゃなさそうだよ。あのベンチに座っている光明寺の横で一いつ緒しよに弁当を食べているのは三年の女の人で、おー、それも美人だよ。いいなー」

「うれしくありません……そのお弁当を食べているのはわたくしではなく偽にせ物ものです。わたくしのお腹なかは満たされないのです……」

「そういうことじゃなくてさ。光こう明みよう寺じはいつも恐こわい顔して歩いているから、声を掛けたくても気き後おくれするんだよね。その悶もん々もんとした想おもいが、彼ないし彼女たちの意い識しきから形をとって現れたということだろ」

　そんな説明をされたところで茉ま衣い子この心中には大型台風が三つまとめて猛もう威いを振るっているのである。高気圧が入り込む隙すき間まは等圧線一本分もなかった。

　やっとの思いでよろよろ立ち上がり、漠ばくたる瞳ひとみを中庭に向けないように逸そらすと、その先の校庭にも黒い服の少女の姿がちらほらと。

　遅れてよろめき立った類るいの身体からだにぐったりともたれ掛かり、類の足もとを怪しくし、その背中を滋しげるが悠長に支えた。

「ああ、もう、どういうことですの？　どうして皆さん、わたくしを出したがるのか、これはもう犯罪行為ですわ」

　茉衣子（水・桃）は口を揃そろえて、

「あのようにして出てきたニセわたくしに、いったい何をするつもりなのでしょう」

「うーん、そうだね。きっと普ふ段だんは頭の中でしか出来ないようなことじゃないかな……？　あ、噓うそだって。それ以上類るいさんによりかかるとまたコケるよ？」
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　時遅く、類は再び二人の茉ま衣い子こともつれ合って転倒した。二人の茉衣子はぐにゃぐにゃのゼリーのようにくたくたと、類は仰あお向むけで倒れたあげく後頭部を打ち付けて両目から星を飛ばした。

「困ったもんだね」

　頭を振りながら、滋しげるは一人ずつ立たせてやった。最後に半分気絶しかけの類を助け上げていると、壁かべに額ひたいをおしつけて指でのの字を書いていた二人の茉衣子は、ふらーりふらーり、地に着いていない足取りで歩き出した。泥でい酔すい者しやの歩みだった。

「おおい、光こう明みよう寺じ。どこにいくんだい？」

「……どこへでも」と茉衣子（桃）。

「……別のわたくしが見えない場所ならどこでもかまいません」と茉衣子（水）。

　滋は肩をすくめる。そして頭の後ろにできたコブをさすっている類に、

「ついていってやってくれないか？　光明寺は激情型だからね。とっさの感情で窓から飛び降りるくらいやるかもしれない。いや、それはないかな？　でも、他ほかの自分と一いつ緒しよにいる男に殴りかかるくらいのことはするかも」

「え……。あ、ああたしがそれを止めるんですかあ？」

「一緒にいてやるだけでいいよ。少しは緩かん衝しよう材ざいになると思うね」

　不安そうに類は、遠ざかる不吉な黒いペアと滋の笑顔を見つめてから、弱々しくうなずいた。やや早足で追いかける。

「ま、茉衣子さあん……待ってくださあい……」

　スラックスのポケットに両手を突っ込んで、滋は楽しそうに見送っていた。







　第三ＥＭＰの生徒たちはこの春来たばかりの新入生や転校生などの新参者でもない限り、おおむね異常慣なれしていた。そんな生徒たちでさえも、この状況において落ち着き払っている人間は少数派で、大部分の生徒たちは多かれ少なかれ混乱の渦に巻き込まれていた。中途半端に異常なのが問題をややこしくしているとも言える。想念体が攻こう撃げき的な形態でもって、あちこち爆ばく破はしていたほうが解わかりやすくていい。それは明確に邪じや魔まで邪悪な存在だからだ。排除することに誰だれも異い議ぎを唱えたりはしないだろう。

　しかし自分や友人や恋人のコピーたちを目前にして、何の動揺もしないというのはさすがに難しい。おまけに、それらが想念体の一種であることに気づいている人間は、落ち着き払っている少数派の中でもさらに少数派だった。

　原因不明のそっくりさん大量発生。

　ある者は部屋に閉じこもって目と耳をふさぎ、ある者はなぜか喜びもし、またある者は学内の散歩にでかけて別の自分の姿を探す旅に出たりもした。一部の生徒は実に賢けん明めいなスタンスをとって独自の立場を表明した。すべてを無視してのけたである。

　最も害を被こうむったのは、たまたま今日が当番であった食堂における作業に従事していた生徒たちだろう。調理と配はい膳ぜんを担当する主に女生徒たちにとって、これで昨日と手当が同じなのは到底納得しようのない激務を強いられることになった。作っても作っても配っても配っても押し寄せる生徒たちの列が途と切ぎれることがない。まるで食事を終えた生徒が再び列の最後尾に並んでいるような無限軌道。

　即座に担当要員の増加を求める声が上がり、予よ備び役えきが招集された。三十分もしないうちにそれでもまだ足りないことが発覚し、第二次増援部隊の結成が賛成多数で可決、というより誰だれでもいいから連れてこいという命を受けた使者が当番表を片手に校舎を走り回ることになった。

　こういう場合、素早い人間は使者の目から器用に逃れることを得意とし、そうでない人間が使者の目に触れて人ひと身み御ご供くうとなるのである。

　もちろん、高たか崎さき若わか菜なは後者の集合に含まれていた。

　伝令兵のように走ってきた女子生徒の一人に割かつ烹ぽう着ぎを押しつけられた若菜は、普ふ段だんと変わりない表情と歩調で校内を歩いていた。ぽわぽわとした表情と、ぽわぽわとした歩調である。

　子供みたいなその顔を見るだけでは、彼女が現状を正しく認めているのかどうかは計り知れないが、認めていたとしても別段問題でもないと考えているのは疑いないような顔であった。

　その顔が、廊下の向こうからヨタヨタと近付いてくる人影を発見して明るく輝かがやいた。

「あ、茉ま衣い子こちゃん」

　二人の茉衣子は足を止めて、亡もう者じやのような瞳ひとみを若菜に向けた。若菜はくったくない笑顔。

「食堂の係の人が足りないんだって。あたしの当番は先週だったけど、とくべつそちで今週もやんないといけないんだって。ね、茉衣子ちゃんも手伝いに来ない？　茉衣子ちゃんもご飯よそうくらいできるでしょ？　楽しいよ」

「……今はそんな気分になれないのです。米粒を一つ一つ数えてしまうかもしれません」

「……今のわたくしの楽しみは深い眠りにつくことのみです。透明な湖の底で永遠に横になっていたい気分ですわ」

　よどんだ空気を発散させている茉衣子たちの後ろで、類るいが所在なげに立っている。そして鷹たかの目を持つ使者は獲え物ものを見逃したりはしない。巡じゆん検けん使しのように校内を巡っていた女子生徒が類を発見して接近した。

「あなた、名前は？」

「え……は……あ、蒼あおノ木き類です……けど」

「よろしい。蒼ノ木さん。あなたを特別臨りん時じ皿洗い係に命じます。これを」と、畳んだ割烹着をどこからか出して類に押しつけ、「今すぐ大食堂厨ちゆう房ぼうへ行きなさい。はい、駆け足！」

「ええっ!?　あああの……わ、わかりました」

　回れ右をしようとした類るいの手を、密命を帯びた人員徴集係は素早く取って、

「待ちなさい。こちらの特別臨りん時じ配はい膳ぜん係もつれていくように」

　若わか菜なの手首を握らせる。

「では右向け、右。はいダッシュ、ゴー！」

「あ、はい、はい！」

「わあわあ」

　わけも解わからず若菜を伴って走り出す類だった。その行く先に山積みになった皿が、油汚れをこびりつかせて待ち受けていることを彼女はまだ知らない。

　徴収係は、ぼうっと立って視線の定まっていない茉ま衣い子こたちを一いち瞥べつし、これは役に立たないと判断してさっさと立ち去った。もはや現在の光こう明みよう寺じ茉衣子は皿洗い以下の価値もないのだった。

　ふらふらと茉衣子（水・桃）は歩き出す。その行く先は決まっていない。

　ホラー映画に出てくる双ふた子ご少女のような雰囲気を醸かもし出す茉衣子たちを、他ほかの生徒たちが避さけて通った。







　その日の夕方、若菜は食料が払ふつ底ていしたため閉館となった食堂を後にして、寮りようへと戻ってきた。

「とうぶんシャモジは見たくないなあ」

　緊きん張ちよう感かんのない声で呟つぶやきながら廊下を進み、寮生にすれ違うたび「今日は疲れたねえ」みたいな挨あい拶さつを投げかけ、何人か似たような顔の寮生と続けざまに出会っても気にすることなく、自室へと辿たどり着いた。

　そこで若菜が見たものは、灯あかりの点ついていない薄うす暗ぐらい部屋の中央で倒れ伏している茉衣子二人の姿だった。

「どうしたの？　茉衣子ちゃん」

　茉衣子（水・桃）はぴくんと脚の指先を震ふるわせただけで無言を貫いている。

「どざえもんみたい。お腹なか空すいたの？　そう思ってちょっとだけだけど余りを持ってきたよ。ゆで卵とチャーシューしかないけど、これでいい？」

　ぴくぴく、と茉衣子の四つの脚がひくついて、三次元の影みたいな黒衣の茉衣子が二人、のっそりと起きあがった。両手を床につき長い髪で顔の半分以上を隠している少女が、薄暗い部屋の中で黙だまり込んでいる構図は決して安心感を誘うものではない。

「電気つけるよ。元気出そうよ。あたしなら茉衣子ちゃんが二人に増えてもだいじょうぶだよ。洋服貸してあげるよ」

「はあ……」

　蛍光灯が点いた。嘆息を吐きつつ、茉衣子は二人して若菜を見上げた。ラップをかけた深皿を持った若わか菜なは、ぽやんと笑った。

「茉ま衣い子こちゃんがおとなしいと変な気分だよね。弱ってる？　はい、ごはん」

　若菜が差し出した皿を、たまたま近くにいた茉衣子（桃）が受け取った。若菜の断り通り、ゆで卵が二つと数きれの豚肉がそこに載っている。つまみ程度のものであるが、朝方に滋しげるに貰もらったパンを食べたきりの茉衣子の腹は正直だった。くくう、と輪唱で鳴る。茉衣子には飲酒の嗜たしなみはないが、なんとなくアルコールと共に摂取したいような気になっていた。

「若菜さん」

　茉衣子（水）は、のろのろと口を開いた。

「あなたにとって、わたくしはどのような価値を持つ人間なのでしょうか……？」

「へ？」と若菜。

「あなたとは中等部寮りようからの付き合いです。高等部寮に移ってからも、あなたはわたくしと同室でいることを許容して下さいました。それはなぜですか？」

　茉衣子（桃）が問いかけるのに、若菜はギザギザになっている髪を傾け、うーんと考えているようだったが、

「わかんない」

　その後に微笑ほほえんで、

「あたし、茉衣子ちゃん好きー。だからかなあ」

　それからケラケラと笑い、

「春はる奈なは好きじゃなかったみたいだけど。でも茉衣子ちゃん、良い子だよね。あたしより頭もいいし、うん。でももうちょっと髪切りはうまくなって欲しいな。そんくらい」

　茉衣子（水・桃）は、若菜が付けてくれたリボンをそれぞれ無む意い識しきに指で押さえた。

「このリボンは……」

　茉衣子たちは若菜の表情の移り変わりを見て取って、それ以上言うのをやめた。知ってもどうにもならないことは、知らないにこしたことがない。

「どうも、ありがたいことです」

　若菜がニコニコと見守る中、茉衣子（水・桃）は冷さめたゆで卵とゴムのような歯は触ざわりのチャーシューをもそもそと食べる。少しは元気の素もとになるような気がしてきた。おかげで頭も回り出し、宮みや野のへの恩おん讐しゆうが再さい燃ねんしてくる。これから夜が来る。宮野が例の茉衣子モドキと寝床を分かち合うことは間違いないと茉衣子（水・桃）は信じていた。その信仰が想像力を高め、妄想が憤ふん激げきとなって茉衣子たちの胸を焼くのだった。

　なんとも単純なことに、質素な食事を終える頃ころには茉衣子たちはすっかり回復していた。二人は敢かん然ぜんと妄想に立ち向かう。

「なんて破は廉れん恥ちなっ！」

「わたくしの身体からだにそんなことをするなんてっ！」

　茉ま衣い子こ二人は絨じゆう毯たんの上で転げ回りつつ身をよじりつつ悶もだえつつ。

　若わか菜なは卵の殻を片づけながら、

「茉衣子ちゃん、パンツ見えるよ」

「パンツごときが何だと言うのです！」

　茉衣子（水・桃）、激げつ昂こう中。

「いま、わたくしはまさに貞てい操そうの危機にあるのです！　それをあなた、パンツなどと！」

「あああ……。班長の邪悪な指にわたくしの汚けがれなき身体からだが弄もてあそばれようとしているのですわ」

「このままではわたくしの純じゆん潔けつが班長によって踏みにじられてしまいます。耐え難き忍びようもありません」

「……ああ。想像したくもございません。わ、わたくしがあんなトロロイモ頭に組み伏せられっ──！」

「想像しなけりゃいいんじゃないの？」

　若菜がそろそろ眠そうに、兄と同じようなことを言った。

「宮みや野のさんも、そんなにわけ解わかんないことはしないと思うよ。それに、その茉衣子ちゃんて、兄さんのところにいるんでしょ？　だいじょうぶだよ、きっと」

「だと、よいのですけれど」

　茉衣子（水・桃）、嘆息中。

「よもや、高たか崎さきさままで班長の妄もう想そうに荷担することは……」

「ないないよ」と若菜が請うけ負った。

「茉衣子ちゃんは兄さんが好きそうな人じゃぜんぜんないからね」

「それはどうも」

　安心するような、侮辱されたような。

　その夜、若菜はいつも通り二段ベッドの下で眠り、茉衣子たちは上で並んで寝た。貴重な体験として、茉衣子は自分の寝ね相ぞうが自分の信じるほど穏おだやかなものでないことを知る。それくらいのことは知ってもいいだろう、と茉衣子たちは互いに信じ合いながら眠りに就いた。







「困ったことになっているのかもしれない」

　夜の校舎は無人ではない。いつでも誰だれかしらが残っていてどこかで何かをしている。しかし、その言葉の発言者が今いる場所は、午前零時に集まる時間帯にしてはそぐわない地点だった。

　高等部校舎の屋上。月明かりが青白く淡い色を地上に投げかけて、複数の人影をひび割れの目立つ屋上の床に落としていた。

「何が困るっていうの？」

　先の言葉に問いかける人影があった。周囲を山に囲まれているため、街の灯あかりもここまではとどかない。欠けた月による太陽の反射光だけでは人影たちの表情一つ読みとれない。

「〈シム〉たちの異常発生は、我々にとって有利に働かないかもしれないってことだ」

「そう？　かえって良い隠かくれ蓑みのになるんじゃない？　わたしたちの存在が紛れるでしょ」

「そうとも言えない」

　別の人影が声を発する。

「今はまだ混乱しているだけなので構わないが、遠からず問題が発生すると思う」

「どんな？」

「〈シム〉たちが想念体の別形態であることはすぐに知れ渡るだろう。想念体が何らかの問題行為を働けば、それは消滅対象と見なされる。〈シム〉は人間ではないのだから保安部も躊躇ためらわないだろうな。対たい魔ま班はんのようなカウンターＥＭＰ能力を持つ連中が、校内で〈シム〉狩りを始めるだろう」

「でも……、ちゃんと自じ意い識しきのある〈シム〉だっているのよ。自分が想念体だと気づいていないやつらもね。そんなのも消すと言うの？」

　また別の声がする。

「問題が起こらなければいいけどさ。イザコザならもう起き始めてる。食堂でのオカズの奪い合いなんて些さ末まつなことだ。自分の〈シム〉が出現しているのを知った生徒たちは、どうも落ち着きをなくすみたいだ」

「たまたま見かけたんだが、こんな例があった。付き合っていた男女のカップルがいてね。女のほうが男の〈シム〉を出してしまった。その〈シム〉は現実の彼氏より、理想的な男になっていたんだ。本物の男のほうを呼びつけた彼女は、〈シム〉を指したのちにこっちが本物だと断言して、彼とは別れ、〈シム〉と付き合うことを選択した」

「本物より偽にせ物ものが優れていたから？」

「この場合の彼女は〈シム〉のほうが偽物だと知っていた。知りつつ偽のほうを選んだんだ。本物の立つ瀬せがない」

「それで本物の彼氏のほうはどうしたの？」

「〈シム〉に殴りかかった。そして、こてんぱんにやられた。返り討ちだ」

「その彼氏もそれで黙だまりはしないだろうな。彼が理性的な人物ならいいのだが……。刃物を持ち出さないような」

「〈シム〉は人間をほぼ完全に模しているのだから、刺せば血も流すし刺しどころが悪ければ生命活動を停止する。完かん璧ぺきな死体の一丁上がりだ。〈シム〉を想念体として消すには対想念体能力を使って存在確率を零にしないといけない。攻性想念体はそうやって消されている」

「〈シム〉が偽物だと知っている人間は、それらをどう扱ってもいいと考えるだろうってことが言いたいの？」

「慈じ悲ひ深い連中だけじゃないだろうからな。自分の〈シム〉が、呼び出した人間にどう扱われているのか気に病んで死にそうになっている奴やつもいる」

「なるほどね。保安部が乗り気になってきたら一いち撃げきね。でも、彼らはどこまでするの？」

「解わからない。会長もその代理テレパスの意図も読めない」

「少しは憐あわれみを感じてくれたらいいんだけど。今までみたいに」

「そう祈ろう。明日になれば別の事態が現れるかもしれないがな」

　沈ちん黙もく。

　やがて人影たちは一人、二人と屋上から校舎の中に続く戸口へ向かい、静かにその場から立ち去っていった。上空で雲が流れ、わずかな月明かりさえも覆おおい隠す。暗くら闇やみと静けさだけが屋上に残っていた。

　かに見えた。

　ふいに湧わいた気け配はいが、ゆっくりと身じろぎした。その気配は闇の中から影が立ち上がったように朧おぼろげなもの。微かすかな息づかいで、ひそやかな含み笑い。

　影は給水塔に寝そべっていたらしい。音もなく起きあがって、

「さてさて」微笑まじりの声で呟つぶやく。「なかなかに興きよう味み深いことです。そちらのあなたもそう思うでしょう？」

「かもしれんな」

　二つ目の気配は答えた。こちらは戸口の陰から這はい出したような人影。

「だが、興味深いこととそれが面おも白しろい結果を生むかをどうかは、また別の話であるぞ」

「ですが、僕ぼくは自分の興味が満たされるのであれば、別にエンドロールでハッピーな気分にならなくてもよいのですよ。でなければホラー映画は観みることができないでしょう？」

「ホラーは私の興味の範はん囲い外だな」

「ああ、あなたの専門はコメディでしたっけね。あなたなら、たとえホラー映画のエキストラで出演しても、映画のジャンル自体を変化させてしまうかもしれませんね」

「心外である。私の赴くところは常にシリアスとなる運命を背負っている。そんな自分が、私はかなり誇らしい」

「たいへん結構です。この学園では、意識を強固にすることが最大の必要条件ですから。しかしそうでない人も多いようですね？」

「寮りよう長ちよう殿のことを言っているのなら賛成せねばなるまいな」

「それはどうも。ところで彼らの言っていた〈シム〉とは、なかなかよい命名ですね。シミュラークルのＳＩＭでしょうか」

「シミュレーションではないかな。よい。名称に興味はない」

　どことなく白っぽさを感じさせる気配は、

「それで、私はキミをどうするべきかな。保安部としての職務を思い出すべきだろうか」

「僕は別に構いませんが、面めん倒どうごとは避さけたいのでね。そろそろ退散しますよ。また来るかもしれませんが、そんな未来のことは保証できませんねえ」

「実を言えば現在の私はキミのことなどどうでもいいのだ。愉快で心地よい気分にさせてくれるオモチャを手に入れたばかりなのでな。しばらくは遊び時間に困りそうにはない」

「それは何より素す晴ばらしいことです。茉ま衣い子こさんには同情しますがね。ではお先に失礼」

　出し抜けに給水塔の気け配はいが消えた。ややあって戸口裏の影も消えた。

　再び雲が月を通り過ぎたとき、そこに残されているのは、無。













○八章







　佳よし由ゆ季きの目覚めは爽そう快かいなものとは言えなかった。タオルケットを剝はぎ取りながら、佳由季は硬い床から身体からだを起こしてガラス越しの朝日に目をすがめた。そろそろカーテンが必要かもしれない。このままでは部屋にいながら日焼けしそうだ。

　額ひたいの汗を拭ぬぐっていると、

「高たか崎さきさま、お早うございます」

　佳由季の寝床を奪った張本人が、優雅に微笑ほほえんで正座していた。

　宮みや野のが、どうやってもここで眠ると言い張って早々に二段ベッドの上階を占拠したため、佳由季はいくぶんか投げやりな気持ちで茉ま衣い子こ（優）に自分の寝床を提供してやった。朝になったら消えているかという期待は微み塵じんに打ち砕かれ、茉衣子（優）はやっぱりこの部屋に存在し、昨日に引き続き、万年コタツ上の人数分のティーカップに湯を注いでいる。

「やあ、寮りよう長ちよう殿！　新しい朝の到来だ！　私の今日の目覚めはすこぶる快適なものだった！　本日もよい一日になることを私はすでに確信するしだいである！」

　白衣男は光合成でもしているのかと思うくらい気力いっぱいに、カップラーメンを貪むさぼり食っていた。

「私の予想では今日は昨日以上に楽しい日になるだろう！　そうやって日々を積み重ねていけば、いずれ無限の享楽がこの世を支配することになるやもしれん！　それはとても楽しいことだと、寮りよう長ちよう殿、キミも思うであろう！」

　佳よし由ゆ季きは無言。宮みや野のの大声は目覚まし代わりにちょうどいい。春はる奈なの時計攻こう撃げきとどっこいのシロモノである。ようは、どららも最悪だということだ。

「高たか崎さきさま、お砂糖はいくつでしょう」

　スプーン片手に儚はかなげな微笑を向ける茉ま衣い子こ（優）に、佳由季は、

「少し」

　茉衣子（優）は小さじ半分の砂糖をカップに入れ、ゆっくりかき回して佳由季に渡した。

　便利なものだと佳由季は思い、甘すぎない紅茶を啜すすりこんだ。春奈より役に立つかもしれない。絶妙のさじ加減は賞賛すべきか。この茉衣子を妹として迎えるつもりはないけど。

　カップ麵めんを完食した二秒後くらいにティーカップの中身も飲み干して、宮野は立ち上がった。

「私は朝飯確保のために食堂まで突とつ撃げきせねばならん！　茉衣子くん、ついて参れ！」

「はい、宮野さま」

　茉衣子（優）は目をキラキラ輝かがやかせて、白衣にすがる。

「それでは寮長殿、さらばだ！　また会おう！　夕方くらいに！　それから鍵かぎはかけないでおくように！」

「ごきげんよう、高崎さま」

　二人が姿を消すと、途と端たんに部屋がわびしく感じられる。どちらかと言えば静寂を好む佳由季でも、このメリハリのつきすぎた雰囲気転換はちょっとばかりの影えい響きようを心に被こうむらざるをえない。

「ま、宮野が分裂しなかっただけでもマシか……」

　自分の放った独り言に、佳由季はギョッとした。

　一昨日おとといまで茉衣子は一人しかいなかった。昨日は、たくさんいた。昨日まで宮野は一人しかいなかった。今日、宮野がたくさん発生していないと誰だれに言えるだろう？

「まさかな。ネズミ算方式じゃあるまいし」

　佳由季は自分に言い聞かせた。







　茉衣子たちが目覚めて最初におこなったのは、互いの存在を確認することだった。ため息が第一声となったのは、夜のうちに統合が果たされなかったという事実を知ったからである。もう一人の同じ顔は、昨日と同じでそこにいた。

「あなたの寝ね相ぞうは最悪でした。もう、何度殴られたか解わかりません」

「あなたの歯ぎしりと寝言のほうが大迷惑でしたわ。若わか菜なさんに悪いと思いませんの？」

「わたくしは歯ぎしりなどというはしたないことはいたしません。可愛かわいく寝言くらいは言うかもしれませんが」

「わたくしも寝ながら誰だれかを殴ったりはしませんわ。自分で自分を殴っていたのでしょう」

　言い合っていると、若菜がわしわしと歯を磨みがきながら現れて、

「寝ね相ぞうの悪いのとキリキリ言うのは昔からだよ。あたしは気になんないけどさ」

　茉ま衣い子こ二人はベッドの上から、恨うらみがましく若菜に視線を飛ばした。高たか崎さき兄の言葉が正しければ、自分のコピーを生み出したのは若菜であり、まさに生みの親と言えるかもしれない。ただし自分こそ唯一品たる光こう明みよう寺じ茉衣子であると、両方ともが考えていたが。

　茉衣子たちは枕まくら元もとに手を伸ばし、揃そろえて置いてあったリボンに手を伸ばした。昨日まで水色リボンを付けていた茉衣子は、ふと戯たわむれに今日は色を違えてみればどうだろうと思い、相手も同じ事を考えているの気づいた。そっちの茉衣子はすでに桃色のリボンを手にとって、でも意味無いですわね、と考えていた。そこで、もう一人の茉衣子が水色のリボンを見つめているのに気付き、色を違えたところで誰も気付きはしないだろうと思い、そしてどうせなら毎日取り替えてやればよいのです、と胸の中で呟つぶやいて、今日は水色茉衣子になった。

　無む駄だなことをしてしまったかもしれない。

　ベッドから降りた茉衣子（桃・水）は、どちらが今日着るべき衣装をまとうか、昨日に継ついで揉もめることになり、若菜に呆あきれたような表情を作らせた。

「どっちも同じ茉衣子ちゃんなんだけどなあ」

　見分ける必要もないと言いたそうな、若菜のセリフだった。







　どこかで見たような長身の白衣姿が、黒山の人だかりの中に見えた。

「やっぱりか」

　佳よし由ゆ季きは驚おどろかず、ただ呆れた。いよいよどうしようもなくなってきたようだ。大食堂前の人だかりは昨日よりも増えている。事態は順調に悪化の一途を辿たどっているようだった。倍々ゲームとはいかずとも、生徒数は目算で三割ずつ律りち儀ぎに増えているように思える。一日目が１だとしたら次の日は[image: 1.3]に、[image: 1.3]が[image: 1.69]に、そして明日は２を超える。三日で倍以上になってしまう計算だ。全校生徒の数を考えると定員オーバーどころの話ではない。そのうち周囲の山々を生徒の大群が埋め尽くすことになる恐れがある。

「……それよりも、だな」

　ついに各所で小こ競ぜり合いが発生しているようだった。昨日の茉衣子たちの現象があちらこちらで拡大再生産されている。保安部員たちも倍になっていればいいのだが……と考えかけて、佳由季はそれでもアテになりそうにないと頭を振った。リボンを付けた茉衣子（水・桃）ならまだしも、茉ま衣い子こ（優）や茉衣子（メイド）はやる気なさそうだし、昨日の立ち振る舞いを見る限りでは茉衣子（水・桃）もそれどころではないらしい。

「ボランティアの治安維い持じ組そ織しきでも作るか」

　佳よし由ゆ季きは食堂付近の大混雑を避さけ、裏道を歩き出した。せめて人口密度の薄うすい校舎内に入ろうとして、思わず立ち止まる。

「何だ？」

　得え体たいの知れないモノが、向こうから歩いてきた。

　不透明で不ふ明めい瞭りような人影がふらふらと漂うように動いている。佳由季はそれがどうやって湧わいて出てきたのか直観で悟った。

　こいつは、なり損ないのコピー人間だ。

　今、学内を賑にぎわせている人型想念体たちは、他者のイメージが実体化したものだ。宮みや野のにとって茉衣子は優秀な部下で、真ま琴ことにとって佳由季はいかがわしい遊び相手であるように、誰だれかの頭に思い描いている人物の勝手な印象が実際に出てきてしまったものなのだ。

　それは比較的近い位置にいる人間だからこそ、明確な印象も抱くことができる。そいつがどんな奴やつかを自分なりに判断するには、ある程度の接触が必要だ。では、ほとんど接触のない人間のイメージはどのようなものか。たとえば一度会ったきりで名前は覚えているが顔を思い出せない奴とか、何度か見かけることはあるもののそいつがどんな奴か知らない人間のイメージは？　思い描こうとしても顔すら思い出せないような奴の場合は？

　ぼやけた人影が佳由季の横を通り過ぎる。それは人の形をしているというだけの、単なる物体だった。人格も個性もなさそうに、それはフラつく所作で廊下の角を曲がっていった。

「…………」

　見送って、視線を前に戻した佳由季の前に、抜ぬき水みず優ゆう弥やが立っていた。優弥は廊下の壁かべにもたれかかり、五年ぶりに出会う親友に向けるような微笑ほほえみを浮かべていた。

「まだいたのか」

「ええ、演目は最後まで見るべきです。僕は映画を見終わってもエンドクレジットが流れ終わるまで席を立たないことにしていますから。制作者に対する、せめてもの敬意ですよ」

「料金を払って見ているんだったら、途中で寝ようが帰ろうが自由だろうが」

「もちろんですよ。自由は金で買えますからね。ですが、それでは少し寂しいでしょう？」

「これから真琴に会いに行くか？　泥水コーヒーなら無料で振る舞ってくれるぞ」

「遠えん慮りよしておきましょう。僕ぼくはそろそろ帰りますからね。これでもそれなりには忙しい身なんですよ」

「エンドクレジットまで退席しないんじゃなかったのか？」

「ですから、そろそろ終しゆう劇げきが近いということです」

　佳由季は優弥の顔をうかがい、真琴と似ているところを探そうとした。優弥はその視線をまともに受け止めて、

「想念体コピーたちは第三ＥＭＰ学園の外に出て行くつもりはないようです。この現象は第三ＥＭＰにしかないものです。第一と第二は平へい穏おんですよ。つまらない学校です」

　落胆したように首を振る。

「そんなのはどうでもいい」佳よし由ゆ季きは言った。「このバカ騒さわぎは誰だれの仕し業わざだ。お前か」

「とんでもありません。こんなことが個人にできるわけがないでしょう。集団でやってるわけでもないですが。もしできる人がいるのだとしたら、春はる奈なさんくらいですよ。ＰＳＹネットのエネルギーを彼女のように使えば出来るのかもしれません」

　優ゆう弥やは指を鳴らして親指の先に小さな炎を灯ともし、フッと息で吹き消した。

「ＰＳＹネットは結局歪ゆがんだままの形で消え失うせました。その影えい響きようが今いま頃ごろ出てきてこの事態になっているのかもしれませんね。想念体が人間の形で出ていた現象は前からもあったでしょうから、春奈さんのオーバーロードが大量発生の引き金になったのかもしれませんし、そうでないのもしれません。ＰＳＹネットはまだ完全には消失していないようですから」

「何でも春奈のせいにすりゃいいと思ってないか？」

「ああ、すみません。怒らせてしまいましたか？」

　優弥の笑顔はどこまでも晴れやかである。

「そんなつもりはないのですけどもね。でもこれは、誰かが警けい鐘しようを鳴らしているのではないかと思われますね。おそらく、増えすぎた想念体を減らすための自浄作用です」

　佳由季は黙だまって聞いている。

「コピーたちは人間ではなく、想念の塊です。しかし肉体を伴っている存在です。見れば姿を確認できるし、触れれば温かくも感じるでしょう。ですが、彼らは人間ではない。偽りの存在です」

「わかりきったことだろ」

「あなたはこの数日で光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こを何人見ました？　確実に想念体だと分類できたのは何人ですか？」

　リボン付き以外が全部ニセモノであるのはハッキリしている。

「髪にリボンを付けていた二人の光明寺茉衣子、そのどちらが本物なのか、あなたには区別できましたか？」

「いや」

「想念体を殺してもそれは殺人ではありません。それが犯罪だと言うのなら、対たい魔ま班はんは殺人犯の群れになってしまいます。もうお解わかりですね？」

「いいや」

　優弥は真ま琴こととそっくりのやり方で喉のどを鳴らした。

「あなたは感覚的に、水色のリボンを結んでいる光明寺茉衣子を偽にせ物ものだと考えている。それはなぜでしょうか。まあ、僕ぼくが言うまでもありませんね。あなたには解わかっていることですし」

　それは遠い昔、佳よし由ゆ季きの双ふた子ごの妹たちが二人とも生きていた時代だ。春はる奈なが幽ゆう霊れいモドキになる前のことである。首の裏のホクロ以外に区別しようのない二人に、佳由季が判別のために与えてやったリボンがそれだ。若わか菜なはピンク色の、春奈には水色のリボンをどこかに付けているように申しつけた記き憶おくが蘇よみがえる。

　おとなしく従っていたのは数日で、双子はいつしかリボンを取り替えるようになった。わざとではなく、若菜も春奈もどちらの色でもよかったのだ。二人には、なぜ兄が片方に決まった色を付けているように言ったのか理解できないようだった。双子にとって、両者の判別など無意味だったらしい。なぜなら、若菜と春奈はお互いを見てもそれが自分だとしか思えなかったからだ。水色のリボンを付けた春奈を見て、若菜はそれが自分の姿だと思い、春奈も同じだった。二人には区別する必要がなかった。そこにいる自分と同じ顔の少女は、自分だったのだ。

「同じ事です」と優ゆう弥やは言った。「区別する必要がないなら、本物も偽にせ物ものもない。どちらも本物でいいでしょう。それがコピーだろうと本物だろうと、誰だれにも解らないのであればね。ですが、それは間違った増殖です」

　優弥は嗤わらう。

「同じ人間ばかりが増えても無む駄だなことです。それは多様化に逆行する動きだからです。人類の行動にふさわしくない。あなたも周囲に同じ意見の奴やつばかりが揃そろっていても、全然楽しくないでしょう？」
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　佳よし由ゆ季きは優ゆう弥やの仮面のような微笑を睨にらむ。何が言いたいんだ。こいつの話にどんな有益な情報があるんだ？　でまかせを適当に語っているだけなのか？　なぜ僕ぼくにそんなことを言うんだ？

　こいつは何を知っている？

「何も」

　と、優弥は答えた。

「知的好奇心を満たすための探求行動が僕のポリシーなだけですよ。なぜこの世にＥＭＰ能力なんてものが発生したのか、それを知りたいと考えているだけです。ＰＳＹネットワークの果てに何が在あるのか、どんな意味があるのか。この学園は、僕にとって絶好のサンプルなのです」

　大おお袈げ裟さなため息。

「もし春はる奈なさんとまったく同じ〈シム〉が現れていたら、ＰＳＹネットの再現もあり得るかと考えていたのですが、果たされずに終わりました。もう少しこの状態が続けば彼女の再登場もあったのかもしれませんね。しかし、あなたにその気はなさそうですしね」

　優弥は敬礼のような仕し草ぐさで片手を上げ、芝居がかった動作で別れのポーズを作った。

「そろそろ我が不ふ肖しようの妹が何かしでかすでしょう。邪じや魔まをしては悪いですから。では、また会いましょう」

　あっさりしたものだった。優弥は佳由季に背を向けると廊下を進み、角を曲がって姿を消した。おそらく本当に姿自体を消したのだろう。どうでもいいことだ。誰だれが消えようが、佳由季にはそいつの自由としか思えない。好きにすればいい。ただしルールの範はん囲い内で。

　佳由季は優弥とは反対の道を歩き出す。







　食堂厨ちゆう房ぼうから派遣された使者兼巡じゆん検けん使し兼徴用係は今日も学内を走り抜け、生いけ贄にえを探していた。人員の不足はさらに深刻化していたのである。あっさり捕まった若わか菜なは、割かつ烹ぽう着ぎを両手に持って食堂へと向かい、彼女と別れた茉ま衣い子こ（桃・水）はなるべく周囲を見ないように、他ほかの自分の姿を目にしないようにして部室棟へ向かった。

　辿たどり着いた部室のドアを開こうとして、二人は躊ちゆう躇ちよした。あの班長のこと、アホみたいに昨日の再現を計画しているかもしれない。

　息を整え、茉衣子（桃・水）は互いにドアノブを譲ゆずり合ったあげく、二人して右手を重ね合わせてノブを握り、えいやと引いた。

　滋しげるがいて、類るいもいた。宮みや野のと茉衣子（優）の姿はない。

　心持ち安あん堵どして茉衣子（桃・水）は、しずやかに部室に身体からだを滑り込ませ、ほっと息を吐こうとした、そのコンマ二秒後のことである。

　テーブルの下から謎なぞの物体が二つ、床をごろごろ転がって飛び出してきたかと思うと跳ちよう躍やくする勢いで立ち上がり、片方が次のように叫んだ。

「どうだね茉ま衣い子こくんもといニセ茉衣子デュオ！　驚おどろいたかっ！」

　白衣をホコリだらけにした宮みや野のが腰に両手をあてて大口を開けていた。その横に、黒い影のような茉衣子（優）が控えめな微笑ほほえみを見せて茉衣子（桃・水）に一礼する。

「ごきげんよう」

　あいにく茉衣子（桃・水）はちっともご機き嫌げんがよろしくなかった。かと言って不機嫌でもなく、ただ忘我の面おも持もちであった。滋しげるは苦にが笑わらい、類るいは唇を引きつらせている。

「時差に気をつけたまえ！」

　そんなことを叫びながら、宮野は茉衣子（優）を伴って走り去った。白けた空気が部室の中を舞い、開けっ放しのドアから逃れるように流出する。茉衣子（桃・水）がノブを引いてから五秒も経たっていない。

　茉衣子（桃・水）はダブルでわなわな震ふるえつつ、

「アホかーっ！」と叫んだ。そして苦笑中の滋に、

「どうしてあのような行為を見逃すのです！　だいたい班長はいつから机の下に潜ひそんでいたのですかっ！」

「十五分くらいかな」

　滋は時計を確認する。

「机の中でも楽しそうにしてたよ。光こう明みよう寺じのコピーさんと楽しそうに笑い合いながらね。『まあ宮野さま、そんなところをお触さわりになっては……』『よいであろう。ここには人目もなく誰だれはばかることもない』とか言ってたかな」

　茉衣子（桃・水）は卒倒しかけ、わずかな気力のみで踏みとどまる。

「あなたも！」

　茉衣子（桃・水）は類を睨にらみつける。類は両足裏を五センチほど飛び上がらせて、

「ええっ！　あ、あたしですか？」

「あなたも、見ていたなら止めなさい、なんとしてでも！　班長を殺害したとしても事件にはなりません！　それが法律です！」

「どこの法律だ、それは？」と滋。

「わたくしの六法全書にはそう書いてあるのです！　ゴキブリを叩たたきつぶしても殺人罪が適用されないのと同じですわ！」

「あの班長氏には殺虫剤は効きそうにないけどね。まあ、座りなよ」

　はあはあ言いながら茉衣子たちは椅い子すを引き寄せて座り、テーブルに突っ伏した。

「たぶん班長さんは今のうちに遊んでおきたいのさ。いつものキミは、彼と遊んでやることなんてないんだろ？」

「当たり前です」と茉ま衣い子こ（桃・水）。

「さっき出て行った光こう明みよう寺じモドキさんもそのうち消える。類るいさんの消えた友達のようにね。だから今、せっせと楽しんでいるんだよ。解わかってやればいいのに」

「解りません」と茉衣子（桃・水）は即答し、ガバと顔を上げて、

「わたくしの身体からだを愉悦の素もとにする行為の、どこに理解を求めるつもりなのです。そんなものを求められても困りますわ。わたくしは変な部分を触さわられたくなどありません」

「よくそれで、コンビを組む気になったね」

　滋しげるの感想に、茉衣子（桃）と（水）は息を合わせたかのようにぴったり同じ動作で窓へと目を転じた。人工衛星を肉眼で見ようとするような目をし、二人は交互に喋しやべった。

（水）「あれはわたくしが初めて対たい魔ま班はんに配属された初日でした。中等部三年の、まだ二学期でした。優秀な対想念体能力を持つわたくしは、そうやって異例の抜ばつ擢てきを受けたのです。保安要員は原則的に高等部から選出されますので」

（桃）「その時、班長は副班長でした。最初に見た班長──当時の副班長──は、わたくしの目がどうかしていたのでしょう。とても魅み力りよく的な男性に見えたのです」

（水）「それは班長がずっと黙だまって立っていたからなのです。あのような狂ったアルカイックスマイルを浮かべることなく、実に真ま面じ目めな表情で、ただ遠くのほうを見ておられました」

（桃）「ですが、実はそれは単に親おや不知しらずの痛みをこらえるあまり、何も考えていなかったからなのです。そうとは知らず、わたくしは班長と組むことになった自分を誇らしくさえ思いました。しばらくの間、班長は無口で背の高いオニーサンとしてわたくしを教きよう導どうしていましたが、やがて歯の治ち療りようが終了すると……」

（水）「あの通り、他人の迷惑を顧かえりみないタダのアホウになってしまいました。その時のわたくしの落胆と絶望は計り知れません。わたくしの理想像がガラガラと崩落してしまった瞬しゆん間かんですわ。目の前が真っ暗になるという現象は比ひ喩ゆだけでなく実際にあると知りました。このわたくしの希望を裏切るなんて！」

（桃）「そんな人間はもうヒトではありません！　鬼です！　悪鬼です！　原生動物です！」

「それってさ、自分の勝手な思い込みが自然に覆くつがえされただけじゃないのかな？」と滋。

（桃・水）「それが許せないのです！　せっかく見つけた人生の師だと思ったのに！　それよりも許せないのは、班長の本性を見抜けなかった自分です。たかが親不知の影えい響きように判断を左右されるなんて！　わたくし、自分をゴザでくるんでプールに飛び込もうかと思いましたわ！」

　ビクビクし始める類を安心させるように笑ってみせ、滋は、

「ま、それはそれとして」

　会話を打ち切り、新たな話題を茉衣子たちに提供する。

「それよりさ、生徒の人数が昨日より増えてるのに気づいたかい？」

「いいえ。下を向いて歩いておりましたから」

「増えてるんだよ。それもね、変なのが混じり始めている」

「人の頭から出てきたイメージ人間が変でないはずはないでしょう」

「そういう変さじゃない。見たらすぐ解わかる変な奴やつらさ」

「見てませんでしたわ」

「簡かん単たんに言うと、人の形をしているけど輪郭が定まっていない、ぼんやりとした人影みたいなものがうろつき回っている。俺おれも何人か見かけたし、こちらの類るいさんも思わずビビったそうだ」

「そ、そうなんですっ！　朝起きたら部屋の真ん中に変な人影が！　でででても、侑ゆう里りは……そのニセモノの侑里ですけど……は、普通におはようなんてその人影に言ってたりするんです！　あたし、恐こわくてすぐ飛び出てきてしまいましたっ！」

　一いつ生しよう懸けん命めいにアピールする類を、うろんな目で見てから茉ま衣い子こ（桃・水）は、

「誰だれかがＩＳフィールドでも張っているのではないのですか？」

「それはない。なぜなら、そいつらを触さわろうとしてもできないからね。雲をつかんでいるような感触くらいさ」

「幽ゆう霊れい？」

「みたいなものだね」

「それは何ですの？　想念体ですか？」

「想念体であるのは間違いないね。コピー人間たちが想念体なのと同じだ。俺の考えを言ってもいいかな？」

「いちいち断らなくとも、最初から答えを教えてください」

「コピーのコピーだよ」

　滋しげるはゆっくりと言った。

「そいつらはコピー人間たちの頭の中から出てきたんだ。コピーが新しいコピー人間を生み出したのさ。光こう明みよう寺じも経験があると思うけど、コピーをさらにコピーにかけるとどうしたって元情報は劣化する。イメージによって発生した想念体は不完全なコピー人間で、そこから出てくるコピー人間はさらに不完全になるわけだ。それが幽霊モドキの正体だよ」

「……あきれた話です」

　ため息をつき、茉衣子（桃・水）はため息をついている場合ではないと気づいた。

「待ってください。ではどういうことになるのです？　昨日はコピーの大発生、今日はコピーのコピーが増殖して───。では、明日は？」

　滋は首を振った。

「解らないね。そんな未来のことは」







　何が理由かは解らないが、放っておけそうにないな。

　部屋の数どころの話ではない。学内全域が妙なモノで満杯になるのは目に見えていた。学内に留とどまるのならまだいい。自分の想像に吐き気を感じる。佳よし由ゆ季きの脳内スクリーンに、どろどろした不定形の何だか解わからない連中が溶け合い混じり合いながら山々を覆おおい尽くしているシーンが浮かび上がった。そして山の麓ふもとには平和に暮らす人家だってあるのだ。

　佳由季は最上階を目指している。率先して行きたいとは思わないが、こういうときに訪ねる場所は一つくらいしか思いつかない。五年近くも住み着いていながら、自分の交友範はん囲いの狭さに改めて気付く佳由季だった。これまでは春はる奈なのおかげで良くも悪くも寂しさとは無む縁えんだった。今はそうではない。春奈をイイワケに使うことはもうできない。

　生徒会長室のドアは抵抗せずに素直に開いた。

「いらっさーい」

　二人掛けソファの上に寝転がる真ま琴ことが片手を振った。

「真琴うれしい。また戻ってきてくれたのね。それでこそ、あたしのユキちゃんだわ」

　簡かん易い植物園の中にいるのは真琴一人きりだった。どこの木陰にいるのかと、佳由季は周囲に注意深い目線を向ける。

「誰だれをお捜し？　あー、あんたのニセモノならもう消えてもらったわ。やっぱ、あたし本物じゃないと物足りないわあ。お上じよう手ずなユキちゃんはユキちゃんじゃないもんねえ。ヘタの横好きってやつかしら」

　佳よし由ゆ季きは真琴の日本語の乱れを修正してやる気にもならず、

「消えた？　いつだ？」

「昨日の夜ね。ずっと夜よ伽とぎをしてもらってたんだけどさ、飽きちゃった。だから消したのよ。考えてみればいくらあんたより巧うまくて恰かつ好こう良くても、それはあんたではないものね。茉ま衣い子こちゃんもね、便利だったけどお、途中で虚むなしくなっちゃってさあ」

「どうやって消した？」

「簡単簡単。連中は全部、想念体なんだからそれっぽいＥＭＰ能力で攻こう撃げきすれば消滅するのよ。めんどいから、あたしは保安部の連中に消してもらったけど」

　想念体駆除は宮みや野のや茉ま衣い子こがいつもやっていることだ。宮野は娯楽として、茉衣子は仕事として、毎日のように学内を駆けずり回っていた。最近その光景を見ていないな。バケモノではなく人間の姿で出るようになったから想念体の破は壊かい工作もなく──と、思いにふけって佳由季は気づいた。

　保安部対たい魔ま班はんの人員には想念体を相そう殺さいする能力がある。だから連中は対魔班員に組み入れられているのだ。当然、茉衣子にもその力がある。そして想念体は茉衣子の能力で消すことができる。

　なら、さっさと消してしまえばいい。それをしないから茉衣子はニセモノの茉衣子たちを見ては、青くなったり赤くなったりしている。どっちが本物なのか判別不能のコピー茉衣子の問題もそれで片が付く。

　なぜあいつはそれをしない？　リボン付き茉ま衣い子この二人が、お互いに向けて能力を放射すればいいのに。一人は消え、一人は残るだろう。残ったほうが真の光こう明みよう寺じ茉衣子だ。

「それはぁ」

　真ま琴ことが妙な節をつけて歌うように、

「茉衣子ちゃんは怖がっているからあー。あの娘こはちゃんと気が付いているのよん～」

　そしてダルそうに、

「だから恐れているわけ。その恐れの裏返しで、茉衣子ちゃんはバカ宮みや野のに過剰反応しているのよ」

「何を恐れているって言うんだよ？」

「あの二人の茉衣子ちゃんは同じ精神世界を共有しているからねえ。どちらかがコピーなんだけど、どっちも同一人格なわけよ。若わか菜なちゃんは本当に真っさらなココロを持っているのねえ。あんたの出来のいい妹は、他人を真正直に映す鏡かがみよ。あの心に不純物は混じっていないの。あんたの妹にしておくのは勿もつ体たいないわ。代わりにあたしがあんたの妹になってあげようか？」

「僕ぼくの妹は六年前から若菜だけだ」

「あっそ。お春ちゃんも気に入っていたんだけどね。あんたを間に挟んだヤキモチの焼き合いができなくて寂しいわ。あたしには好都合だけどさ」

「話を元に戻せ。リボンを付けている二人の茉衣子がどうなんだって？」

　めんどいなー、と言いながら真琴は寝返りを打つ。ソファの背に向かって、

「茉衣子ちゃん二人は、どちらが本物なのか解わからないのよ？　どっちも本物ってことはあり得ないから、もう一人は偽にせ者ものなわけ。つまりどっちかは想念体」

　佳よし由ゆ季きは耳を傾け続けている。

「そんでもって、茉衣子ちゃんのコピーは茉衣子ちゃんと同じ能力を持つわけ。若菜ちゃんは見事よね。完全な光明寺茉衣子をまるまる損そこなうことなくコピーしたんだからねぇ。解るっしょ？」

「それがどうしたんだ」

「頭鈍ってんじゃないの？　茉衣子ちゃんの能力は何かしら。あの娘はどうして対たい魔ま班はんなんかにいるのかしら？」

「想念体を消す力があるからだろ」

「そそそ。つまりそういう事じゃないのさ。茉衣子ちゃんは想念体を消せる。そしてどっちかは想念体」

　徐々に解ってきた。

「あいつらは、自分が消えるかもしれないと思ってその力を使えないのか。どっちも自分が本物だと思っているのに？」

「と同時に、自分が偽にせ者もののほうじゃないかとも思っているわけ。口には出さないけどね。あんただってイヤでしょ？　自分と同じ奴やつがいて、そいつがいるから僕ぼく消えてもいいや、とか思わないっしょ。自分が残りたいと思うんじゃない？」

　そうかもしれない。

「それにねえ」

　真ま琴ことは、長い脚をガラステーブルに投げ出して、

「想念体のほうの茉ま衣い子こちゃんは、自分があの蛍ほたる火びを出した瞬しゆん間かんに消え始めるでしょうね。想念体を消す力を自分で発現させるんだからね。自殺みたいなもんよ」

「でも、どっちかは偽者なんだろうが。いつまでも二人でいるわけにもいかないだろう」

「そういうことね。だからあたしが手を打っといたわ」

　死者の魂を天界に導みちびく女神のような笑みで、真琴はゆるやかに言った。

「あたしは充分楽しんだし、飽きたってのは本当。中にはまだ遊び足りない奴や、外から様よう子すを見て喜んでるバカもいるかもしんないけど、傷は浅いうちに塞ふさぐべきよね。深いと後で余計に悲しむことになるから」

　真琴は佳よし由ゆ季きを見上げて、

「いずれ消えると解わかってて、ヘタに可愛かわいがって情が移ると悲しいじゃない。どうしたっていなくなっちゃうんだから」

　そして真琴は目を閉じた。

「さ、一いつ緒しよに聞きましょ」

　ぷつんと音がして、校舎のスピーカーに電源が入った。







『ぴぱぽぴ。イエッサー、こちら第三ＥＭＰブロードキャスティングセンター。生徒自治会からの通達があるので皆さん、手と舌したを止めて聞きなさい聞き入りなさい。これより全校舎内にカウンター想念体バラージを展開します。気の毒ですが、コピー人間の皆さんは消えちゃいます。カワイソ。でも仕方ありません。だってウザイ。もう増えないでね。一人二人ならよかったんだけどね。ゴメン。特に自分がコピーだと知ってる人たち。身辺整理はお早めにどうぞ。バラージ展開まであと五分でーす。カウントダウンはしない。メンドイ。本物さんも偽者さんも、じっとしててね。食器とか持ってたら消えたときに落とすよ。わかった？　じゃ、そうゆうことで。繰くり返しまーす』







　その放送を茉衣子（桃・水）は寮りようの自室で聞いた。

　二段ベッドに仲良く並んでフテ寝をしていた茉衣子たちは、互いの目を覗のぞき込み合いながら身を起こした。

「ＣＩＯＢを使うのですか？　対たい魔ま班はんの誰だれにお呼びがかかったのでしょうか」

「強引ですわね。照準しにくいので攻性想念体にはあまり効果が……」

　茉ま衣い子こ二人は見つめ合い、同時に、

「ああ、なるほどですわ。人型化している現在の想念体は逃げたり飛び回ったりしませんものね」

「一つ一つ潰つぶしていくよりは効率がよいと判断されたのでしょう」

　ついにこの時が来た。茉衣子（桃・水）はゆっくり梯はし子ごを下りる。部屋の中央で向かい合って立ち、互いに互いを観察する。

「真ま琴ことさんが業ごうを煮にやしたのですわ。さっぱりしていいことです」

「わたくしも。これでやっと一人になれます」

「なるのはわたくしです」

　二人が控えめに睨にらみ合っていると部屋の扉が開いて、割かつ烹ぽう着ぎを着たままの若わか菜なが部屋に入ってきた。

「あ。茉衣子ちゃんも戻ってきたの？　なんかさー、ゴハンよそいはもういいから、部屋に戻ってろって厨ちゆう房ぼう係の人にいわれたんだよね。何があるの？」

「聞いていなかったのですか？　ＣＩＯバラージが展開されるのです」

「へえ。何それ？」

「広こう範はん囲いにおいて作用する想念体破は壊かい行動です。めったに使われません」と茉衣子（桃）。

「ふうん。珍しいんだ」

「ええ、とても」と茉衣子（水）。

「それするとどうなるの？」

　無む邪じや気きな若菜の顔に、茉衣子二人は嘆息して言った。

「わたくしたちのどちらかは消滅するのです。良いことと申せましょう。わたくしのニセモノたちは一括消去、唯一のわたくしだけがここに残るのですから」

　若菜はパチパチと瞬まばたきして、

「へえ？　合体するの？」

「合体ではありません。元々わたくしは一人でした。こちらのニセモノはわたくしから分裂したのではなく、勝手に増えたのです」

　と、茉衣子（桃）が言い、茉衣子（水）も、

「ですからこの場合は引き算なのです。２引く１は１、残った一人が本物です」

　若菜は口をうにゅうにゅさせて考え込んでいる。やがて口を開いて、

「どっちも本物なんじゃないの？　だってどっちも茉衣子ちゃんでしょ。茉衣子ちゃんじゃない茉衣子ちゃんなら学校にいっぱいいたけど、この部屋にいる茉衣子ちゃんはどっちも同じだよ」

　笑って、若わか菜なは両手を伸ばした。茉ま衣い子こたちが髪につけているピンクと水色のリボンに触れる。

「違うのはこれだけだよ。ね、一いつ緒しよにいようよ。あたしと春はる奈なも昔はこんなだったよ」

　茉衣子たちは足元がぐらついたような感覚に襲おそわれた。若菜ならＣＩＯバラージを防ぐことが出来る。若菜の防御障しよう壁へきはあらゆるＥＭＰ能力をシャットアウトするからだ。どんな攻こう撃げきも茉衣子に届かないようにするくらい、目の前で幼児みたいに笑っている娘は、何も考えずに実行してくれるだろう。

　放送があってから、もう数分が経過している。間もなく強制消去が始まる。考えるのは今のうちだ。

　二人の茉衣子は、子犬のようにこちらを見上げる若菜を見つめて黙だまっていた。







〈妖よう撃げき部ぶ〉の部室には、滋しげるだけが残っていた。頭の後ろで手を組んで、天井を見上げるように椅い子すの背にもたれ掛かっている。類るいも寮りように帰った。侑ゆう里りと最後の時を過ごすのだと言っていた。それがたとえニセモノでも、侑里には違いないと言って。

　不意に扉が開き、長身の白衣がのっそりとやって来た。一人である。いつも側そばにいた潤うるんだ目をした茉衣子（優）の姿はない。

　宮みや野のは一直線にテーブルに向かうと、滋の正面に影を落とした。

「さっきの放送を聞いていなかったのかね」

　珍しく、宮野は笑っていなかった。

「考え事をしていたら、聞き逃したよ」

　滋も笑わずに答え、宮野を見み据すえると、

「キミの光こう明みよう寺じはどこだい？」

「私が消した。どうせ消えるならば私の手によって消してやるべきだと思ってな。あの茉衣子くんも本ほん望もうだったろう」

「キミがそう言うなら間違いないね。キミの生み出した光明寺なんだ、思う通りになっただろうしね」

「私の茉衣子くんは、今も昔も一人きりだ。真実は決して望む通りにならないかもしれないが、それでも心地よい偽りよりはマシなものだ。客観的な視点さえ持てば、それは明白であろう」

　滋は組んでいた腕を解ほどき、両手をスラックスのポケットに入れた。

「それで？　何だい？　ここには俺おれしかいないよ」

　宮野は視線を逸そらさず、

「もうじき、この事態は一気に収束することになる。その前に、一つ訊きいておきたいことがあったのだよ」

「収束ね。どうやるのかな」

「対想念体能力を持つ連中が束になって全方位攻こう撃げきをしかける。私にしてみれば、あまり優雅ではない。無差別攻撃だ。縞しま瀬せ真ま琴ことが学園の全意い識しき体を精神走査でロックしている。あやつは、その対象すべてに対想念体攻撃をかけるつもりだ。通常の人間なら蚊に食われたようにも感じないだろうが、想念体なら消滅する」

「ああ、道理でね。頭に変な感じがあると思った」

「キミはいつまで、茉ま衣い子こくんを偽るつもりかね。いや、偽る時間はもうないな」

「何のことだ？」

　滋しげるはおどけるような仕し草ぐさで両手を開く。宮みや野のは気にしない。

「質問を変えよう。キミは何年、この学園にいる？」

「二年と少しかな」

「そうではない。『観かん音のん崎ざき滋という名の存在』は確かに二年三ヶ月、この学園に在ざい籍せきしている。そうではなく、キミはどれだけの期間をここで過ごしているのか？」

　滋は黙だまって白衣の男を見つめた。宮野は唇を歪ゆがめて、

「本物の観音崎滋はすでに転出済みだ。中等部卒業と同時にここを出て行った。本物のキミは、とうに実家に帰って一般的な人生を送っている」

　滋は、ほうっと息を吐いた。

「調べたのか」

「調べさせてもらったとも。記録は改かい竄ざんされていた。キミたちの仲間には優秀なサイバーテレパスがいるようだな。しかし、私の目はごまかせん」

「どうして俺おれのプロフィールを調べる気になったのかな？」

「おかしいと思ったのは志し賀が侑ゆう里りなる少女が消えた事件の解決シーンだ。キミは鮮あざやかな推理でもって事件の真相を言い当てた。だが、鮮やか過ぎだったな。推理？　ふん。あんなものは推理とは言えん。あらかじめ知っていた事実を、あたかも思索で導みちびき出したかのように話していただけだ。あのような疑ぎ似じロジックでは、茉衣子くんを騙だませても私の目は欺あざむけないのだ」

　滋は長々と息を吐いて、

「うまく言いくるめることが出来たと思ったんだけどな」

　薄うすい微笑を浮かべた。そして、

「一年と少し。高等部進学時からだね、俺がここにいるのはさ」

　どことなく諦あきらめの表情で、滋は答えた。

「退たい寮りようの日だ。俺は荷物をまとめていた。出て行くのは少し、寂しかったよ。この学校で出来た友人も多かったからな。だが、能力を喪失したんだから出て行かなければならない。俺は部屋から出ようとして、ふと振り返った。最後に部屋の様よう子すを記き憶おくしておこうと思ったんだ。そうしたら、そこにもう一人の俺おれがいた」

「ふむ」

「そいつも俺と同じように荷物を抱えてこっちを見ていた。驚おどろいたね、さすがに。何が起こったのか解わからなかった。話して見ると、そいつは間違いなく俺だったよ。俺と同じ事を考えていた。そこで俺たちは、どちらか一方が自宅に帰り、もう一人がここに残ることにした。本当はどちらも残りたかったんだけどね。クジ引きで俺が残った」

「キミが〈シム〉だったとして、誰だれのイメージの結像なのだ？」

「俺自身だね。この学校に残っていたいという願望が、もう一人の俺を生んだんだろう。〈シム〉の他ほかの仲間たちもそうだった。下の世界より、このイカレタ世界のほうを選んだんだよ」

　滋しげるはニヤリと笑い、

「だって、こっちのほうが面おも白しろいだろう？」

「まったくだ」

「俺にはもう何の能力もない。物体引き寄せが俺のＥＭＰ能力だったけど、そんなものはとっくに無くなっていた。だから俺がこうやって出すものは……」

　滋は片手をポケットから出し、握り拳こぶしを作った。もう一度開かれたとき、そこには一輪の造花が載せられていた。

「すべて仕込みだよ。タネのある手品なのさ」
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　造花の茎をつまみ、くるくると回しながら、

「だから、俺おれは自分が本物なのか想念体なのか知らない。これでやっと解わかるね。このバカ騒さわぎも収まる。対想念体バラージか。真ま琴ことさんも気が短かったな」

　どうでもよさそうに、滋しげるは続けて言った。

「消えたら偽にせ物もの、存在し続けることができたら本物さ」

　宮みや野のは茉ま衣い子こが聞いたら仰天しそうな静かな声で、

「データの改かい竄ざくをおこなったのは誰だれかね？」

「知らないね。いつの間にか書き換えられていた。俺たちは能力を喪失していないことになっていたのさ。それを知ったときは、まあ、そうだね、驚おどろいたと言えば驚いた」

「そのようなことが出来るのは、この学園には一人しかいない。いや、いなかった。保安部のセキュリティを突破して、自在にデータを変更できるような人物はな」

「たぶんね。日ひ比び木き会長がやってくれたんだろう。なんでかは知らないけど。俺たちが少し哀れになったのかもな」

「それを知っている生徒は他ほかに何人いる？」

「俺たち〈シム〉仲間を除けば……そうだな、真琴さんは知っていただろうね。そして〈妖よう撃げき部ぶ〉の部長も」

　また、珍しく宮野は不ふ機き嫌げんそうな小声でののしった。

「あの女妖術師め。私より早く気づいていたとは」

　滋は思い出すように顎あごに指を当てて、

「一年前くらいだな。俺はアテもなく中庭を歩いていた。俺のここでの存在意義はなくなってしまったのだから、ここでどうやって暮らしていけばいいのか解らなかった。ただここにいたいだけだったんだからね。そこで部長に声を掛けられた」

「ふむ。あの女めのやりそうなことだ」

　宮野は眉み間けんを寄せている。その女部長とやらに良い心象がないらしい。

「彼女は俺をじっと見て、ただ手招きをしただけだったよ。ついていったらそこが〈妖撃部〉の部室だった。それで、俺はここにいることにしたんだ」

　滋はつまんだ花を宮野の前に差し出す。

「もし俺が消えたら、これを光こう明みよう寺じに渡しておいてくれよ。別れの挨あい拶さつ代わりさ。あの娘こは賢かしこいから、これで解るはずだ」

「よかろう。そろそろ時間だな」

　宮野は天井を見上げて、

「終わらない夜はない。地球が自転し続ける限り、夜が明ければ朝が来る。地球の自転が潮ちよう汐せき力の関係で完全停止するのは幸いなことに当分先のことである」

「そうだね」

　滋しげるは適当な相づちを打って、問いかけた。

「遥はるかな未来のことかもしれないけど、いずれそれは訪れる。永遠の夜と永遠の昼。その時キミは、どちら側に住みたいと思うんだい？」

　宮みや野のは答えた。誇らしげに、宣言するように、

「私が存在するべき場所は、常に黄昏たそがれの時空なのだ。それが私の役割なのでな」







　光の柱。不可視の光線だが、見るべき者が見れば解わかる。校舎の一角から立ち上った光の柱がＥＭＰ学園の上空に伸びていく。光線は空の一点で静止し、巨大な光球へと姿を変えた。徐々に表面積を増していく。想念体を破は壊かいするためのエネルギーが球体の内部で高まっているようだった。

　この時、学園内にいるＥＭＰ能力保持者は、そのほとんどが頭の上に圧迫感を感じて上を見上げた。見えない圧力が上空に漂っている。意識による力が、偽りの意識を消し去ろうとしている。肩をすくめる者がいた。ひそやかに息をついた者もいた。誰だれにも当分に、その力は行使されることになるのだ。

　やがて内圧に耐えかねたように、光球が破裂した。一つの巨大な球は、何百何千という細い針を生み出して学園に降り注ぐ。光線の一つ一つは無機物を無視して突き抜け、生きているものだけを正確に狙ねらった。真ま琴ことの放つ精神波は学園全域を覆おおい、全校生徒の位置を捕ほ捉そくしている。その誘ゆう導どうに従って、光の矢は意識の持ち主たちを貫いた。人間であるか想念体であるかの区別なく、全員に光は届けられた。

　人体には無害だが、想念体には恐るべき使者となる。

　終局の序曲が乱雑に鳴り響ひびいていた。無音で。







　ばりやー張るよ、という若わか菜なの申し出を茉ま衣い子こたちは拒絶した。

　理由は、ほとんど意地のようなものだった。一つで足りるのならば二つも要らない。要るのなら最初から二つ存在しているだろう。若菜と春はる奈ながそうだったのかもしれないように。いまさら月が二つに増えても困るだけだ。茉衣子たちは、蒼あおノ木き類るいが最初に部室に来た原因を思い起こした。あんなことは一度でたくさん。ましてや、わたくしがその原因になりたくはありません。

　二人の茉衣子は、最後にじっくりとお互いの姿を脳裏に刻んだ。これは鏡かがみではなく、自分そのものだ。鏡の中の自分はやはり虚像でしかなく、虚像は実像とは違う。いま、茉衣子たちはそこに自分を見ていた。

「ごきげんよう」と一方の茉衣子が言い、

「あなたこそ」と片方の茉ま衣い子こも言った。

　降り注ぐ光の線が二人の茉衣子にも突き刺さった。頭頂から股こ間かんまでを貫いて、部屋の床へと抜けて消える。強いＥＭＰ能力を持つ茉衣子にははっきりと見えた。対想念体用の、虚数に虚数をかける力。この光を浴びた「存在しないはずの物体」は、存在確率を失って対つい消滅する。

　一人の茉衣子の身体からだがうっすらと溶け始める。無言で彼女は目を伏せた。少しの間、消えゆく自分の指先を見つめ、目を上げてそこにいる自分を見た。

　そちらの茉衣子も黙だまって相手を見つめている。白い顔には、自分が本物であったことへの安あん堵どの色は感じられない。もう一人の自分の思考が読むまでもなく解わかる。自分なら、そう考えるだろう。

　微笑ほほえもうかしら。その茉衣子は考え、やめておくことにした。いかなる感情表現もこの場にふさわしくない気がしたからだ。別れの言葉はさっき済ませた。何も言うこともない。

　自分は消えますが、自分と同じ意い識しきを持つ存在は残ります。それは消えることにならないのではないでしょうか。わたくしたちの違いはこの瞬しゆん間かんだけ。消えるか消えないかだけの違いしかありません。まあ、なんと無意味なことでしょう。どうせならもっと早くに別行動をしておくべきだったかもしれませんわ。そうすれば、わたくしたちは別の意識体となっていたでしょうに。……ああ、そうですわ。わたくしはそれを恐れていたのですね。自分が消えることを予測して、自分と別の意識が残ることのないように。これも自己保存本能の一つなのでしょうか。

　黒衣がくたくたと床に崩れ落ちた。黒衣だけが。中身は消えている。茉衣子は一人でそこに立っている。もう一人の茉衣子は消え失うせた。

　影のようにわだかまる黒い衣い装しようの上に、ゆらゆらと落ちていく色がある。若わか菜なが付けてくれた淡い色のリボンだった。

　茉衣子は自分の衣装の前に膝ひざをついた。触さわると人肌の温ぬくもりが残っている。それは自分の体温だ。

「ふう」

　茉衣子は息を吐く。ニセモノは消え失せた。本来、それは喜ばしいことである。自分こそが真実の光こう明みよう寺じ茉衣子であることが証明されたのだから。

　茉衣子は目を閉じたままだった。目ま蓋ぶたを持ち上げる気分にどうしてもならないのだ。なぜ目を開けてはいけないのか、彼女には解っていた。解らないフリをしよう、と茉衣子は思った。もうしばらくそうしていても、誰だれからも非難されはしないだろう。ちょっとだけなら。

　もう一人の茉衣子が消える瞬間に何を思ったか、彼女には解っていた。自分の思いそうなことだ。なんてヒネクレ者な。

　屈かがみ込む茉衣子の背に、温かいものが押し当てられた。

「何ですか……」

　背後から若わか菜なが茉ま衣い子この首に手を回している。小柄なくせにけっこう重い、と茉衣子は感じる。体型は子供みたいなくせに。

「なんにも。こうしたかっただけ」

　こうして欲しそうな背中に見えただけ。若菜のぼんやりした思念が背中づたいに流れ込んでくる。それは若菜の体温と同じでとても温かく、とらえどころのない柔らかさを伴っていた。

　部室に行こう、と茉衣子は思った。

　そこには類るいがいて、滋しげるもいる。きっと茉衣子を慰なぐさめてくれるだろう。若菜とはまた違ったやり方で。







　高たか崎さき佳よし由ゆ季きは、寮りよう生せい名めい簿ぼと部屋割り表を眺めている。寮の自室は静かだった。この二、三日の騒そう動どうのリバウンドを起こしたような感覚。宮みや野のがまだ帰ってきていないからかもしれない。

　あれほど苦労していた部屋の割り当ては、いまやまったく考える必要もなくなった。全寮規模で空きベッドが増えたからだ。

　あの放送の後、第三ＥＭＰ学園の全生徒数が一割以上減った。コピーと孫コピーたちではなく、元からいたはずの、本物であったはずの生徒たちだった。それと入れ替わるように、攻性想念体がぽつぽつ出始めるようになっている。今日も宮野と茉衣子が校舎を走っていくのを目もく撃げきした。以前と代わりのない、日常の風景。
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　優ゆう弥やが言っていたフィールドとやらがどうなったのか、佳よし由ゆ季きは知らない。誰だれかが消したのか、それとも勝手に消えたのか。どっちでも同じ事だ。結果が同じなのだから。

　佳由季は寮りよう生せい名めい簿ぼの名前欄らんにいくつかの×マークを書き込みながら考えた。

　こいつらには人間としての魂があったのだろうか。そのままこの学園で暮らしていたいと思っていたのだろうか。残りたいという願望が形になって現れるほど、ここは魅み力りよく的な場所なのだろうか。

　彼らは消えた。僕ぼくは消えていない。彼らは僕の立場を羨うらやむだろうか。理由もなくここにいる高たか崎さき佳由季という存在を。

「さてね」

　独り、佳由季は呟つぶやく。

　コピー人間たちが大量に発生していた二日間。寮の廊下で、食堂前の混雑で、校舎の中を歩くたびに佳由季は無む意い識しきにあの姿を探していた。人混みの喧けん噪そうの中に、ひょっとしたら一人くらいはあの姿がいるのではないかと、ぼんやりと探していたのだ。

「出てこなくて助かったよ」

　最後まで、春はる奈なの姿をどこかで見かけることはなかった。それでよかったのだと思う。一いつ瞬しゆんで終わる祭りに参加しても虚むなしいだけだ。特に、それが舞台劇げきだと知っているとさらに。

　精巧にできたレプリカを本物だと信じ続けていられれば、レプリカは当人にとって本物となるだろう。真実を知りさえしなければ、その価値が落ちることはない。あるいは宮みや野ののように、知りながら事態を楽しむか。だが佳由季の意思の力は、真相を知りつつ自分を偽るほどには強くない。普通の人間だ。

「ん？」

　名簿の上を滑っていた佳由季の目が、一つの名前の所で止まった。覚えのある名前だ。中三のときに同じクラスだったやつだ。思い出した。あいつだ。何日か前、会長室の帰りにすれ違って階段で消えた男子生徒の名前だ。この寮に住んでいたのか。

「なるほどな」

　佳由季は資料を床に置いて寝転がって目を閉じた。残るのと残されるのでは意味合いが違う。

　いつの日か若わか菜なの手を引いて学校を出て行く。その光景を思い描き、目ま蓋ぶたの裏に投影してみた。真ま琴ことや宮野や茉ま衣い子こたちに見送られるのが先か、自分が見送るのが先か。

　せめてそれくらいは知っておきたいと、佳由季は思った。













○終章







　これは誰だれかの夢だ、と彼女は思う。




　目ま蓋ぶたの裏のスクリーンに映像が浮かんだ。どこか普通の街の並木道である。スクリーンの横から一人の男子学生がフレームインしてくる。学校帰りらしい。ＥＭＰ学園の物ではない制服で、鞄かばんを肩掛けしてのんきに歩いている。カメラはその姿を横から捉とらえていた。彼の歩むにつれて、進行方向から新たな人物がスクリーンに登場した。黒衣をまとった髪の長い少女。彼女は立ち止まって、近付いてくる少年を見つめている。彼ははふと少女と目をあわせた。しかし彼はすぐに視線をそらし、歩調を緩ゆるめず少女とすれ違う。

　そのまま歩き続けていた男子生徒は、何かを思い出したように立ち止まった。黒衣の少女をどこかで見た記き憶おくが蘇よみがえったのかもしれない。彼が以前通っていた学園では、彼女はそれなりに目立つ女子生徒だったから。名前は知らずとも、校舎の片隅ですれ違ったことがあったかもしれない。

　足を止めた彼は振り返る。だが、すでにそこには誰だれもいない。

　首を振って、彼は再び歩き出した。それだけだった。彼にはその少女との接点はなかった。彼女と接点を持った記き憶おくもなかった。

　彼は歩き続け、スクリーンの端へとフレームアウトした。




　自分のものではない、誰かの夢。













あとがき







　もしゴキブリがコオロギ並みの演奏をすることができたならここまで人に嫌われることもなかったかもしれないな、などと先日戸棚を開いた時に思いました。とりあえずそう思っただけで特にそこから派生する話題もないため、やおら昔話を始めたいと思います。ご容よう赦しやください。




　あれは確か二〇〇二年九月の終わり頃ごろではなかったでしょうか。ある時、自室の電話が鳴り始めました。

　その電話の主は、「メディアワークスの○○ですが（この時は聞き取れなかった）」と名乗り、「今年の電でん撃げきゲーム大たい賞しように何か変な小説を応募してきた某なにがしとはあなたのことか」というようなことをおっしゃいました。「そうですが……」と私は答えつつ、足元にわだかまる猫の尻尾しつぽを踏んづけて、現実認識を確固たるものにしました。

　○○氏はさらに、「はっきり言って全然アウトでしたが、まあ面おも白しろくないわけではないところがまったく皆かい無むでもない」という意味のことを告げ、「何か他ほかに書いたヤツがあれば見せるがよろしい」的なことを言われたのではなかったかと思います。

　しかし私がまともに書いた小説など、その応募原稿以外ではスニーカー大たい賞しように応募中（当時）のモノしかありませんでした。「なるほど」と氏は考えるようでしたが、「では何かプロットがあれば送りなさい」みたいなことをおっしゃり、私は深く考えることもせずに「解わかりました」と答えて、そこでハタと深い悩みに包まれました。

　プロットて。よく聞く言葉です。ですが、私はプロットというのが具体的にどういうものかを知りませんでした（今もよく知りませんが）。いちおう調べてみたところ「人それぞれの書き方がある」ということだけは解りました。というわけで私は数本のプロットじみたものを考案したのち、全部違うやり方で書いてみました。どれかは正答に近いのではないかと考えた結果の行為です。ちなみにそれらのプロットじみたものを送信する際にはかなりの精神力を必要としたのは言うまでもありません。

　だいたいそのへんがすべての始まりであったようでした。たしか。




　それ以降のあらゆる局面において、○○氏はすこぶる具体的な指示や指し導どうやアドバイス等をくださいました。どれくらい具体的かというと、

「タイトルは『学校を出よう！』と『妹スクエア』という二つを考えましたが、あなたどっちがいいと思いますか？」

　というくらいの解りやすさです。私の目からいったい何枚の鱗うろこが落ちたことか、当時のメモ帳を読み返してみてもよく解りません。まだ整理できてないので。

　それからも色々なことが発生し、何だかんだとありつつ、あちこちフラフラしながら四方八方に迷惑をおかけしつつ、そのような具合にして出来たのが『学校を出よう！』でした。




　担当峯みね健けん司じ様及びイラスト蒼あお魚な真青まさお様始めこの本の製作に携わっていただけた方々と読んでいただけた方々のすべてに感かん謝しやを、地には平和を。
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谷たに川がわ 流ながる

１９７０年生まれ。兵庫県在住。『涼宮ハルヒの憂鬱』で第８回角川スニーカー大賞〈大賞〉を受賞。受賞作と今シリーズ第一作との二冊同時刊行デビューを飾る。２００３年現在「電撃萌王」にて後藤なお氏とコンビを組んでビジュアルノベル『電撃!! イージス５』を連載中。
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イラスト／蒼あお魚な真青まさお

保育園の頃から幾年月、広告の裏にノートに問題集にとありとあらゆる紙に落描きしてきて現在に至る。青系の色と魚料理とハムスターをこよなく愛する新人イラストレーター。
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